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★ この調査は長野営林局計画課長 大友栄桧･ 同課試験係 桧井勝の監督指達の下に行われたもので,

調査の技術指導は林業試験場土壌調査部竹原秀雄,桧井光環が担当したo

斗米 長野営林局計画課
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l 調 査 地 の 概 況

A 位置及び面積

1. 緯度,経度,海抜高

緯iL度 北緯 35042′08'' 申立睡

/y 35047′43'' 才児赤沢奥

経 度 束産 137031′52′′ 西股

u l37042′43'' 萩原西山

長野書林尾上松営林署

小 JEJ擢 富 区 位 置 区
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小川経営区の土壌 (林 ･下出)

湛披高 最低 580m 最高 1,705m

2.行政区割及び面積

長野県西筑摩郡王滝村 249.91ha

〃 上松町

計

地位別面積

普通林地 天然生林

人 工 林

伐採跡地其他

計
制限林地 参考林其他

除 地

6,493.00ha

6,742.91ha

4,217.35ha

2,162.12ha

98.39ha

6,477.86ha

58.lo血a

206.95ha

B 気 候

上松営林署管内各観測所しっ気象観測成績は二大の通 りである｡

但 し毎 日午前 10時 に 1回の観測 を行った ものである｡

第 1表 上松観測所気象観測成績表

位置 長野県西筑摩郡上松町

緯度 35D46′36〝 経度 137041'38〝 海抜高 789m

平 Mqeae 温 トoo･雪目

..ltln.::.･.I.:I,;∴t｣ : ll

最 低 気 温Minimum
temperature湿 圧Relative
humidity降水量Precipitation

､1日 - l
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winddirection∃
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1ユ

I mlIT T ~ニト ･う

24･巨1回
7.2F16.9

6･51.･oL3･3巨

160.､､
】

降 雪 初日 昭和 18年 10月 31日 終 日 昭和 10年5月2日

降 霜 初 日 昭和 18年 9月 23 日 終 日 昭和 18年 6月 10日

観測期間 自昭和 4年4月 至昭和 25年 12月

但 し自昭和 20年 1月至昭和 22年 12月間欠測｡
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第2表 赤沢掛 ,qlT所気象献酬成績表

位置 長野県西筑摩郡上稔町大字小川

緯度 35043′57'/ 経度 137037′50'' 海抜高 1,113m

RMonthBIJiJa三･】Fe2b･
Meantemperature最高気温Maximulntemperature最低気濫Minimum

湿 度 F %Relativehl]midity降水.量PrecipitatlOn一顧.参風向Prevalin等WinddirectlOn

M喜r_LA,4,_

S回 N

MaylJun.lJuly
･5･1118･4ち22･7123十9十3･2

27･1回17･31ll

N

Dle2C.1監

二

7

iiii-
心■調
■

中

｢

N 早十-
W降 雪 初 日 昭和 5年 10月 11 El 終 日 昭和 10年 5月2日

降 宗 初 日 昭和 19年 9月 19日 初 日 昭和 23年 9月 19日

経 口 昭和 12年 6月 10日

観測期間 自昭和 9年 1円 至昭和 25年 12月

但 し自昭和 20年 1月至昭和 22年 12月間欠測｡

第3表 白川観測所気象観測成績表

位置 長野県西筑摩郡上稔町大字小川
緯度 35044′29-' 経度 137033′54〝 海抜高 1,310m

teMmi,nirETuTer,3O･Coト3･6
最低気温r

降水量Precipitation
W%pS&fdViarf:ntEnLNWSEISW

降 雪 初日 昭和 7年 11月7日 路 El 昭和 7年 4月 28日

降 霜 初 El 昭和 7年 10月5El 経 El 昭和 8年6月 10El

観測期間 自昭和 7年 2月 至昭和 8年 12月
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1. 気 温

長野県は,本州中央部に位遺 し,周囲を重畳たる山系によって国縫せられている関係上全般

に内陸性の気候を示 し,夏季と冬季の気通の差が甚 しい｡本経営区の位置する木曾谷に於ても

大体同一の傾向を示 している｡

本荘営区内に位置する赤沢観測所は,長

期の 観測所 として木曾谷中最 も高所にあ

り,年平均気温は,10.7oC を示 し,平均

最高気湿 14.5cc,平均最低気温 1･OoCで

ある｡

白川観測所は2ケ年間の観測にすぎない

が,赤沢観測所 よりも更に 200m 高所に

位置 し,北股奥部の東寒帯林に最 も近接 し

てをり,平均気温 6.1oC,最高気滝 12.8

oC,最低気温 0.3oCであって,年を通 じ

て冷涼である｡

上稔観測所は経営区外の木曾川対岸に位置 し,章票高Eli赤沢より約 300m 低 く,平均気温は

12.7oC,最高気櫨 16.9oC,最低気塩 4.6oC であるO
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第2図 年平均気温比較曲線

以上各観測所に於ける気温配置は第 1表乃至第 3

表及び第 1図及び第 2図に示す通 りである｡

2. 降 水 量

長野県全般に降水量は標高の低い盆地や河川流域

に,Jllなく,標高の高い県境山地に近づ くに従い増大

し,年降水.量は約 800mm より2,600mm に亘っ

ている｡上低額測所の年降水量は 1,945.1mm,蘇

沢観測ノ所 に於ては 2,483.9ITm , 白川観測所 では

2,976.5mm となってをり,標高の上昇に伴い略々

直線的に増加 している｡各観測′所の降水量は第 1表

乃至第 3表,第 3図及び第4図に示す如 く,大体 6月7月9月に最 も多 く,冬季減少の傾向を

辿っている｡

3. 湿 度

上稔観測所,赤沢観測所共に春季に最低を示 し,夏季及び冬季に多い｡夏季は降水量が多い

ため,気塩の上昇による蒸発量の増大にも拘らず湿度は高 く保たれ,冬季は降水量は少ないが

気温の低下により水分の蒸発が減少するため湿度は高い｡



- 6--

/
ン

｣
7

斗

一

斗

r

L14･J
i
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陀 :昆
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第 3図 月別降水量曲線

上松 よりも降水量多 く,平均気湿の低

い赤沢では,年を通じて高い湿度二が保た

れている｡ (第1表乃至第 3表,第4図

及び第 5図参照)0

4. 風 向

風向は各観測所共附近の河Tlr,若 しく

は渓流の方向に左右されるようであるO

即ち上松町附近に於て北 より南に流れる

887
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第 4図 年平均降水量,湿度
比較曲線
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第 5図 月別平均湿度曲線

木曾川本流に面する上稔観測所は,夏季は南風,冬季は北風が多く,年を通 じては南風が北風

より梢多いO南 より北に流れる南股に臨む赤沢都側所では,年を通 じて北風が多く,夏季は南

風,西南風,西風等が多し･lo南西 より北東に向う北殿沿岸の自JH観測所では南西風が主風で ,

冬季の北西風,南東風等が梢単調を破る｡

以上要するに,当経営区は夏季と冬季の寒暖の差が著 しい内陸性気候区に属 し,梗高が高 く

なるにともなって気湿は低下 し,降水量及び湿度は増加 する傾向を有 し,主風は各渓流と略 々

同一方向に多いことが認められる｡

C 地 形

木曾国有林は略 南々北に走る飛騨山脈の南端と,木曾山脈との間にあって,北東 より南西に

長 く横たわる木曾谷に位置 し,その地形は,概 して著 しし1山形進化が行われ,尖鋭な嶺練が縦

横に走 り,その間に錯雑 した谷系を刻み,標高も大きく500m より3,000m に亘 り,犬起伏

の七二年山地が大部分を占めている｡

当経営区は木曾国有地の略々中央に位置 し阿寺山脈 より発する一連の支脈により馬蹄形に周

辺を限られ,木曾川右岸に開｡する-団地であり,周辺より集る水系は中央を流れて小川とな
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り木曾川に注 ぐ｡海抜高は萩,T,5西山の 580m より賊川,瀬戸JH,小川の分水界 1,705m に亘

り 1,000-1,500m の地域が大部分であるo

当経営区の地形は概 して他の木曾国有地に比較 して急峻地が少なく綬傾斜地が多く,重般に

起伏が少であり,一つの準平原 とみることができるO但 し北股下流,高創 れ以東及び萩原西山

等の地域はいづれ も急傾斜地で澗壮年期の山形 を呈 しているo(30'

D 地 頭

本地域を構成する地質系統を古いものから挙げれば攻の通 りであるD(別')

秩父系 (古生盾)

花崩岩顛 (古期)

中生瞥 (時代未詳)

石英斑岩

花嵐岩 (接触部は花覇斑岩)

械樫石玄武岩

1. 秩 父 系

才児赤沢,小中尾沢の奥部に分布 し,構成岩石は粘板岩,砂岩,角岩,チャー ト,撞着 より

なる｡

2. 中 生 瞥

白川,黒沢附近に露出する｡帯域岩石は傑岩,砂岩,泥板岩,凝友岩等からな り,いずれ も

堅硬である｡

3. 苗期花崩岩類

東方の駒ヶ岳地方から連続する閑雲花覇岩が小中尾附近 より下流の小川流域及び木曾川沿岸

に露出する｡黒雲母花局岩に漸移するものと見られる｡

4. 石 英 斑 岩

北股上流,南股興部 より衣沢流域に至る間に広 く分･布する｡外観斑状を呈 し′石英･長石の小

班;晶があり,石基は轍密で肉眼では結晶粒が観察できないが,顕碩鏡で見れば完晶質である｡

5. 新期花崩岩及花嵐醸岩

南股の下流,才児赤沢,小中尾沢, ドゥ川流域に広 く分布 する｡

新期花絹岩は殆んど角閃石を含ます,黒雲母花嵐岩である｡他の岩石 との接触面では細粒 と

なって牛花罵岩となる場合 と,花嵐斑岩となる場合 とあるO

花環斑岩の部分はその範囲狭 く,厚さ 2-3m から20m位であるo

G. 轍才覚石玄武岩
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黒沢奥軌 妙俵針 帯の山風 ズ ミノキ沢附近等に局部的紛 布するo姐 樹乳 板汎

節理に富み,轍傑石,輝石の艶 PHをもっているC

E 林況及び植生

経営区の普通林地約 6,500ha中 65% が天然生札 35% が人工林であるo天然生林の約

45% は特殊択伐作業林が占めているo

天然生林は全蜘 こヒノキを主林木とし,林令は 200-250年で木- 有榊 で も屈指の優良

林 として知られているのであるが,人工林はこれに反 し一連林成掛 ま全般忙中以下を示 し,就

中商股流域の上兼沢,シカゴヤ沢方面は不良造林地 として知られている0

本調査の附帯調査として実施 した植生調査成績は攻の様であるD

l 天然生林林況及び植生

a 調 査 方 法

土塵官価滞 設定箇所 を中心とし,10m的方の正方形内に存在する植生をその生活形に基き

喬木階,従喬木階,i酎 滞 ,草本胤 地表階の五箇の植生階に分類 し,各植生階毎に出現頻度

を va(極多 ),a(多),i(lJJ),o (少r), (稀)の5階級に分け,調査区内には存在 しない

がその附近に存在すると認められるものを (+)で示 したo

b 調 査 成 績

経営区内の植生の位置的ならびに垂直的分布状態については調査成績から第4表及び第6図

に示す結果を得た｡これにより植生の概要を記述するo
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○
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第 6図 各杯相垂直的分布図
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第 4表 天然生林相 生調 査成績 表

ー 9 -

植

生

隔

喬
木
及
び
従
喬
木

ヒ ノ キ

其他針葉樹

広 重 樹

マル バ ノキ
シ ロ モ ジ

ヤマ ダル マ
コシア ブ ラ

シャ クナ ゲ

其 他

笹

蘇 苔 額

ロ

キ

●ア

コ

ガツ､｢＼七

ヒ ノ キ

ヒ ノ キノ サ ワ ラ

ヒノキ, ア ス ナ ロ

小
中
尾
沢

才
児
赤
沢

4

4

ヒ ノ キ, ツ ガ

ヒノキ, コ メ ツ ガ

ヒ ノ キ, ネ ズ コ

サ ワ ラ

サ ワ ラ, ヒ ノ キ

サ ワラ, モ ミ, ツガ

ア ス ナ ロ

ア ス ナ ロ. ヒノキ

コ ウ ヤ マ キ

モ ミ, ツ ガ

ツ ガ, ヒ ノ キ

コ メ ツ ガ, ヒ ノキ

ア カ マ ツ

ミ ズ ナ ラ, カンノヾ

流 域 別 (註)

計

荻原西山以東
属.鹿.鹿南股上流南限下流

｢

○

つJ

l

(ノ
l

C
O

フ
一

/b

叫ノ

′b

/b

1

l

フ
1
1

7

4

3

7
7
1

′b

フ

一

フ

一

1

1

つJ

数字は調査個所数

(註) 第 4表に示す各流i戒に包含 され る林班は次の通 りである0

才児赤沢,′J､中尾沢 (1-39林班) 北股下流 (40-51林班及び 140-148林班)

北股上流 (52-139林班) 南股下流 (149-192林班及び 259-300林班)

南股上琉 (193-258林班) 高倉峠以東 (301-324林班)

荻原西山 (326-354林班)
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1. 喬 木 階

a) ヒノキ林 調査箇所219の うちヒノキを主体 とするものは73%,159箇所に達 し,純

林 をなす ものは南股上流の特殊択伐作業林に最多であって,北股上流 これに次ぎ,才児赤沢,

小中尾沢流域は著滅 し,高倉峠以東,荻原西山方面には殆んど見 られないo

ヒノキ,サワラ混交林は北股流域に多 く,ヒノキ,アスナロ混交林は甫股流域に多 く見 られ

る｡才児赤沢,小中尾沢流域及び荻原西山の一部尾根筋にはヒノキ林内に集団状のコウヤマキ

の群落が見られる｡荻原西山はサワラ,ツガを主体 とする林相が多いが,一部の尾根筋に放て

は ヒノキが優勢を占めているO ヒノキ,コメツガ林は混交樹種 として トウヒ,ウラジロモ ミを

含み,北股奥部に見られる｡ 北殿奥部の 1,500m 以上の地には ヒノキ林内にこれ等高山性樹

種が漸次偉人 し,最奥部の尾根筋に至ると ヒノキを圧 して,優位に立っているのが認められ

る｡北股上流の白川,西沢奥及び卒塔婆山附近の尾根筋には,ネズコの局所群落が見 られ,辛

塔婆山一帯の果石地にはゴヨウマツが侵入 しているD

b) その他針葉横林

調査値断 の 27%,59個所はヒノキ以外の針菓横が優勢で,その3分の2以上がサワラを主

体 とするものである｡経営区内高倉峠以東荻原西山以外は全般にサワラは少 く,沢筋一帯の男

布地に限られてをり,甫股上流の特殊択伐作業林には沢筋にすらサワラが殆んど見当らない0

サワラの純林は北殿流域に多く,黒沢奥部の一部には美林を形成 している07スナロは甫股方

面に多 く,比較的広範囲に亘 り分布 しているが,過去に伐探 された ものが多く,現在では優勢

を占める林分は少い｡ コウヤマキの純林は 経営区東部の尾根筋に 局部 F伽こ見られるのみであ

る｡モ ミ,ツガは荻原西山に於てサワラと共に優勢であり,尾根筋には4いが山腹全面に分布

している｡

コメツガ,ヒノキ林は北股奥部の尾根筋に見られ,アカマツ林は荻原西山南端に局部的に見

られるo

c) 広 葉 樹 林

全般に ミズナラ,ブナ,カンパ, ミズメ, トチ,ホホノキ等の広葉樹は従喬木乃至は喬木 と

して針葉樹林中に侵入 してレ､るが,これが主体をなす林分偲 既往の伐株の対~象 とな り,現在は

殆んど見られず,才児赤沢奥の瀬戸川境附近に局部的に見 られるにすぎない｡

2. 潅 木 階

蔽木階は多種で,分布状態は複雑であるが,便宜上相伴って出現する数種を併せて二次の三群

に大別 した｡

a) マルバ ノキ,シロモジ群

マルバノキ及びシロモジは或は別個に,或は重複 して分布する｡分布範囲は主として笹の有

無により左右されるようである｡即ち笹の繁茂旺盛な北股流域には少く,その他の地域には仝-



′J＼川経営区の土壌 (林 ･下田)
- ll-･

椴 的に広 く分布 している｡

b ) ヤマダルマ,コシアブラ,シヤクナゲ群

北殿上流及び商股上流の山頂附近に広 く分布 し,海抜高の高い,冷涼で乾燥 した気候条件の

もとに出現 している｡

C) その他 (ヤマツツジ,ウラジロヨウラク, 1)ヨウブ,カエデ類)

北股流域及び小中尾沢,才児赤沢流域に多いが,他の地域に も広 く分布 し,やや不規則では

あるが,広範囲に亘っている｡

3 . 草本地表階及び椎樹発生状況

a) 笹

笹は槙高 1,400m 内外から上部 に旺盛な成育 を示 し, 北 限 -一帯及び南股奥部には特に密生

し,天然更新の障害 となっている.欝朗の強いアスナロ,コウヤマキ林では,笹の耐陰性が躯

いためと,これ等の樹種が形成する厚い粗腐植暦のため全 く見られず,容易に天然更新が行わ

れているのに対.し,ヒノキ林では僅かに~南股流域,荻原酉山等の無笹地に雅樹が発生 している

にすぎず,天然更新は笹のため阻害せ ら4しているように思われるo

b) 蘇 芳 顛

分布は概 して沢拾いの低湿地及び果石地に限 られている｡

累石地に於ては, 岩石表面を被覆 して 適度の水湿を保ち, サワラ雅樹の発生を助長 してい

る｡

果石地は調査の対象から除外 した ものが多いため,調査成績には硯われていないが,北股涜

域 ,ノJ､中尾沢,才児赤沢等の沢沿いの果

石地にはサワラの稚梢が,部分的には と /600

ノ手の雅樹 を混えて盛に発生 している｡ ,SVO

c) その他 (シダ類 ,イヌツゲ, ツル

ツゲ,カンスゲ,ミヤマシキ ミ等)

これ等は笹の少ない前段上流及び荻原

西山方面に分布 しているが,各 々の分布

は不規則である｡但 しシノブカブマは ヒ

ノキを主体とする林分には個体数は少い

が普遍的に分布 している｡

2 人工林々況及び植 生

a 調 査 方 法

土壌断面設定個所附=近の植栽木につき

平均樹高,平均直径を測定 し,これを隣
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第 7図 海抜高と人工林成育対照図
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接阿寺経営区収穫表(4) (昭和 11年利付武男氏調製) と対比 して成育状態をL,机 下の三段

階に分けた｡

但 しヒノキ林収穫表の地位上に該当するものがないため,牧楼表の地位下に該当するものを

成育中とし,地位下に達 しない ものを成育下 としたo

調査成績は第 5表,第 7図の通 りである0

第 5表 人 工 林 調 査 成 績 表

流 域 別

樹 種 備 考

数字は調査個所数

植栽樹種はヒノ千が大部分で,一部沢筋及び累石地にサワラが混植 され,又 ヒノキ不成績地

の改植にはカラマツ及び ミズメその他の広葉樹が植栽 され,又 10% 内外の天然生有用樹種の

撫育が行われているo

調査成績 を概観すると,全般に造林成績は 中以下の ものが多 く,成長状態は良好 と云い難

L,.o 当経営区に於ては標高 1,300m 以上の地は成育下の ものが多 く,北股上流の ような高寒

租では,気象の条件の不良に加えて,笹の密生により成育が阻害 されて不成績地が多い｡甫股

下流に於てはウルイ沢方面及び妙俵糊に連なる傾斜面の中腹部は比較的良好 な成績 を示すが,

上赤沢,シカゴヤ沢,下柿沢等に団地状の不成績地が見 られる｡高倉峠以東は大体中以上の成

長 を示 し,特に衣沢流域は経営区中最 も良好な成長 を示 している｡小中尾沢,才児赤沢及び北

股下流方面は比較的順調な成長 を示 し,甚 しい不成績地は認められない｡

皿 土 壌 の 分 顛 及 び 分 布

A 調査方法及び調査事項

本調査は林業試験場編 ｢森林土薮調査方法害｣に基き実施 した ものであり,詳細は議書に記
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戟 されているので,ここには調査項 目を列挙するに止めるo
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1. 野 外 調 査

1) 土壌層断面の調査

2) 試料及び標本の採集

3) 附 帯 調 査

a) 植生調査 (林況及び植生の項参照)

b) 地形見取図の作製

4) そ の 他

2. 室 内 実 験

1) 土壌の理学的実験

a) 自然状態の理学性の測定

b) 土壌淘汰分析

2) 土壁の化学的実験

a) pH の測定

ァンチモン電極法により土壌浸出液の pH価を測定 したo供試土盛と水の比は 1二5

とした｡

b) 置換酸度の測定

C) 末葉の定量

B 土壌暦断面の記載

1. 土壌屠断面設立の規準

本調査の梗準土壌屠断両は攻の規準により設定 した｡

1) 各土壌型の相 生及びこれと植生との関係を明確にするため,土壌型毎に標準断面を設定

した｡但 し分布面積の僅少な土塊型については棟準断面の設定を省略 した｡

2) 林木成長 と土壌型 との関係を把握するため,人工林中顕著な成育不良林分及びこれ と対

照される成育中以上の林分を選定 し,酔 筆断面を設定 した0

3) 同一土塊型に於ても大面積に分布するものについては天然生札 人工林毎に梗準断面を

設定 し,堆積様式又は基岩の差異によ｡ ,断面形態に著 しい差異を生じているものにつし1ては

別に標準断面を設定 した｡ (第6表参照)
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第 6表 土壌断面設定個所一覧表

基 岩 林
1

】
ヒ ノ キ 人石 英 斑 岩

黒雲 母 花 樹 岩

舞状黒雲母花綿岩

古 生 層

閑 雲 花 街 岩

古 生 暦

石 英 琵 岩

舞状黒雲母花掃岩

石 英 菅巨 岩

械慨′臼玄武岩
黒 雲 母 花 樹 岩

〟

石 英 躍 岩

節状黒雲母花梅岩

相 二諾 ::土 壌 型

工 杯 L ,苧j BA

昌子上 】i

カ ラマ ツ,ヒ ノ キ 人 工 林

ヒ ノ キ 人 工 林

ヒ ノ キ,サ ワ ラ天 然 !阜林

ヒ ノ キ 人

力 ラ マ ブ 人

ヒ ノ キ 天 然

工

エ

生

ヒ ノ キ 人 工
■′

J,

林

柿
林

林

lT- ワ ラ 天 然 生 林

ツ ス ケ 口 天 然 生 杯
コウヤマキ,ヒノキ天然生林
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2.各土壌喜断面の形態及び植生の状態

(断面番号 2',9㌧ 111は省略) (第 8-22旨くi参照 )

断面 1. BA型土壌

272林班 ,尾根筋 しっ凸斜面 . ヒノキ人⊥林 ｡

L 2cm

F Icm

A 13cm

B1 30cm

7カマ ツ及 び リョウ ブ其の他の

広葉樹の落莫暦｡

工sabellacolor, 腐植に乏 しい

壌土,磯 を含 まないD乾燥甚 し

く菌糸は殆んど認めないが白い

粉末状の感を与える｡堅密な堅

巣状構造が見 られる｡納税の分

布する部分は軽影であるが,他

の部分は堅密であるD

Tawnyolive,濃淡uj駄状着色

を豊するD腐植に乏 しい細砂壌

土,乾燥 し堅密な堅異状構造,

A骨との境界規から急激に堅密

0
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｢〇
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第 8 囲

Profile1. BA型土療
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になるため,根系の分布状態は稀である｡

B2 10｡m H｡neyYellow,腐植に乏 しく,5-10cm の石疎約 30% を含む,細砂廃

c l暦 石英斑岩の牛風化物｡

植 生

主林木 ヒノキ 〔平均直径 8cm,平均樹高 6m〕

副林木 アカマツ 〔平均直径 15cm,平均樹高 13m〕

推木 シロモジ (o),マルバノキ (o), lJヨウブ (o), カエヂ (r), ホホノキ (r),

コシアブラ (r),ソヨゴ (r)

草本地表 ワラビ (o),イヌツゲ (o),シシガシラ (o),カンスゲ (r),カヤ (r)

ヒノキは本数少 く成育不良,アカマツは点状に侵入し,成育良好で二段林を構成するO

断面 2. BB型土壌

25林拙い,尾根筋の平た斜面,カラマツ,ヒノキ人工林｡

L-F 2-4cm ナラ,クl),カラマツの落葉菅

田 2-4cm

A 4--7cm CloveBrown, 頗る影で細粒状構造 を認め,根系の分布状態は中で菌糸

を.含み,柑白色を帯びる｡

B1 8-1lcm SayalBrown, 腐植に乏 しく, o

右横 を殆んど含 まない,乾燥 した

砂塵土,A暦との境界は判然とし

ているo

B2 45cm Antique Brown,腐植及び磯 を

殆んど含 ます,乾燥 した砂壌土,

根系酎突き 50cm迄中に分布 し, 40

Cl軌 fL_漸移するo

植 生

主林木 カラマツ ｢平均直径 5cm, 平均樹高6 60

m〕,ヒノキ 〔平均直径 3cm,平均樹高

4m〕

潅木 さズナラ (o), ク1) (o), マルバノキ

(o),リョウブ (r),シロモジ (r)

当初の植栽本数 よりやや減少し,ヒノキは特に細幹

で ミズナラ其他広葉樹が侵入 している｡

第 9 図

Profile2. BB型土壌
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断面 3･ BD′型土壌

52ろ林軌 中腹の平 らな斜面,ヒノキ,サワラ天然生札

F--H 2-3cm

0
0

0

0

2
3

4

5

60

70

80

90

100

F-tl
Al

A1 4cm

A2 16cm

ヒノキ,サワラの落葉督,紬根多o

sepia,腐植に富み約 3cm の角

磯 10% を含む｡堅密度影 ,やや

乾燥 した壌土,団粒構造を認め紬

根多, A2腎との噴泉は判然とし

ている｡

SaccardosUmber,腐植に富む,

約 3cm の角疎 30% を含む,

影,乾燥 した細砂壌土,和根の分

布状態は中,下唇との境剣 士明瞭

であるo

B1 12-18cm DresdenBrown, 約 3cm の硬

40% を含むo 細砂壌土,純株の

′r川 I-,J∴.

B2 60cm以上 HoneyYellow, 3-5cm の嘆

第 10図

Profile3. B工)型土壌

全般に粘板岩の角磯 を,含み深部に行 く程多 くなる｡

60% を,含む,頗る堅,細砂壌土,

上部に細粒が稀に分布する｡

植 生

喬木 ヒノキ (i)〔平均直径 42cm,平均樹高 25m〕,サワラ(f)〔平均直径 50cm,

･平均樹高 27m〕, ミズ メ (r), ミズ ナ ラ (r)

従喬木 ホホノキ (r)

潅木 シロモジ (r)

草本地表 ササ (a)

ヒノキは尾根筋に,サワラは沢筋に多 く,何れ も形質良好でやや疎開 している｡

断面 4.BD′型土壌

39林王雌い,中腹の平 らな斜面,ヒノキ人工林o

L 2-3cm ヒノキ,マルバノキ及びシt,モジ落葉暦｡

H-(F) 2-4cm 紬根多｡

A 50cm SaccErdo'sUmber,約 3-15cm の石磯 10% を含む砂壌土,堅密度は



小川経営区の土建 (杯 ･下出) 17

B 38cm

部分的に差異があり,一部は頗

る影であるが全体 としては磐軟

である｡根系は上端に多いが,

全体 としての分布状態は少｡

Raw Umber,10-30cm の石

棟 40% を含む砂土,根系は上

端附近に稀に分布する｡

閃雲花嵐岩果積

植 生

主林木 ヒノキ 〔平均直径 16cm, 平均樹高 12

1111

港木 マルバ ノキ (a), シロモジ (o),ヤマ-

ン ノキ (r), シラクチ (r),ツ ワバナ(r)

草本地表 カンスゲ (o), シダ (o)

柿栽木の成育は良好で ある｡

断面 5･BD/型土壁 (Bl･d型土壌 (草原性)との中間

型)

101林難 しへ,山腹-F部の平 らな斜軌 カラマツ人工

林｡

第 12図
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第 11図

Profile4. B工)′塾土塵

カラマツ落莫及びカヤの枯死 した

ものが多く堆積する｡

CloveBrown,腐植に頗る富む乾

燥 した埴壊士,堅密度軟で,団粒

構造が発達 し,上端に菌糸が多少

喜忍められるo細粒多o

Saccardo'sUmber,腐植を含む

細砂壌土,潤,海綿状孔隙が多 く

BI B1 70cm以上 Towny-olive, 働 亘を含 まな

い｡堅密度隣る堅,埴土,水湿状

態は潤乃至寵である｡

断面全休に石磯を殆んど含ます,槙系は細小で,-

profile5･ BD′型土壌 見整然とした感を与える｡
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植 生

主林木 カラマツ 〔平均直径 6cm,平均樹高 7m〕

潅木 ミズナ ラ (r)

草本地表 カヤ (f),ワラビ (o),ササ (r), ヨモ ギ (r),ムラサキケマン (r)

植栽木の成育は良好で稀にアカマツが侵入 している｡

断面 6.Ib 型土壌

54ろ林弧 中腹の平 らな斜面,ヒノキ天然生林｡

L-F 2--3cm ヒノキ及びシロモジの落葉暦,紬

o
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第 13図

Profi16.BI)塾土産

L-F
H 根多｡

AI H 214cm 分解の進んだ腐植皆で,紬板の分

B2

布状態は極多｡

A1 6112cm CloveBrown, 腐植に富む, 堅

譜度隣る髪の盛土で,団粒構造が

よく発達 している｡根菜の分布状

態は極多である｡

Aっ 10cm Saccardo'sUmber,簡格に富む,

堅密度者の壌土 ,団粒構造は良好

に発達 し,根系の分布状態は多,

下唇に漸移する

B1 20cm AntiqueBrown, 頗る堅の砂壌

土であり,根系の分布状態は少｡

cI BB 20cm Buckthorn Brown,頗る聖の砂

CJ

壌土,根系_,:i;a

石英斑岩の棟が累積 し,砂壁土が

その間隙を充填 している｡

全体に腐植の蔭透及び劉 故障進の形成が良好であり根系の発達 もよいO

植 生

喬木 ヒノキ (a)〔平均直径 40cm,平均樹高 26m〕,サワラ (o)[平均直径 38cm,

平均樹高 27m〕, ミズ メ (r )

藤木 シロモジ (a), ガマ ズ ミ (r), カ エ デ (r)

草本地表 ササ (a)

ヒノキ,サワラ共に形質良好で やや疎開 している｡



小川経営区の土壌 (林 ･下出)

断面 7. BD型土壌

190林班,中腹の凹斜軌 ヒノキ人工林

L 0-2cm 広葉樹落葉の堆棟｡

F 21-3cm 広葉樹落葉の腐朽分解物o

A 6-12cm CloveBrown,腐棺に富む,壁

襟度棄碁の 壌土, 団粒 構造が発

達,湿o棋系の分布状態は多o

Bl 1820cm Bucktbom Brown,腐植に乏

しい,壁,壌土,根系の分布状

態は中である｡

BB IO5cm Honey Yellow, 腐植 に乏 し

い,願る堅,壌土,紬根は深 さ

80cm 迄稀に分布 している｡

B3 40cm以上 HoneyYellow,頗る堅の砂

壌土｡

分析の結果土性は全体に壌土であるが,観察に於

ては頗る粘質な感を受ける｡

轄 生

主林木 ヒノキ 〔平均直径 10cm,平均樹高 9

Eiil亘

副林木 ホホノキ (0)

潅木 シロモジ (r),マ]L,,:ノキ (r),ソヨ

ゴ (r)

草本地表 イヌツゲ (o), カヤ (o), カ ンス ゲ

(r),シシガシラ (r)
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Profile7･ BI)型土壌
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断面 BI BD型土壌

266林班,中腹の平 らな斜面,ヒノキ人工林｡

F 2cm シロモジの落葉がやや分解 した もの,細根多｡

AL 3cm BoneBrown,腐植に富む,堅密度髭の細砂薮j:D団粒構造が発達し,梶

系の分布状態は多o

A2 10cm Buffy Brown, 腐植に富む,髪,細砂壊七 枚系の分布状態は中で,下

骨に漸移する｡

B⊥ 35cm IsabeliaColor,固相に乏 しい,腐る堅,細砂壌土,根系は上部に乱 下
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林野土療調査報告 第 3号

部に稀に分布する｡ 約 20cm 石

磯 10% を含む｡

BB IOcm HoneyYellow,腐植に乏 しいo

堅密度頗る堅の細砂壌土である｡

c l 石英斑岩のやや風化 した ものが堆

積する｡

植 生

主林木 ヒノキ 〔平均直径 12cm,平均樹高 10

m〕

龍木 シロモジ (o),ホホノキ (r),ヤマハン

ノキ (r)

草本地表 ササ (a)

profile8･ BT'型土壌 林班全体 としては成長不良であ り,特に尾根筋は細

幹で不整な成長 を示すが,小 さな尉足と尾根 との中間部即ち等高線が凹曲線を措 く箇所では大

体 中庭の成長 を示 している｡

調査はこの局部的ではあるが,比較的良好な成育地で行った ものである｡

断面 9･ BD型土壌

324林鞭,[桐夏の平 らな斜面 ,ヒノキ人工林｡

F-H 213cm シロモジ及び ヒノキの落･葉がやや

分解 した もの,細根多｡ 20

A IOcm Saccardo,stJmber,腐植 を含む,
30

堅密度影Jj細砂壌土o団粒構造が

発達 し,根系の分布状態は多｡

B1 25-35cm TawIⅣ 01ive, 腐植に乏 しい, 0
0

4
5

堅一軟 ,細砂壌土,銅板少.

BB 65cm以上 IsabellaColor, 壁 ,壌土,細 60

横臥 5-20cm の磯 40% を合 70

む｡

植 生

主林木 ヒノキ〔平均直径 14cm,平均樹高 12m〕 90

億木 シロモジ (f)

草本地表 ササ (r)

全般に成育は良好で 林相は整っている｡

第 16図

Profile9. B工)型土壌



小川経営区の土壌 (林 ･下出)

断面10.BE型土壌

119林班,沢沿いの緩い平 らな斜面,サワラ天然生林O

F 2-4cm

H 2cm )多乱 細帆

A 4cm Clove, 腐植に頗る富む,多湿,

埴壌土,銅板Fij｡

B1 46--50cm RowUmber,腐植に富む,哩-多 20

湿,細砂壌土,水分が多いため軟

味があるが,全体に樹密に堆積 し

ている｡根系は上端に中,下部に

稀に分布する｡

B2 30cm DresdenBrown,湿-多湿,細砂

壌土,細根が上部に稀に認められ

る｡

C 板状の轍樫石玄武岩が累積するo

全休に水分が 多く,分析による土性は壌土乃至細砂

埴土であるが,観察に於ては頗る粘質の感を受ける｡

植 生

喬木 サワラ (va) 〔平均直径 38cm,平均樹

高 28m〕, ヒ ノキ (vr) 〔平均直径 30

cm,平均樹高 26m〕, ミズナラ (vr)

種木 コシアブラ (o),ガマズ ミ (r),ハ リギ
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第 17図

Profile10.BJ王型土凛

1)(r),ヤマダルマ (r), カ エデ (r),l)ヨウブ (vr),ヤマツツジ (Ⅷ)

草本地表 ササ (vr)

サワラの中大径木を主体 とする一斉林型であるO

断面 11. PfII型土壌

22林 班は,尾根筋の平 らな斜面,アスナロ天然生林D

L 2--3cm アスナロC71新鮮な落葉管o

F 2-3cm アスナロ落葉の腐朽 した もの｡納税極多｡

H 8-12cm 殆んど完全に衛朽 した厚い粗腐植の堆積｡銅板極多｡

A3 6-12cm LightDrab,溶振 乱 細根株D

Bl 10--16cm Prout'sBrown,衝棺に富む砂二L 監 集積軌 上菅との境界附近に黒褐

色の部分が斑状に現われる｡細板稀｡
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B3 40cm DresdenBrown, 頼る堅,砂上

黒褐色の軌 良を認めるo

B3 30cm以上 BuckthornBrown, 頗る堅の

秒土,黒褐色の斑点がある｡

植 生

喬木 アスナロ (a)〔平均直径 26C叫 平均樹

高 22m〕,コウヤマキ (0),ヒノキ (r),

ブナ (r)

雅樹 ブスナロ (0),コウヤマキ (r)

潅木 シロモジ(r), ヤマツツジ (r), ハ リギ

リ (r),ガマズミ (r)

草本地表 ササ (Ⅷ ), シシガシラ (r), イヌツゲ(r)

断面 12･PDI 型土壌

130林坪E

は,沢沿い O

の緩い午斜

Profile11･PDI塾土壌 軌 アスナ

ロ,ヒノキ天然生林｡

L 2cm 新鮮なアスナロの落葉暦｡

F 4-5cm 相当分解 しているが原型を止める

ァスナロ落葉臥 細根多｡ 40
H 2-4cm 完全に腐朽 した腐植骨で 水分 多 50

く,細根多｡

A2 4-8cm LightDrab, 壁,細砂壌土,梶
60

系の分布状態は 少であるo i脊振 70
層-0

BL 30cm Towny-olive,約 20cm の燦 30

第 19図

Profile12.P工)工型土壌

L

F
H

<a.

% を含む堅密度頗る聖の細砂痕土,集積督｡根来の分布状態は少で Bコ骨

に漸移するO部分的に黒褐色の個所があり,これに純株が侵入している｡

B3 20cTn Yellow Ocher, 10--30cm の石疎を含む,頗る堅,細砂壌土O



′J＼川経営区の土湊 (林 ･下出)
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C1 石英斑岩の石碑果積 し,多少の風化土壌が その間隙を充填 しているO

植 生

喬木 アスナロ (a)〔平均直径 26cm,鞘 個 高 24m〕,ヒノキ (f)〔平均直径 46cm,

平均樹高 26m〕,ヒメコマツ (o),コメツガ (r), ミズナラ (r)

雅樹 アスナロ (E-),地表一面を被覆するO

港木 ヤマツツジ (f),コシアブラ (r)

草本地表 1-ウゲシバ (a),バイカオウレン (f),

カグマ (r)

アスナロの小径木最 も多 く中径木これに次ぎ大径木

は少ない｡

断面 13. PDlⅡ型土壌

236林班,中腹の平 らな斜面,ヒノキ天然生林｡

F 2-3cm 広葉樹及び ヒノキ,アスナロの落

葉骨D

H 7-9cm 完全に腐朽 した粗腐植管が唇 く堆

積,根系の分布状態は極多,網状

に分布 している｡

タロゾヨゴ (r),イヌツゲ (r),シノブ
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A 8cm Sepia, 腐植に富む｡堅密度軟の 60

埴壌土,多湿,棋多｡溶脱は明か

でない｡

Bl 12cm SayalBrown,多湿,細砂壌土, 80

堅密度は彩乃童歌,一部に微弱な

こ矢白色の部分が あり B一骨に漸移
90

明するDらかに集積 した暦と思わ 100

れるD

B8 15-22cm DresdenBrown, 多湿,細砂敏

土,根少｡

B3 105-110cm BuckthornBrown, 堅密度願 130

る堅の細砂壌土,深 さ 70cm 附

近 まで根系が稀に侵入 している｡

B1 80cm以上 Claycolor,堅密度頗る堅の壁

土である｡

全体に水分多 く粘着性が大である｡

140

第 20図

Profile13. PDⅡ型土壌



- 24一 林野土質調査報告 第 3号

植 生

喬木 ヒノキ (va)〔二平均直径 40cm,平均樹高 28m〕, アスナ.1 (r)〔平均直径 34

cm,平均樹高 25m〕, ミズナラ (r)

雅樹 アスナロ (f)

潅木 マルバノキ (a),シーt,モジ (i),ホホノキ (o)

草本地表 シノブカグマ (0),ツルツゲ (r),イヌツゲ (r),バイカオウレン (vr)

形質良好なヒノキの中大径木を主とし,アスナロ, ミズナラを稀に混 じている｡

断面 14. G型土壌

190林班,台地状の緩い辛斜面,ヒノキ人工林｡

L 1cm カヤの枯死 した ものが散在する｡

F L2cm カヤの葉茎のやや分解 した もの｡

Al 18-22cm Buffy Brown, 腐植を含む砂壌

土乃至壌土,根菜の分布状態は中

で,堅密度は軟 より堅へ深度の増

加に伴い漸移する｡

Aa 4-6cm HairBrown,腐植に乏 しい堅密

度頗る堅の壌土,下管との噴糾ま

判然としている｡

Bl-G 18cm PearlGray, 腐植を含 ます堅密

度頗る堅の壌土,上端部 より中央

に亘 り帯状に赤褐色の斑鉄骨があ

り,B2-G 暦-との境界 1-2cm は

黒色を帯びる｡

BrG 10-12cm DawnGray, 堅密度頗る堅の砂

土,C 暦との境界は明瞭である｡
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Cl 斑状黒雲母花嵐岩の風化物で赤褐色を呈 し,下部 より湧水 し,深さ 65cm

附近に停滞するO

植 生

主林木 ヒノキ 〔平均直径 ,6cm,平均樹高 6m〕

従喬木乃至潅木 アカマツ (o), シラカンパ (o), ウダイカンべ (o), ホホノキ (o),ソ

ヨゴ (o),ニワ トコ(r),ヤナギ (r),クロソヨゴ (vr)

草本地表 カヤ (a),ワラビ (o),イヌツゲ (r),シシガシラ (r)

植栽木は相当減少 し,アカマツ,カンパ等が侵入 し,カヤが叢生 しているd



小川怪営区の土壌 (林 ･下出)

断面 15. G型土壌

175林堆い,傾斜面の下部に揺する緩い平 らな斜面,ヒノキ ･サワラ人工帆

LF 0-1cm カヤその他草本の枯死 した も

の｡

A 20cm CloveBrown, 腐植に富む

埴坂上,多湿｡

20

B1 6-12cm BuffyBrown,腐植を含む,

軟,砂壌土 ′多湿,根系稀 ｡ 30

B2--G菅との境界は蝕 40

BrG 15cm PearlGray,砂塵土,軌 湊

出水あり,下唇に判接｡

B3-G IOcm以上 Pearl Gray の混 じた

Cinnamon-Buff′軟 ,砂土,

深 さ 50cm 附近に 地 下水面

があり流動 している｡

- 25-
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相 生

主林木 ヒノキ 〔平均直 径 4cm,平均樹高 4m〕, サワラ 〔平均直径 4cm,平均樹高

4m〕

従喬木乃至潅木 ウダイカンパ (f), ミズナラ (r),ホホノキ (r),ヤナギ (r),二ワ トコ

(r),アカマツ (vr)

草本地表 カヤ (a), -ンゴンゾウ (o), ワラビ (0)

(読) 根系の分布状態は植生の出現頻度に準 じて記載 したO佃直径により径 1mm以下の銅

板 とその他に区分 した｡

C 土 壌 の 分 析 成~績

各断面に於て採取 した土壌の理化学的及び化学的実験結果は第 7表の通 りである｡

土壌の理化学的性質は,調査地点による差異が甚だ しく,少数の資料を以て土壌型 との関係

を類推することは危険であるが,第 7表の数値に塞 き,各土壌型 と土壌の理化学的性質との問

に見 られる大体の傾向を摘記すれば≠この様である｡

(1) 理 学 性

虞比重及び容積重は,全般に表暦に於て少 く,深度が増すに従い大 となる傾向が 見られる

が,BI-'型土壌,Pl)I型土壁,PI)Ⅲ型土壌では深度に伴 う変化が少く,表骨よりも下菅に

於て大なるもの も見 られる｡
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最大容水量及び採取暗合有水分量は表暦に於て大で,深度が塘すに従い,小となるものが多

いが,PDI型土壌では,深度に伴 う変化が少く,G塑土壌に於ては,深度との関係は不規則

であり,BE塑土壌に於ては,深 さ 30cm でやや少く･深 さ 70cm で再び犬 となっているO

又 BA型土*,BB型土塊及び PIH 型土壌に放ては少く,BD型土壌,B月型土軋 PI'皿型

土壌及び草原性土壌に於ては大なる傾向が認められる｡

孔隙量及び最少客気量は,全般に表替に於て大で,深度の増加 こ伴い小となる傾向がある

が,BDJ型士風 BE型士風 PDI型土壌等では,表暦と下層-との差が少 く,断面 11に於

ては,表骨よりも下層-に於て大であり,断面 14の G型土壌では,深さ 10-30cm に於て′卜

であ り,深 さ 60cm で再び大 となっている｡

(2) 横紙的組成

機械的組成は,母岩の性質により確然 と粘徴づけられているO即ち花嵐岩及び花尚岩瀬の風

化土壌では,粗砂が最 も多く,細砂,綾砂,粘土の順に漸減する傾向が見られ,石英醸岩の風

化土壌では,後砂が最 も多く,細砂,粘土が これに次ぎ,粗砂は極めて少い｡又棟概石玄武岩

及び古生臥 中生暦等の風化土軽では表層に於ては粘土が著 しく多 く,7骨では細砂が最 も多

く,粗砂は極めて少い｡

(3) pH及び置換酸度

pH価は草原性土痕及び断面 4の B｡型土壌を険しJlてはすべて 5.5以下を示 し,表替に於

て小で,深度が増すに従い大となっているが,断面 9′では,この関係が逆になっているo

PDI型土壌及び P工,IU型土壌は,表替の酸度が極めて強 く,いづれ も 4.5以下を示 し,H

菅では 4.0以下を示 しているD又 BJ∃型土壌 も表替の酸度は比較的強いO

置換酸度は BD',B】)型の一部を険し･,てすべて9以上(表替)を示 し,表層-に於て大で,深度

が増すに従い減少する傾向が見 られるが,断面 7,9′,11′に於ては逆になっている｡P工)Ⅰ型,

PI)Ⅲ型,BE型土壌等では,砂質の土壌以外は置換酸度が極めて大である｡

(4) 米 案

炭素量は土壌中の有機物含有量に比例 し,その量によって土壌の沃度が,戎程度推定される｡

BD′型土壁,BD型土壌,BLl型土褒等に於七は比較的異素量が多 く,PDI型土壌に於ては

少い｡杢｢股に深度が増すに従い,漸減する傾向が見られるが, PDI型土壌では,表替と下唇

との差は少 く,断面 9′では表暦よりも下暦一に於て犬である｡

D 土 壌 の 分 翼

1. 土壌の成因及び性質の大要

本崖営区は 高倉 峠以東,荻原西山方面_及び北股下流を除いては,比較的経傾斜の地形を示

し,崩壊地は殆んど認められす,経営区面積JJl大年は,欝蒼たる天然生林が繁茂 し,潅木,笹
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等が地表全面を被覆 し,伐採跡地の更新 も大体遅滞なく行われているDこの様な地形的′植生

的因子が相伐って,当経営区の地盤を安定な状態に置いているo従って生成される土壌 も,多

くは定積土であって,表土の流亡は極めて徐 々に行われるのみであり,風化分解 は地表面から

漸変的に進行 し,比較的深部迄石磯を混えす,一様に風化 しているが,全般に土壌の深さは中

庸である｡

又母岩の種美和こより生成される土壌の土性に差異を生 じ,攻の様な傾向が見 られるo

閃雲花尚岩は全般にやや砂質で,尾根筋の土壌は浅いO

艶伏黒雲母花嵐岩は全般に閑雲花尚岩よりも更に石英砂を多く含む粘土に乏 しい土壌を生成

する｡

石英斑岩は,全般に砂分少く,定積土は石棟を含むことが稀で,綬傾斜地には屡 粘々重な埴

壌土を生成する｡

梗概石玄武岩は,やや粘土分の多い,大体石英班岩の風化土境に近い土壌を生成するO

古生管は,板状に別離 した粘板岩等の角糠に富む土壌を形成するD

2. 各 土 盛 型 の 特 徴

本調査の土壌塑分莫尉ま,林業試験場編 ｢土壌型の説明｣によった ものである｡

本経営区に於ける各土壊型の特徴は二大の様である｡

(1) BA型土壌

BA型土壌は,大面積皆伐地文は尖鋭な稜線等に放ける過度の日射,風衝等の影響下に形成

されるもので,F暦の発達は良好で,各暦位の推移状態は比較的明瞭であるoA昏及び B盾

の上部には僅々菌糸網暦が認められる｡A 犀は淡色で軽髭であるが,下骨は堅密である｡ (節

8図断面 1参照)

(2) BB型土壌

BA望土壌と成因をほぼ同じくするものであるが,BA塑土壌ほど乾燥 していない｡F骨が

厚 く,その下に黒とび色の H暦が形威され.A皆･及び B暦には堅果状構造が認められる｡

A皆は淡色で軽髭である｡各暦の推移状態は判然としている｡ (第 10図断面 2 参照)

(3) B工)型土壌

Bl)塾土壌は顕著な乾燥 もしくは,湿潤の影響をうけたい退和な環境下に形威 される土壁

で,F暦及び H暦のま結別な発達は認められす,A骨は有機物に富み,団粒構造の発達が良

好であり,B 暦に漸移するD月種別容振作月｣は行われていない｡ (第8図断面 6-9象埴)

(4J Bll:型土壌

BE型土壌は沢筋, 中二坦な台地状地形等の比較的湿度の高い環境下に形成され,F替,H 暦-

の堆積は顕著でなく,商権にとんだ A暦を形成するDB暦は無構造で,やや青味ある暗褐色

を呈する｡一般に各暦位の推移状態は漸変的である｡ (第8図断面 10参照)
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(5) BF型土塊

年を通 じて澗湿な土壌であるが,地下水位はそれ程高 くないoF暦偲欠除 し,A 暦の発達

が良好であるO普通 A r-は腐植に富み,B 暦偲無構造で,一般に可成 りの腐植を混入してい

るoBE型にくらべて A 暦及び B層-の還元色 (衣青色)の色調は更に強 く現われている｡

(6) PI)Ⅰ,Pl)∬塑土壁

ア スナ ロ,コウヤマキ,ヒノキ林等の尾根筋に於ては,地表に厚い腐植暦が堆積 し,生成さ

れた酸性腐植により,表土中の腐植 ･鉄 ･磐土 ･腰質粘土等が溶脱 され下唇に蕗透集積 し,所

謂溶脱作用が行われ,夜白色の溶脱暦と赤味のある暗褐色の集積暦が形成 されるO溶晩暦の管

状の ものを Pl)ユとし,歩E状の ものを PJ)Ⅱ とするoその形態はほ 弓ゞ票式的な様相を里してい

る｡ (第 8図断面 11-12参照)

(7) Pl)Ⅲ型土壌一 舶ポ ドソール化土壌

B13型叉は Bl)型土壌が易頭皮の溶脱作用をうけた ものであり,断面形態は両者いづれかに葉頁

似するが,Ao骨が厚 く,H督,A暦が F暦-よりも発達 している点,及び A啓が繊弱な夜色

を帯び,B暦の色調が濃褐色を呈する点が三宝うO (第 8図断面 13参照)

(8) Bl)'型土壌- やや乾性の BD型土壌

Btl型土壌 と Bl)型土薮の中間に位すると思われる土壌であり,断面形態は僅かに Bl)型に

近しへ｡即ちA層-は相当の有機物を含み,B層一上部にも多少の衛砧が含 まれているDA層一には

団粒構造発達 し,堅異状構造は殆んど認められない等,B工)型土壌の特徴を示すのであるが,

AO暦の発達がやや良好で 各骨の推移 も可成判然としている点,乾燥型の特徴が認められるの

であるo租系の発達は比較的良好で菌糸の分布は少いbこの土子喪は可なり広い面積に分布 して

居 り,林木の生育 も Bp"BDの中開に位するので苑葉上は別途に取扱 うのが妥当と思われる

ので,BD′型 として区分 したo (第8図断面 3-5参照)

(9) 草原性土壌

Bfi型,Bl)′型,BI)型土壌に属する土塊の うち,黒色の A盾-が厚 く形威される土壌で,草

原性黒色土に類似 した断面形態を示す ものである｡多量の屠桔質を含み,砂分少く,堅密に堆

積 し,一見粘質の感を与えるo (第 8図断面 5参照)

過去に於て草原であった箇所,又は笹の密生する平坦地に現われ,明らかに草原の影響を受

けた ものと推定されるが,黒色土としての特徴はそれ程顕著ではないので,一応褐色森林土 と

の中間型 として取扱い,Ao暦の堆積及び構造によりBB･BI)′･BD型土壌の並型 とした｡

(10) G 型土壌

地下水位の高い平坦地,沢沿地等で,地下水の影響をうけて青衣色のグライ管の発達 した土

壌であるo全般に無構造湿潤で,A 啓一は黒褐色乃至衣褐色を呈 し,B骨は緑色がかった衣青

色を呈するものが多い｡ (第8図断面 14-15参照)



小川経営区の土壌 (林 ･下出) - 33-

E 各種土壌の分布状態

1) 才児赤沢,小中尾沢流域

この地域の土壌の分布は,地形の変化及び斜面上の位置 と密接な関係があるO

即ち瀬戸川に接する経営区界 (1-10!.い林班)及び経営区内部 (1325,27-34林班)の嶺

線は BB型及び PDI型,PDⅡ乳 P])m型土壌が分布 し,沢筋及びこれに接する山腹の下部

には,BE型土勤 ミ現われ, 中腹部には BD乳 BD'型の土壌が分布 している0 両積的には

Bt,壁,.BI'′型が最 も多く,PDI型,P')皿型,PIⅦ 型土壌がこれに次いで多い｡

特殊な土壌として,葦原性土壌が点在 し,G型土壌 も一部に見 られる｡

2) 北 股 下 流

この地域は Bl)型,BT)′型土壌が最 も多く,各林班の山頂附近 より中腹に亘 りBI)′型土壌

が分布 し,中腹より沢筋に至る間には B工'塑土壌が分布 している｡a10林班中腰以下 と39林

班の大部は共に崩稼土であるが,前者の古生昏崩積土の土管は戴 く,10-20cm で岩石の累積

が見られるが,後者は閑雲花嵐岩の石磯 を混 じ,深部迄膨軟な腐植に富む砂質土境である｡

3) 北 股 上 流

この地域は経営区中最 も海技高が天で気候冷涼である上,ヒノキを主とする天然生林が多い

ため,PDⅢ型土壌が大牢 を占め,曲垂沢両岸 ･西沢 ･白川奥 ･黒沢奥等には P])1型 ･PT)Tl型

土壌が分布 している｡

Bl3型土壌,BI)′型土壌は尾根筋に多く分布する｡Br'型土壌は中腹に多 く,沢筋には BE型

土壌が分布する｡埴質の土壌が曲垂沢奥 より黒沢奥に至る問の経営区界一帯に亘 り,相当犬面

積･に分布 しているのが認められる｡

4) 南 股 下 流

この地域には,甫股沢沿岸に広 く BB型土壌が分布 し,PZ)皿塑土壌が左岸上部及び奥部の

大半 を占めているo BA型土軽は商股に面する河岸或は山頂部に現われ,Bp,型土壌は左岸に

於ては姫宮沢 より下柿沢に至る問にあって,妙俵棚に壕する傾斜面の 犬隼 を占め, その間に

BA塾,BD型,Bl<.壁,Pt)Ⅷ型等の土壌 も散見 される｡ 右岸に於ては静香沢,上赤沢に至る

問の山頂部及び甫股河岸に分布 し,上赤沢に面する傾斜面上部及び尾根筋に分布 している｡

この外 BD′型,BE塾,PI)Ⅰ型,PT)皿型,G型等が見 られる0

5) 商 股 上 流

この地域は総てヒノキを主とする天然生林であ り,各種土壌の分布状態 も又単純で,殆んど

全域に亘 りP工)皿型土壌が分布 してをり,-部に PZ)II型 も見 られるQ沢沿いには全般に BE型

土壌が分布 し,一部に G型土壌が点在 しているoBD型,B])′型,BB型土壌は局部的に見

られっるに過ぎないO埴質の土壌が東南部の経営区界に揺する地域一帯にやや大面積に分布 して
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レ､る｡

6) 高倉峠以東

この地域は Pl)In型土壌が広 く分布する 310林班以西とBD'型,Bl)壁,BJE型等の分布す

る衣沢流域 とに二分 される｡

310林班以西は PDm型土壌が大部分を占め,一部に P工)1型,P】)Ⅱ型が認められる｡沢筋

には B二E型土壌が帯状に現われ,Bl)′型,BD型等が認められる｡ 次沢流域は沢を中心 とし

て,BJE型土壌が広 く分布 し,その上部に PDm型,Bl)′型,B工)型等が続いている｡ この地

域 は中腹 より沢筋にかけて,磯質の崩積土が多い｡

7) 荻 原 西 山

木曾川本流に臨む区域で,この経営区中最 も地形が急峻である｡尾根筋には P工)Ⅱ型土壌 ,

択沼いに BJ∃型土壌が分布 し,山腹には BI)型土壌が多い｡ 局部的に BA型 ･Bl)/型土壌が

主 として尾根筋に認められる｡全体 として崩錬士が多い｡

F 附 帯 調 査

各断面に於ける附帯調査の成績は (2)項に記載 した通 りであるが,このほか各断面調査個

所に於ける横幹析解の結果は省略するO

Ⅱ 考 察

A 各土壌型 と植生,主要林木の成長及び更新との関係

1. 各土壌型 と植生 との関係

1) 天然生林 と土壌型

各林相別の土壌型の分布傾向を調査個所数により示せば第 8表の通 りである｡ これに塞いて

天然生林 と土壌型 との関係を考察すると攻の通 りである.

･a) ヒノキ林 と土壌型

第 8表によれば,ヒノキを室i:する林分に放て,最 も多いのは P工'Ⅰ型,PI)Ⅱ型,P工)m型の

ポ ドゾル化土壌で,これは全体の 75% を占めている｡ ヒノキ純林は 79% がポ ドゾル化土壌

であ り,他の土壌型は BI3型 より BJ∃型に至るまでほぼ均等に分布 し, 一部の河畔平坦地に

G型土壌が見 られた｡ ヒノキーサワラ林には ポ ドゾル化土壌は比較的少 く,B工)′型,BD型,

BE型,PI)Ⅲ型土壌等が分布 しているO

共他 ヒノキを主とし,アスナロ,コウヤマキ,ツガ,コメツガ,ネズコ等 を混交する林分は

殆んどポ ドゾル化土壌で,粗 こヒノキ-アスナロ林, ヒ ノキ-コウヤマキ林は厚い粗腐植暦を堆



小川経営区の土壌 (林 ･下出)

第8表 天然生林 々相別土塊型一覧表
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接 し,強度のポ ドゾル化土壌 を形成する傾向がある｡ これ等の林分の うち掃除現象の見 られな

い ものは BA型,Bf;型等の乾性土壌である｡

b) その他針葉樹林 と土壌型

サワラ林では BE塑土痕が最 も多 く, BD型 ,BDL型,BB型等が これに次 ぎ,ポ ドゾル化

土壌は北股奥の高寒地に稀 に認められるのみである｡全般にサワラは沢筋に多 く,黒沢奥平坦

地の BE塑土壌に優良林分が認め られるO又全般に土壌の少い題石地に もよく成育 し,岩石の

問の僅かな土壌,或は蘇苔類に覆われた岩石表面に も雅横の発生が良好であるO上分渡沢附近

及び荻原西山一帯,衣沢流域等の石磯の多いところでは,中腹 より尾根筋附近 まで,サワラが

生育 しているのが認められるO

サワラーヒノキ林には BE型土壌がな く,B】〕型 ,BI)′型 ,B工)型等の｣二壕が多いO 7スナ

tz--ヒノキ林,ブスナロ林 ,カウヤマキ林,コメツガーヒノキ林は何れ もポ ドゾル化土壌 を形成

壌に生立 しているD
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C) 広葉樹林 と土壌型

露営区中広葉樹 を主体とする林分は,過去に於て殆んど伐採整理せ られ,現在では殆んど見

向を推定する事は不可能である｡

以上の天然生林 と土壌型 との関係を概観すると, ヒノキを主とする林分が,調査個所 73%

を占めるため,全般にヒノキ林 と同一の傾向を有する｡即ち Pl)1型, PlJIl型,PD丑【型等の

溶晩土壌が 59% を占め, その中, BI3型或は BL)型土壌がポ ドゾルに移行 しつつあると思

われる P工)Ⅲ型土塊が大部分で,北股及び南股流域に分布 している｡

その他 BB型,′B工)̀型,BI)壁,BJ王塑等はほ 等ゞ しい分布が見 られ,BA型はやや少 く,G

型は更に少く局部的な分布が見 られるのみである｡

2) 人工林と土壌型

造林成績別の土展型分布状態を調査欄所数により示せば第9表の通 りである｡

第 9表 人工林成績別土土豪型一覧表

土 嚢 塾
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即ち本庄営区の造林樹種は,大部分が ヒノキで,沢筋或は極度の不成績地改植に,部分的に

サワラ, カラマツ等が 混植 されている外, 10上 しへ林弧 では全面にカラマツが植栽 されてい

る｡

ヒノキ造林地及びヒノキ,サワラ造林地には大体同一の土壌の分布傾向が見 られ, BD及び
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BI'′型が多く,BJ'型土&,PDD型土壌がこれに次ぎ,BA塾,BE塾,G塑等は局部的に

見 られるのみであるQカラマツ其他の造林地は,BA乳 Bp,乱 BI,′型等乾性土壌が多い傾

向を有する｡

2. 各土壌型 と主要林木の成長及び更新 との関係

各断面調杢地点に於て実施 した樹幹析解の結果を中心とし,主要林木の成長状態を,各土壌

型毎に比較検討すると攻の通 りである｡

1) 土壌型と天然生林の成長

a) BD塑土壌とヒノ千の成長

調査地息は上分渡沢入口の中腹急斜地であって,ヒノ千を主としサワラを混交するや ｣疎開

した林分である.成長曲線によれば樹高成長,胸高直径成長は,樹令を増すに従い略 直々線的

に増大 し,260年を過ぎてもなお衰えを見せない.材積成長は 120年頃迄はや 1低調である

が,130年以降は大体上昇曲線を措いている｡ これを他の土壌型に生立するヒノ千の成長 と比

較すると,120年頃迄は極めて綬浬であり,調査木中で も最 も低い成長を示 しているが,130年

以降は漸対 束促し,特に樹高成長射 出に比 して旺盛であり,260年に至って,大体中以上の成

績を保っている｡

b) Bl;塑土壌とヒノキ及びサワラの成長

調査地は黒沢輿の千二坦台地状地形の択拾い地で,一帯にサワラの優良-斉林を威 し,ヒノキ

は稀に点在する｡サワラは量的にも質的にもヒノ千を圧倒 して旺盛な成長を遂げている｡

これは,サワラが ヒノ千にくらべて多量の水分を要求することを示すものである｡叉沢筋の

累石地,衣沢,荻原西山等の山腹の右横の多い土壌等にサワラが多いことから,石磯 と地水の

状態との間に,何等かの関連性があるように思われる. ヒノキの成長は 60年頃迄射 出の土壌

型に於けるものに比 して旺盛であるが,70年以降漸二大衰え,150年前後にやや侠擾するが,

その後の成長は接浬の一途を辿っている｡これはヒノキにくらべて湿地を好むサワラが,充分

な水分の供給を得て良好な成績を途げたため,漸次 ヒノキは劣勢木として下唇林冠に取 り残 さ

れた ものと思われる｡

C) PT)Ⅰ塑土壌とヒノ千,アスナロの成長

直線的な成長曲線を描いているが,130林班沢沿い平坦地のアスナp-ヒノキ林 (断面 12)に

於けるヒノキは極めて低調な成長を続け,断面 11のアスナロの成長 と大差ない成長である｡

ポ ドゾル化土壌はヒノキ,アスナロ等の影響下に生成されやすいのであるから,林木成長を左

右する因子としてよりも,むしろヒノ千,アスナロ等の生育の結果として考えるならば,林木

に及ぼす影響は,ポ ドゾル化土壌としての特徴以外の土壌の性質にあるのではないかと思われ
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第 23図 天然生林土壌型別林木成長比較薗繰

る｡断面 11と断面 12の土性を比較 して見ると,断面 11は按砂 ･粘土の含量は20%前後で,

30-50% の石磯を含み,全体に砂硬質の土壌であるが,断面 12は級砂 ･粘土の含量 60% に

達 し,水分が多いため粘質となり,平坦地形と桶保って,土壌中の墨気水分の停滞を招いてい

る｡ このような理学性の差異はJ同じ溶脱土壌に於ても,著 しい成長の差異を示す結果となっ

て表われているものと思われる｡

上記以外の土壌型を有する林分については,樹幹析解 を行わなかったので,成長経過を数字-

的に表示する事は出来ないが,第 8表 と,観察とを基礎 として大の様な事が考えられるo

d) P工)Ⅷ型土壌とヒノキの成長

天然生林に於て,最 も広い分布を示す PDⅢ型土壌は総て,BB型土重苦 しくLriiBI)型土鮭.

より溶脱土壌に移行 しつつあるもので,その成長経過は Bp,Jら至 B工)型土壌に生立するものと

大差はないと思われる｡
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地形,土性,基岩等の影響をうけて, 同じ P工)Ⅱ型土壌にあっても,区々の成長状態を示す

ものと考えられる｡ この土壌型には,現地の勧寮によると埴質土壌が多く,64,65林班北股

奥 より黒沢一帯に亘る経営区界附近 及び 中立沢, ドゥ川閲の奥部流域等に広 く分布 している

那,この地帯は何れ も綬傾斜地であるため,土壌水分は比較的多いが,土壌中の基気水分の停

滞を招き易いOそれで過去に於て伐採が行われなかった北股奥部の過譜林分では,130林班の

断面 12及び 119林班断面 10に於ける生長 と同様に,現在の成長量は漸減 しつつあるものと

思わわ /=D

e) G塑土壌とヒノ千の成長

グライ化土壌は,分布が局部的で, 25林班下部の山麓の平坦地及び中立沢, ドゥ川,丸山

派,冷沢等の下流-;P喝地に僅かに認められるのであるが,この地帯の ヒノキは構音の形状不整

で棺投の傾向があり,樹高成長が不良で土壌条件が悪いことが推定される｡

以上の様に天然生林の成長 と土壁型の関係を見ると, BE型土壌に於て,サワラの生育が良

好であり,G型土蝮に於てヒノキの成長不良である傾向が認められるほかは,一般に特に明瞭

な関係は認められないようである｡

こ頼 ま見樹上E/i:一斉林型の ものが多いが,単木的には樹令に相当cJ:)差異があり,従って成長

経過 も不揃LI,の多い天然生林の成長 を,一本の梗準木によって判定 しようとしたか らで,天然

林の調査方法を吟味 した上で再検討を要する問題である｡ (第 23図参照)

2) 土壌型 と人工林の成長

a) BJl型土壌及びBfl塑土壁とヒノキの成長

調査地は,BA型土壌は 272林班,山頂近い南面傾斜地で,BB型土壌は,25林班尾根筋

の南面傾斜地 (断面 2)及び 259林班山腹の北面傾斜地 (断面 2′)である｡ (第 24図参照)

成長曲鉄によれば,これ らの乾性土壌に植栽された林木の生育は何れ も不良である｡特に25

林班の植栽木は,直径成長が著 しく劣っているO樹高成長は 15年頃か ら低下 しはじめ,直径

成長は 20年頃から衰えるが,材積成長は低調ではあるが,ほ 直ゞ線的に増加 している0 272

林班の B,t型土垂は微砂及び粘土の多しハ細砂壌土であり,この種の土壌が多量の水分を得る時

L=･:,粘着性ある堅密な土壌となり,乾燥すれば固結 して堅密 とな り,植物根の侵入を妨げる(6)0

調査地は大面積皆伐により,強度の日射,風衝下に曝露せられて極度の乾燥に陥 り,さらに南

股渓流沿いの主風の影響を受けて,土壌が悪化 した ものと思われる｡現在の林分は主林木たる

ヒノキの成長は不良であるが,天然坐のアカてツが点 々と侵入 してヒノキの上唇に樹冠を鉱張

し,濯木が処 々に密生 して,いくらか欝閉 されるようにな り,徐々に激 しい乾燥から1;撒 され

つつあるが,当分の問低調な成長 を続けることは免れなL,lと思われる0

259林班の B]3型土壌は 272林班同様,上赤沢の不良造林地として知られる一団地の西南

部に位遺 し,南股に接する北面傾斜地であり,南股に滑って吹 く主風/n影響 をうけ,さらに土
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性が砂質であるため,水分の蒸発,有機物 ･肥料成分の不足を招き,現在見られるような不成

績地 とたっているD25林孤の BB型土壌 も,大体同様の土壌性を有 しているが,南面傾斜の

上部に位遷 してし′､ることが.更に土壌の乾燥度を高めているため,成長が一骨不良となってい

るものと思われるO

第9表に依れば,BA型には生育 ｢上｣に属するものがなく,BI3型土壌にすこし認められ

るが,大部分は ｢中｣以下の生育を示 し,全般に乾性土壌に於ては,良好な成績 を牧める寮は

困難であると思われる｡

b) BJJ型土壌とヒノキの成長

調査地は190林班山腹上部北西面傾斜地 (断面7),266林班中腹の南東両傾斜地 (断面8)

及び324林班中腹の南西面傾斜地 (断面9)の三個所である｡ (第24図参照)

成長曲線は何れ も,天体直税的な上昇を示 し良好である｡牛射こ324林坪E(断面9)に於ける

棟準木は樹高成長,材積成長が極めて旺盛である｡

324林班 (断面 9)は容水量及び有機物含量が比較的少なく,特に煙れた土壌性を有しない

が,海抜高低 く,成育期間が長いため,他の調査地に比 して良い成長 を示 しているも刀と思わ

れる(7)(8)

266林朔王の断面 8は小規模な尾根 と尾根の中間部に当る凹形の斜面である｡数 m を隔てた

尾根筋では,植栽木は樹高低 く組幹であって不整な成長 を示 している｡土壌は乾燥 してA層-が

轟 く,淡色の BB型uj断面形態であるが,調査地は比較的成育良好で,A 暦の厚い BD型土

壌が形威 されて居 り,局部地形と土壌形態及び人工林成育との関係が端的に表現 された一例で

ある｡

C) G型土壌とヒノキ,サワラの成長

調査地は 190林班の台地状平坦地に於ける断面 14,及び 175林班,河畔,lて現地の断面 15の

附近ヤ,何れ も植栽木は疎 らに点在するのみで,高さ2m 前後のカヤが一面に叢生して居 り,

シラカンパ,ウダイカンパ等が多く侵入し,アカマツも稀に見 られる代表的な不良造林地であ

る｡同様の林相が271林班河畔に見 られ,上赤沢河畔に も帯状の不成績地があるが,何れ もグ

ライ化を受けた育衆色の土壌暦斬両を形成 しているD

植栽木の大部分は枯死 し,残存木の生長は樹幹折解の結果から見て も極めて 不良で, ヒ′

千,サワラの成長量~は漸減の傾向を辿っているO

175林班に於ては僅か 3m の樹高成長をなしたDみや , 早 くも成長が衰弱 し,葉色は赤味

を呈 し,結実を開始した ものが認められた(9),

分析結果を見ると,容水量の少い砂質土二境で有棲物含量は少し･l｡植栽木J)根系が伸びてグラ

イ化暦に達すると,攻 々に吸琴柱が腐朽 し,植栽木は多くは枯死 し,やや地下水の低い個所に

植 えられ/た ものが残るのみで,残存 しているもの 1枚系はグライ化骨を避け,支持板は表土中
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を横に伸び,吸牧根は根株直下に集団状に笈

生 して崎型化 している｡湿地を好むサワラも

ヒノキと同様の成績を示 している｡

適応性が極めて大であるアカマツも,局部

的に排水の良い地点に侵入 して居るのみであ

る｡第 9麦によれば,匹卜個の調査個所は悉 く

生育 ｢下｣に罵 している｡

以上からG型土壌は大部分の有用樹種にと

って不適当な土壌条件 を有する.ものと思われ

る｡

d) BT)′型土壌とヒノキの成長

Bl)′型土壌は,B】∋型土壌と B】)型土壌の

ノ

ノ
ノ

ノ

′

㌢二二一′ -- 2

^ 5 /C ノ5 2u lf JJ L'J tO d

(C) 材 横 槍 成 長

第 24図 人工林土壌塾別林木成長比較曲線
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中間的土壌であるが,理化学性 もほぼ両者の中間を示 し,林木成長 も BB型土壌に放けるより

や 1良好で, BD 型土壌 よりも若干劣る傾向が見られる｡

この土壌型に属する土壌断面は 10.1:い林班の 草原性の特徴あるものと,39林班の崩積土

とであるが,草原性土塊については後述する事とし,菟づ 39林柁中腹の断面4について考察

して見る｡調査地は,河岸の谷壁に形成された崩積土の東面急料地で,植栽 されたヒノキ林分

は生育が良好である｡この林班は全般に地形急峻で,大小の岩石が地表に露mL/,沢筋は果石

地であるが,山腹は土壌深 く,断面全体曙黒色を呈 し,深部 まで膨軟であり,土壁室気の適量

を保持 し根系の発達を容易にし,林木成長を旺盛ならしめているものと思われる｡

e) 草原性土壌とカラマツ及びヒノキの成長

調査地は 101 い林班山麓で,BB型土壌と BI'型土壌の接触部に当り,林研全体に A暦

厚 く草原性黒色土に近い断面形態を示すカラマツ林であるO

分析結果は,酸度弱 く,容水量が大で,多量の有機物を含み,土性は表土が埴壌土,値は盤

土で客気量は少ない｡下暦は比較的堅密であるDカラマツJj成長は順調で.中以上の成績 を示

しているD同--の土壌型は才児赤沢に両する 17林班河畔に見らjtたが,植栽 されたヒノキは

枯死 ･消失 した ものが多く ､濯木 ･アカマツ等が偉人してい73,0

この]二境は有機物の含量は大であるが,容気量li,く,やや堅密の嫌いがあり,手人不足と相

保って不成績造林地となった ものと思われる｡

f) PDⅢ型土壌とヒノキの成長

PT)皿型土壌の ヒノキ人工林は大部分が不良な成績を示 している｡

ポ ドゾル化土壌は標高 1,200-1,300m 以上の地に広 く現われているが, このような高地に

於ては生育期間が短 く (7)(3),従って人工林の成績 も低下 して来ることは当然であって,適応力

の比較的大であるヒノキも充分な成長を威 し難いものと推定 される(ll)(･2).

粕 こ埴質土壌の分布する北股奥部の造林地 91,92,111,112各林班は標高の高い 76林堆

と共に不良造林地となってお り,カンパその他の広葉樹の住人,笹のlJj三盛な繁茂等の悪条件に

より,生育が抑圧 されている｡

以上のように人工林の成長 と,土壌型との関係は,天然生林の場合とは異な り.極めて密接

であるO又林木が助命であればある程,土壌条件その他の環境田子に対 して敏感であるから,

植栽 された土壌の現化学性の良否が林木生育に直接大きく影響 して来るものと思われる｡

全般に Bl)型jTJ至 Bl)′型土壌は理化学性が良好で植物養分,水分に富み,林木生育に適度

の土壌条件を具備 して居 り,植栽木の成長は良好である｡

BA型乃至 BB型の乾性土壌は落葉の分解が速に進行 しないため暫梅の湊透が不良で,水分

の保持力乏 しく,土佐砂貫の時は土中水分の蒸発,植物毒料の流失を招き,微砂,粘土等の多

い時は土粒が堅蜜に結合 して根系の発達を妨げるため林木成長は不良である(6)｡
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pT)TK型土壌は強酸性であり,養分に不足 している上気象条件の不良な高地に多いため,林木

成育は低調である｡

地下水の作用をうけた G型土壌は最 も土壌条件が劣悪で,植栽地は例外なく無立木地に近

い状態を示 している｡

革控利生土盛では,カラマツが良好な成績 を示 している0

3) 各土壌型と天然更新 とJ)関係

土壌型 と天然生林の稚樹発生との問には,特に密接な関係が認められす,天然更新の難易は

前述の通 1)主として笹の有無疎密 により左右されているようであるo

即ちヒノキ林について観察 して見れば,笹の密生する北股流域には殆んど稚横の発生が認め

られないが,笹の分布僅少な南股流域の大部,荻原西山には若干の発生が見られる｡但 し南股

流域に於ては耐陰性の大であるアスナロに圧倒 されて,ヒノキ雅樹はや 1大きい孔状の林冠疎

_開個所に於て見られるに過ぎず,更新状況は低調である｡サワラの雅樹は沢筋の巣石地に多く

発生するが,林冠を疎開 し,適度の陽光を与えない時は,大部分は枯死 し.或は盆栽状の生育

をなすのみであるo 沢筋は水湿高 く,岩石表面仕種吉葉削7:覆われ,サワラの発生には好適であ

るが,欝閑が過密で,その後の生育を妨げているものと推測される｡アスナロ椎樹は,窪営区

を通 じて最 も更新の旺盛な機種で,特に一南股流域には多く発生 し,強度の欝閉林下にも生育 し

ている｡コウヤマキはアスナロと同様に雅樹の発生は良好であるが.主分布地域Jl尾根筋は土

壌が渡い上過密な林冠を形成 しているため,陽光が不足で.発生 した椎樹が樹高 10m 前後に

生育 したのみで枯死 しているものが多い｡

B 将来の施業法並に侵蝕防止に対する意見

1. 将 来 の 施 業 法

本経営区に於ては現在二柾の異る作業級が設けられているo即ち南股上流及び荻原西山に於

ける特殊択伐作業級とその他D地域に於ける小面積㌧皆伐作業観であるo 特殊択伐作業綾は旧時

の神宮備林であって,明治以来専 ら択伐作業が採用 されて来た ものであるo 小面積皆伐作業級

は旧時は各林班単位の天面積皆伐が行わjLたが,昭和 18年度より小面積皆伐が採用され現在

に至っている｡本荘営区に於ける人工造林地は総てこの作業軟に属するものであるo前記の土

壌調査成績から得られる碓葉上の意見を各作業級別に述べれば二女の通 りである0

1) 小面積皆伐作業林

a) 作 菜 種

現在の不成績造林地の多くが,カ 面積皆伐によって林地が荒廃 したことによるものと思われ

るから,理想としては地力維持の観点から択伐作業 を採用 した方がよいが.全般に一斉林型の
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林分が多く,これを択伐林に誘導する事は無理が多 く,特に笹の密生する北限流域に於ては天

然下種 を期待する事は殆んど不可能であるO

又経営区の大部分は綬傾斜地であるか ら崩壊に対する懸念は少ない｡故に狭義の択伐作業 よ

りも現行の′ト面積皆伐によるのが最 も適当であると思われる(L3)o

b) 人工造林対策

(1) 各土塊型に対する桟種の選択

I BA型土壌及び BJ∋型土壌には乾燥庫恵地に対する抵抗力の大であるアカマツを植栽す

る事が妥当と考える｡BB型土壌に対~しては保育に充分の注意を払 うならばヒノキ林若 しくは

ヒノキとアカマツ及びカラマツとの混交林の造成 も不可能ではないと思われる(10(15)(1(')

Ⅱ B工)′型土壌及び B工'型土壌は,伐拝によって林地が飴托し易いから全般に ヒノキを植栽

し,尾根筋には広葉樹 を帯状或は点状に配 して林縁部には林衣を作って風簡 ･日射 を防ぎ,柿

内の乾燥を防止すると同時に広葉樹の肥料木的効果を利用 して,林地の乾燥 と帝悪化を防止す

る事が必要と思われる(17)(19)

nl BE型土壌,BF型ニー二転は多湿で埴質の場合が多いから, 湿地に於て良好な成長を示す

サワラを最適 とするが,ヒノキの造林 も BF,型土壌に於ては成功すると思われる｡

Ⅳ P工)Ⅰ型, Pt)tr型土壌及び Pl)m 塑土壌にL,i:,酸性土壌に対~して抵抗力の天であるヒノ牛

を植栽 し(ll), Pf,Ⅰ型及び P】)Tr型土壌に於ては全休に約 20% の デズナラ等の有用広葉樹の

混交を計って酸性を緩和 し,肥沃庭を快復 させるべ きであろう(17)o Pl)Ⅲ型土壌に対.しては必

ず しも広葉樹の混植を要 しないが,宅租筋は溶脱現象が進み易いから帯状に広葉樹を混交 させ

るO 北股奥部の療高 1,500m 以上の高寒地に於ては, ヒノキの成長が 綬漫であるからトウ

ヒ･ウラジロモ ミ･コメツガ等を混交 し,叉これ等を主とする林分を造成する事が妥当と考え

られる｡

V G型土壌に対■しては,利用価値の低いカンパ類を除いては,威林の見込ある樹種は見当

らない｡故にいたづらに形質の不良な天然生林を伐探 して,無立木地とすることは,考慮を要

する｡

この土壌の分布が小面積で あり,地業の集約度が許すならば,側溝を設けて排水を行い,土

塊性を改良 し,サワラ等を植栽することも考えられる｡

Ⅵ 草原性土壌に対 しては,調査の結果から判断すれば ヒノキは やや不適当のようである

が,17林班下部に於ける場合は手人不足その他の原因により, 不成績 となった もので,充分

な保育を加えれば,中庸の生育が期待できると思われる｡又 10-1 い林班のようにカラマツを

植栽 した場合には,｢中｣以上の成績を上げる事が出来ると思われる｡

Ⅶ 上分渡沢,才児赤沢奥等の古生暦地帯,高倉峠以東の山腹,経営区全般の沢筋等に見ら

れる崩稿土で,石磯の多い土壁にはサワラが適当である｡又 これらの土壌で水分の潤沢に供給
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される地帯,崩積土の下部等には標高 1,000m 以下の地であれば, スギの植栽 も成功すると

思めれる(1O)(17)0 39林班沢沿いの BL,叉は BJE型土壌崩積土に植栽 されたスギは順調に成育

している｡ (註 中部地方に於けるスギ経済林成立の上部限界は 1,000m と云われる)

Ⅷ 北殿上流の埴質土垂の地帯は1日的樹笹の外に ミズナラ,ヤマハンノキ等の広葉樹 を混

交 し,又はナラ,ホホノキ, ミズメ等の天然生有用広葉硯 を保有することが有効であると思わ

れる｡

(2) 各土壌型ごとの撫育方法

I BA塾,BI∋型の乾性土壌の人工林に対 しては乾燥の害を僅少に止めるため,林縁及び尾

根筋には, 天然生広葉樹 を保有 し, 或は 侵入 した広葉樹を混交成立 させ, 叉は人工植栽を行

い, 目的構種の成育 を妨げない程度に繁茂せ しめる必要がある(19:｡ この点は下刈,除伐に当

って留意 しなければならない｡成林後 も成長が緩漫であるから間伐はなるべ く舶度に行い,急

激に欝閑を破 らない様注意 して選木を行 う事が必要と考えられる｡

BI BJ)′型,B工)型土壌に対 しては,土壌の乾燥を防止するため,適度の被陰を与えるに必

要な天然生広葉樹の保存を行 うと同時に,幼時の成長が比較的綬漫なヒノキが,笹,潅木等に

より被圧されないように,下刈回数 を多くする必要がある｡

Ⅱ I3E型, BF型土壌は乾燥の害は考慮する必要はな く,む しろ或程度の乾燥が林木の成

長に良い結果をもたらす場合 もあると考えられる｡ しか し黒沢奥部の如 き平坦台地状地形の埴

質土壌が,急激に乾燥する時は,表面数糎の問の土唾が極度に乾燥 し,下唇土は堅密化 して,

根系の発達を害するから,林縁部には広葉樹を保存 して側方光線の射人を防ぎ,強風の通過 を

防止する必要がある｡又沢筋の累石地は,乾燥すると,岩石の表面を被擾 し若干の風化土壁を

形成保持 している蘇苔類が消失 して,後継樹の生立 を困難にするか ら,択伐的作業により天然

生針葉樹 を保残する必要がある｡威林後はやや強度の間伐を行 い,林地の過浬を防止する事が

必要と思われる｡

Ⅳ Pr,I型,P工)E型,P工)Ⅲ型の溶晩土敏は強酸性を呈 し,寒冷気候下に形威 されるため林

木の威長期間が短 く (7)(8)林木成長は--股に経理であ り,管 ,雑草,潅木等による被圧をうけ易

い｡ 特に笹の密生する北股上流に於てはノ この危険が多いから下刈回数 を多 くする必要があ

る｡北股奥部の亜寒帯林の山頂部は特に寒風にさらされるから林縁の養護に努め,天然生樹 を

保存する｡叉 この地帯に分布する埴質土壌は,乾燥すると表土は乾燥 し,下暦土は固結 し,土

壌性が悪化 し易いから,急激な林地の裸出を避 けるため,天然生検を点状に残 し,全般に亘 り

広葉樹を混生せ しめる(6)｡混生 した広葉樹はヒノキの成長 を害 しない程変に漸攻伐探 し, ヒノ

キを主林木 として仕立てるが,潔癖なヒノキ単純林の造成を避 け,全般に最低 10%, 溶除土

壌の生成容易な尾根筋, 風衝動 北股興部の高窓地等には 15-20% の広葉樹 を残すことが望

ましい｡
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(3) 現在の不良造林地対策

Ⅰ 上赤沢,シカゴヤ沢,下柿沢方面

該当林班 上赤沢 259-272

シカゴヤ沢 166ろは,167は,168い,169,171,172

下柿沢 175,190

これらの地域は共に前肢下流の両岸に相対する綬傾斜地で,傾斜方向に差異はあるがほぼ類

似の地形を示 してをり,位置的にも近接 して気象条件は大差ないと思われ,土壌型 もBA型及

び BB型を主とし,一部の平坦地及び沢潤い地にG塑土壌が分布 し,造林不成績の原因も大体

同→であると思われるので,今後は共に攻の様な保育方津を採用するのが適当と考えられるO

乾性土壌分布区域 上赤沢流域の大部分,シカゴヤ沢方面の南股に近接 した傾斜耐 j:何れ

も BA型乃至 BB土壌が分布 している｡特に 272林班山頂部,166ろ は,167は,168,171

各林班の河畔又は尾根筋には,A骨に菌糸綱の発達 した BA型土壌が分布 している｡林木の生

育は不良且つ不巷であるが,本数は甚 しく減,Lせず,167は林班,168い林耽東部の岩石地以

外は適当な撫育を加える事により戚林するに足る本数を有 している｡これ等の林分は年を経る

に従い,圭林木の樹冠拡張,アカマツ,広葉樹の慶入,潅木の発生等により,次第に欝閑を侠

復 しっ 1あるが,史に周到な撫育を加えて林地改良を図 り,速やかに本来の成長を快復するよ

う努めたいO具体的保育方法としては除伐に当り尾根筋及び林縁部にはできるだけ手を加えな

いように注意 し,広葉樹,潅木等を以て林衣及び防風帯を設定 し,林地の乾燥を防止する事が

必要である(19)｡ やや大きな疎開個所に対 しては, カヤその他の雑草を除去 して, ミズナラ等

有用広葉樹を導入し,全林に一様の被陰を与える事に努めなければならない｡

問伐木の選定に当っては充分慎重を期すべきで不用意に林冠暦を破壊 しない様注意 し,間伐

率はやや三陸え目とするように努めなければならないo

G型土敏の分布区域 175い林班の下柿沢に接する平坦地全乳 190林班東部の =,f均台地

の一部,上赤沢沼岸及び 271林班下部平坦地等に G塑土壁の分布が見られ,共に植栽木は大

部分滑央 して居 り,カンパ,ヤナギ等の広葉樹が多く寝入 し,カヤ,ワラビ等雑草が繁茂 して

いる｡

これ等の地域に好 しては,現在の処有用樹種の威林は願る困難である｡

G型土壌の改良には側溝排水が唯一の手段であるが,本地域に於ける如き,比較的大面積の

場合その施工は徒らに経費の増大を招 くおそれがある｡故に現在のシラカンパ等の広葉樹を撫

育 し,広葉樹林或は針広混交林の造成に努めるのが妥当と考えられる｡

∬ 北 股 興 部

該当林班 68-70,76,78,89-92,111-113

この地域は大部分は PI,Ⅱ塑土壌に属 し, 且つ埴質の土壌が多く, 封 ヒ学性が不良である
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上,模寓 l,300-1,600m の間にあり,気候冷涼で成長期Rur]短 く(7),又北股一帯に分布する笹

が幼令造林木の成長を抑制 し,これらが綜合 されて林木生育にとって極めて劣悪な環境をとな

っている｡この地域に対 してはカンパ,ホホ ノキ, ミズナラ等天然生有用広葉樹の保存,林縁

の養護等に留意 して,林地の保護改良を計らなければなら太い｡

2) 特殊択伐作業林

a) 中立沢方面

一部の沢筋を除き大部分は PDJI型及び P1'Ⅲ型の溶脱土壌であ り,最大の分布面積を有す

る PDⅡ型土壌は,溶脱現象が微弱で, 未だ林木成長を寄するには 至っていないが,徐 々に

Pl)Ⅱ型乃至 PDI型等の強度の溶挽土壌に移行 しつ 1あるようである｡故に全体に ミズナラ等

の有用広葉樹を保存撫育 し,土壌の肥沃度を増大 させる事が必要である｡ 特に Pl)Ⅱ型土塊の

分布区域に対 しては 20% 程度の広葉樹 を混交する事が必要と考えられる(17)0

b) 荻原西山方面

この方面は比較的崩壊 し易い閑雲花嵐岩を母岩とし,地形急峻で崩積土が多く,現在は一応

安定を保っているが,皆伐を実施する時は,崩壊を来たすおそれがある｡故に林地保全の見地

から現行の施薬を続行することが妥当と考える｡ この地域は仝鬼芝に木骨川に平行 して吹 く主風

の影響 を直接蒙る東面の急峻地であるから,風簡 ･日射による林地の乾燥,帝悪化を防止する

ため,撫育に当 り林縁 ･尾根筋等に適宜広葉樹を保存することが必要と考えられる(19)0

2. 侵蝕防止について

この経営区は綬傾斜地多 く, 急峻地は 一部の満君二年山形を呈する地域に 見られるのみであ

り,全般に寝蝕作用は綬漫である｡

薄墨二年地形の北股下洗,高倉 峠以東荻原西山等は中腹以下に崩培土が多いが,現在の地盤は

概 して安定で,総て森林を以て被超 されて居 り′大面積の禿賭地或は崩壊地は見られ丸 旧時

の大面積皆伐跡地に於て も侵蝕は著 しくない｡故に現行の如 く小面積皆伐乃至特殊択伐作業を

継続する限 り侵蝕による大きな被害は予想 され す ,特に侵蝕防止に対する施策を必要としない

と思われる｡

Ⅳ 給 括

1. 本調査は林業試験場編 ｢森林土壌調査方法書｣に甚いて実施 したO経営区LT)土壌を攻の

11種の土喪型に分類 した｡

1) BA型土壌 (乾性褐色森林土)

2) BB型土填 ( ', )

3) B工)型土壌 (適潤性鴇色森林土)
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4) BE塑土壌 (崩湿性褐色森林士)

5) BF塑土壌 (湿性褐色森林土)

6) P工'Ⅰ塑土壌 (ポ ドゾル)

7) Pl)Ⅱ型土壌 (ポ ドゾル化土壌)

8) P工)nl型二丁二塵 (舶ポ ドゾル化土盛)

9) Bl)′型土壌 (_乾性の適潤｣二)

10) 葦原性土盛 (Bl型類似の土壌)

11) G型土壌 (グライ)

2. 各流域に於ける土毅の分布状態は大要攻の通 りである｡

a) 才児赤沢,小Fll尾沢流域に於ては B工,型及び B工)′型土壌が最 も多く, PJ)i型,P】)皿

壁,Pt)Ⅲ型等の溶脱土壌がこれについで多い｡

b) 北股下流には B工)型土垂が最 も多 く分布 している｡

C) 北殿上流に於ては Pt,皿型土壌が大牢を占め奥部.A,SGに分布 し,一部には PI)I型,

PT)Ⅱ型土壇が見られるD叉経営区界一帯に埴質の土壌が見られる｡

d) 南股下流に於ては BB型が最 も多く, P7'Ⅲ型土境が左岸及び一帯に分布 しているo

e) 南股上流は殆んど全域に亘 り, Pl,皿型土壌が分布 し,一部に P])11型土壌が見られ

るo東南部の経営区界-一帯には埴質土壌が分布 している｡

f) 高倉峠以東は Pl〕Ⅲ型土壌が西部に多 く,東部には BD′型土壌,Bl)型土壌, BE塾

｣二壇等が分布 している｡

g) 荻原西山方面は嶺線には PDm型土壌が多 く,沢筋に向い Bl'型土壌より BJ弓型土壌

-漸二大推移する0

3. 天然生林 と土壌の分布 との間には攻のような関係が認められるO '

a) ヒノキを主体 とする林分で は PI)Ⅰ, PI)Ⅶ型, P工)m型等の溶耽土壌が最 も多く分布

している｡

b) サワラを主体 とする林分では BE型土壌が最 も多 く認められる｡

C) 了スナロ,コウヤマキ,コメツガ等 を主とする林分には,何れ もポ ドソ ー ル化土壌が

多く見られる｡

d) モ ミ,ツガ,アカマツを主とする林分では,乾性土壌が多い｡

4. 人工林 と土壌分布 との問には二大の様な関係が認められる｡

a) ヒノキ及び ヒノキ ･サワラの人工林に於ては Bl)型土壌及び Bt'′型土壌が最 も多く,

B13塑土壌,Pl)nr型土壌が これに≠こいで多い｡

b) カラマツその他の人工林に於ては BB型土壌, B工'′型土壌が多く見 られる｡

5. 天然生林内の 各調査地に於ける樹幹析解の結果からは, 各土壌型と林木成長 との問に
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は,BE型土壌に於てサワラの生育が良好な傾向を認める外は,一般に特に明瞭な関係は言忍め

られない｡

6_ 人工林に於ては土壌型 と林木成長 との問には三大の様な傾向が認められる｡

a) BD型及び BD/型土塊に於ける造林木の成長は良好である｡

b) BA塾,Bp,壁,P工)Ⅱ型土壌に於ける造林木の成長は不良な ものが多いo

c) G型土壌の所は,造林木の生存は困難で,多 くは無立木地に近い状態を示 している｡

d) 草原性土壬盛に於けるカラマツの生育は現在迄は良好で ある｡

7. 土壌型 と天然更新 との問には密接な関係は認められす,天然更新の難易は主として,笹

の有無疎密により左右されているようである｡

8. 小面積皆伐作業林に於ては,現行の作業法を蕃陸続する事が妥当と考えられる｡

9. 各土薮型に対する最適の造林横種は攻の通 りであるo

a) BA塾,Bp,型土壌にはアカマツを植栽するか又はその天然更新を期待するのが妥当で

あるが, BB型土壌に対.しては,ヒノキ林若 しくはヒノキとアカマツ及びカラマツとの混交林

を造成することも考えられるQ

b) BI)壁,B工)′型土壌にはヒノキを植栽 し,尾根及び林縁に広葉樹を混合する事が適当

と考えられるo

c) BE型土壊にはサワラ叉はヒノキを植栽 し, BF型土壌にはサワラを植栽する事が適

当と思われる｡

d) P工)Ⅰ,P工)Il,PI)Ⅱ型等の溶脱土壌には,ヒノキを主体 とし, PL)工型,PI)Ⅱ塑土壌に

は 20% 程度の ミズナラ等の有用広葉樹を混交せ しめ, PDⅡ型土壌に於ても尾根筋には広葉

樹帯を設ける事が必要と思われる｡

e) G型土壌に対 しては現存の広葉樹を保育 し,広葉樹林或は針広混交林を造成するのが

妥当と考える｡

f) 草原性土壌にはヒノキ或はカラマツを植栽する事が適当と思われるo

以上の外石磯の多い崩積土にはサワラを植栽 し,軽質土壌には針葉樹のほかに,広葉樹を混

植する事が必要と考えられる｡

10･ 人工林の撫育に当り,各土壌型について留意すべき点は攻の通 りである｡

a) BA型及び BB型土壌の地域に対 しては,下刈,除伐に当 り,林縁,尾根筋等に広葉

樹 を保存 し,間伐はやや弱度とする事が必要と思われる｡

b) BI)壁,Bl)′型土墓に対 しては,乾燥防止のため広葉樹を保残 し,下刈回数を多 くす

る事により,植栽木の生育を促進する事が必要と思われる｡

C) BE塾,BF型土塊に対 しては,乾燥の害は考慮する必要な く,間伐はやや強度に行 う

事が必要である｡埴質土壌の分布区域は,急激に乾燥 させぬよう,林縁の養護を必要とする｡
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累石地は皆伐を避 け,択伐的取扱をなす事が必要 と考えられる｡

d) PJ)i-型,PDⅡ型, PI)Ⅱ型土壌に対 しては,下刈回数 を多 くして,植栽木の成長 を促

す事が必要であろう｡北股上流の笹生地に於 ては,特にその必要があるO北股奥部の亜寒帯林

の山頂には,天然生の針 ･広葉樹 を保残 し,戚林後 も15-20% の広葉樹 を保残することが必要

と思われ るD

ll. 上赤沢, シカゴヤ沢 及び下柿沢方面の不良造林地の中で, 乾性土壌の分布区域に対 し

ては尾根筋,林縁等に広葉樹 を以て林衣防風帯を設 け,間伐は弱度 とする事が必要である｡ こ

の地域で G 型土壌の分布地には現存の広葉樹 を保育 し, 広葉樹林或は針広混交林を造成する

事が妥当と考えられる｡

12.北股奥部の不良造林地に対 しては, 有用広葉樹 を保残 し, 或は必要に応 じて植栽を行

い,林縁 を養鼓 し,下刈,除伐等の手入作業 を周到に実施する事が必要である｡

13. 中立沢方面の牡抄k択伐作業林に対 しては, 全体に ミズナラ等の 有用広葉樹を保有 し,

年封こ P工)皿型土壌の地域には 20% 程度の広葉樹 を混交する事が必要と思われる0

14. 荻原西山方面のJ特殊択伐作業林に対 しては, 林縁 ･尾根筋に広葉樹 を保残 し, 林地の

乾燥を防止する事が肝要 と認められ る｡

15.経営区は全般に挨傾斜地が多く, 土壌は安定 しているか ら, 現行の!桂殊択伐作業乃至

ノJ､面積皆伐作業 を実施する限 り,特別な土地保全対一第を必要 としないと思われ るO
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R占sum6

1).Thisforestsoilsurvey isconducted according to"The Method of

ForestSoilSurvey",preparedbytheForestExperimentStation.

2).ThesuⅣeyedarea,Ogawaworking unit(nationalforest)issituated

ontheupperpar'lofKisogawa,centralHonshu,andhasaarealextentof6,743
hectores.Elevationsvaryfrom 580metersto1,705metersabovesealevel.

C1imatically,thisareabelongstotemperatezone,Meanannualtemperature

is10.7oC,annual precipitationis2,484mm.
Most widely distributed bed rock is Quartz･porphyry,and Graniteand

Palaeozoicclayslateorsandstonearelocallydistribute(ラ.

Thisarea isalmostcovered by temperatesoft-wood forests,species Of
whichareasfollows:一一-

Hinoki-- Chamaecyparisobiusa
Sawara- -Chamaecyparispisifera
Asunar0-- Thujopsisdolabraia.
K6yamakトー--Sciadopiiysveriicillaia
They are200-300yearsold and mixed with aboutlO% hard-woods--

QuercILSCrispula,Faguscrenaiaetc..

H⊥nokリsthemostimportantspeciesintheartificialforce,tS,Whichoccupy
the35 percentarea ofthisworkingunit,andSawaraandKaramatsu(Larix
Kaembferi)arelocallyplanted.Ingeneral,theirgrowthisnotsofavorable.

3),Halfofthisareaispeneplainanditstopographyisgentle,sosoilsin

thisarea,especially in south-western parts,aremoreclayey than theother
partsofKisonationalforesL

Soilsofthesurveyedareaareclassifiedintothefollowingllsoiltypes;
1. BA一一Soi1
2.BBISoi1

3.B工卜Soi1

4.BE-Soil

5.BFISoi1

6.PI)llSoi1

7.PI)Ⅱ-Soil
8.Pt)1mSoi1
9.G-Soil
10.B工)LSoil

ll.Ⅰntermediate

typesoil).

I)rybrownforestsoil(Steepslopetype)
'' (Gentleslopetype)

Moderatlymoistbrownforestsoil

Slightlywetbrownforestsoil
W′etbrownforestsoil

PodzoI
Podzolicsoil

Slightlypod2;Olisedsoil
Gleysoil

WeaklydriedB工卜Soil

typebetweenBlacksoilandBrownforestsoil(Grassl1and
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4).MorphologicalfeaturesofBA-,BB-,BD-,BE-,BF-,PDr,PI)Ⅱ-and
P工)町-soils are thesameasthose oftheprofilesofthesoils,described by
Ohmasaう与,orthe"ForestSoilProfilesHeditedbytheForestExperimentStation.

Therearemany soilsnotbelongingtounit-types,butwecanmapthisarea,
and illustrate the relationship between the soils and theforestvegetation,
regeneration orgrowth oftrees,by addition offollowing twointermediate
typesofsoils.

BD′-SOil:-Thissoilismorphologically theintemlediatetype betweenBT,-

SoilandBBISoil,theprofileofwhichisshowninFig.ll.

Grassland typesoil:-Thissoilprobably belongsto the brown forest
soil.Butwecanrecognizethatthissoilhasbeenaffectedbygrassvegetation,
accordingtothemorphologicalfeaturesandthehistoricalfacts,Sothissoilis
provisionallyseparatedfrom otherbrownforestsoils.

ThemorphologicaldescriptionofthissoilisshowninFig.12.ProfileN0.5.

5).Thedistributionoftheclassifiedsoilsisasfollow:-

Lowerpart:Bl),Bf,LSOilsarewidelydistributed.PDI,PDI｢SOilsare

recognized partly on thepeak. Inthesteepslopearea,
BA-soil,(BB-soil)BD-SO主1,B】]-soilrangefrom thetopof
mountainstothestream.

developlocallyonthetopofgentleslopemountain.Along
thesteam,BE-i;soilisdistributed,andlocallytheG-soil.
Generally,soilsinthisarea,1xdrockofwhichisQuartz

porphyry,aremoreclayeythaninotherworkingunits.

6)･The relation between naturalforests and each typeofsoilsisas
follows:-

Naturalforest:

ChamaecyparisobiusaforesL - PT'J,P工)Jl,PDⅢ-soils
Chamaecyparispisifera I, - BE-soil

Sciadopiiysueriicillaia I, -- Pl)i,P工'TrSOils
ThujoPsisdolabraia ,'′ -一一一PDI,PDH,P工'Ⅲ-soils
Tsugadiuersifolia ', - PDI,PDJI,Pf'Ⅲ-soils
TsugaSieboldii ,,

Pinusdensiflora ,, し一 BA,BB-soils
Abieshomolepis "

Artificialforest:

Chamaecyparisobiusaforest- B工',B1-,,PT'In--SOils
Chamaecyparispisifera〝 -一 B工',BE-soils

7)･According totheresultofthestem analysisofnaturalforesttrees,
thereisnoclearrelationshipbetweentheirgrowth andthetypeofsoil,but
thegrowthofChamaecyparispisiferaontheBEISOilisgenerallybetter.

Thegrowthofplantedtreesisasfollows:-

a)･Thegrowth ofChamaecyparisobiusa on theBD--and B工''-soilis

favorable,andontheBA--,Bfi-andPLlⅢ-SOils,almostunfavorable.

b)･ThegrowthofLarixKaempferionthegrasslandtypesoilisfavo-
rableatpresent.

# Ohmasa,M∴ 1951,Studiesonbeechforestsoils,ForestsoilsofJapan-Report1.

ForestExperimentStation,Japan
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8).Thefittestplantingspeciesforeachtypeofsoilsareasfollows:一一-

BA-SOil-

BI卜SOil･

BD,BDLsoils

BJ二,BIlLSOils-I-･

PD皿-soil-

P工-ド,PT)Tl-soils.･

G-soil--

Grasslandtypesoil

Pinusdensiflora.
Mixed forest. (ChamaecyParisoblusa and Pinus
densiflora,Or ChamaecyParis oblusa and Larix
KaemAferi).
ChamaecyParisoblusa.
Mixed forestwith hard-wood ismoredesirableat

themountainedgeandtheforestedge.Onthearea

oftheBA-,B王卜,B工卜andB工,LSOils,itisnecessary
toleavehardwoodsbeIlindinthecaseofweeding,

andtoavoidstrongthinning.

ChamaecyParisobiusaorChamaecyparisPisifera･
ThereisnotanyarlXietyfordryingbutlight.

ChamaecγParisobiusa.
Mixedforestwithhard-woods(QuercuscrisPulaetc.)
atabove20% ismoredesirable.
Natural regeneration of Chamaecyparis oblusa,
Sciadopilysverlicillala,ThujoPsisdolabrala.

Mixedforestwithhard-woodsismoredep/irable.

Tendingoftheexistingtrees.

Plantation of Chamaecyparis oblusa or Larix
Kaempferi.

9).Thecloserelationsllipbetweenthesoilconditionsandnaturalregenera-

tion isnotrecognized. NaturalregenerationofChamaecyparisoblusainthis
areagenerallyverydifficult,andthedifficultyseemsto beintensitied by the

deIISePOpulationofbamboo-grass.

NaturalregenerationofThujoPsisdolabralainthereserveforest(special

selectivecutting)atNakadachisawa,whereitisoccupiedbyPT一皿-soilandlocally
PI)∫OrPDT-soils,isveryfavorable.
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1 経 営 区 の 概 況

A 鞄 況
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∴

田 方 及 び 賀 茂 経 営 区 位 置 図

Locationoftheareasurveyed,
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1. 位 置

一 一一一､､-
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天城山は方城岳 (1,406.8m)を最高峯とし, 相模湾 より駿河湾に亘って伊豆牛畠の中央部

を東西に走 り,これを田方と賀茂の二郡に分つ連山の総称である｡

当経営区は静岡県IJ]方郡狩野札 同上大兄村の地籍に属 し,山脈の北面に当 り揚 ケ島を中心

として,その南方に崩を掛 ずたように東西に連なっている地域である｡東西約 16km,南北約

416km あり,6担当区に分割保管されている｡ (位置図参Jrてi)

2. 地形及び地質

天城山は狩野川,河津川の練を境として,東西の二眼に岐れ,東部 を天城山系.西部 を猫越

山系と称する｡猫越山系は第三期の末に硯在の相模,駿河両港の問に噴出 した牛島最古の火山

で ,当時は海中に誕生 した一つの火山島にすぎなかったが,地盤の隆起と噴出物の堆積 とにi:

って,伊豆牛島の前身 を形成 した ものといわれる｡ついで西南に蛇石,北に達磨の火山が現わ

れ,更に第四期に至って天城山系の中央火口丘が噴出 し,東西に巣雲 ,熱軌 箱根,愛鷹の各

火山が噴出,活動 を開始 してから大体牛島の地祝 を形威 してきた｡その後,多 くは活動 を休止

し侵蝕作用をうけた結果,次第に原形を失っていつたが独 り,天城は活動 をやめす ,洪積期の末

期に山体が陥落 し, その結果十数個の倒火山を噴出した｡ 第-･jjcの側火山は遠笠Lh(1,196.9

m)･かわご平 ･八丁池 ･白n山で, 第二=jcl則火山は鉢窪山 ･登り尾の大池 .小池 ･矢筈山 ･

九郡山 ･浅間山 ･菅引山 ･伊尾山等である｡

地形 もこのような火山の生成過程に従って種々の段階の ものが存在するが,,LLj脹 J-7東及び西

側は佐蝕がかな り進んで壮年期に近い地貌 を括ってお り,その他の地域はほ 侵ゞ蝕輪廻の幼年

期末期の1-鴫妃となっているo 谷に滑った山腹斜面及び_,),さな尾根は一般に急峻で,山脈の高い

陵線は比較的頓頂或は平坦な地形を持っているO

叉中央を流れる√狩野川中流域は比較的谷幅 も広 く,これに滑った所には緩い凹地形を括った

地域があるD

叉披講質流紋岩の熔岩流からなるかはご千は火口から往 場川に至る問極めて緩い斜面を形成

している｡

3. 岩石及び風化

i) 輝二緑 王分石

猫越山系に最 も普通な岩石で持越川,猫越川及び本谷川以西は殆んどこの岩石で構成され,

一般に柱状乃至板状の小さな節理がよく発達する｡その基底は第三紀啓の軟質な石衣岩,督衣

岩及び凝衣質砂岩等であるが,これら水成岩の露頭は極めて局部的である｡

ii) 輝石安山岩

天城山系一般に広 く現われ,本谷川以東筏場川以西並に某畑川以東菅引川以西は概ねこの岩

石 を以て構成 されている｡諸所に葉塊岩の様伯を呈する箇所を認める｡一般に節理の発達はよ

く;こいL.
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iii) 玄 武 岩

遠笠山及び菅引川以東は殆んど玄武岩に覆われている0本谷川浄蓮御 付近に も局部的に柱状

節理 を持ったこの岩石の露頭が見られるO岩質は堅硬で,タマネギ状剥離の風化 を行っている

ものが多い｡

iv) 改璃質流紋岩

上部 旧噴火口かほど平 より筏場川及びその支流薬旭川とのPtJr匠 介在する綬斜面は浮石 (改璃

質流紋岩の洋右)をのせた奴璃質流紋岩の熔岩流からな り,地表累 々としていわゆる軽石地帯

を形成 している｡風化は殆 ど進んでいない｡

B 気 候

天城山は嵐 筒,西の三方は海洋に而 して黒潮の影響 をうけ,又,北方は富士,足柄,箱根

の連山に国縫 されているので,気候は混和で,一般に董中湿度高 く,降水量 も多 く,植物の生

育に好適である｡

然 し国有林は大体標高 3C0-1,400m の間にあ り,且つ当盗営区は天城山系の北西面をr_Liめて

いるため,高jijiでは気候条件が荒 く,局部的には林木の成立 を見ない箇所さ-あるO

天=妓山勧御所 (北緯 35.00,東経 1390 ,海抜 273m)に於ける 10ヶ年問 (自昭和 14年圭

昭和 23年)の平均気象観ti,BJl結果を示すと次表の通 りである0

第 1表 天城顧測析 10ヶ年問平均気象観測表

Table1.MeteorologicaldataatAmagiobservatory.

平 均 気 温
Meantemp.

景 高 気 温
Maxilnum temp.
最 低 気 濫
Minimum temp.
湿 度

Humidity
降 水 量
Precipitation
降 雪 日 数

Daysofsnowfall
降 霜 日 数

Daysoffrosting

5,.'ヨ ;:;

辛

26･gi2716i

30,日 30 .7

2411r19･2r
27.3; 21.6L 17.1

王工 三.

C 植 生 及 び 林 況

本経営区の水 平的位置には暖帯北部に属 しているが,標高によって二苛に分つことができるD
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即 ち標高 820m 以上は温帯植物帯でブナを主とした落葉広葉樹林を形威 し, ヒメシャラ,カ

-デ等 を混 じている｡標高が低下するにつれて漸次ブナ,ヒメシャラ等 を減 じ,モ ミ,ツガ,

マツ,ケヤキ,カシ軌 シイが多 くな り,速に代表的な暖帯植物帯の様相を呈 してくる｡天然

生林は普通林地面鏡の 11% を占めるにすぎず,大部分は陵線の附近に分布 している｡

人工林 としては明治 11年官行造林を開始 し,以来造林に努めた結果,現在では普通林地の

89% が人工造林地となっている｡

楢種は殆んどがスギ,ヒノキであり,箇所によっては成長が極めて優良であるが,塞冷風簡

地等では成績甚だ香 しくない歯研 も多 く見 うけられる｡

Ⅰ 調査方法及び調査成績

A 調 査 方 法

1. 土壌暦断面調査及び試料採取

本調査は原則 として,林業試験場森林土壌調査方法書(1)に依った もので,第 1報(3)と同様で

ある｡

2. 土壌分布図の作製

野外での土壌型分布調査は,地形,植生,母質物等 を単位として, 土壌督断面の調査を行

い,その形態的と陣後 を把捉 し,調査単位区内で数ヶ所試掘 した瞥断面がどの土壌塑叶こ帰属する

かを判定 した後,その出現区域を二/JT'J分の-地形図上の山岳,河川,釈,経路,境界等の固定

精練及び気圧計により地形図上の等高級 と関連 させて位置を判定 し, 幾つかの試孔を連結 し

て,土壌型の分布範囲を略鉄により図示 し土壌塑分布図 (土壌図)を作製 した｡なお同図上に

は母質物,土壌の堆積様式 (崩積,定積)岩石確り崩積的岩層地,風簡地,侵蝕地その他必要

事項 を表現図示 した｡

3. 室 内 実 験

(-) 物 理 性

(A) 自然状態に於ける理学性の測定

自然状態に於ける理学性は,夫 々の因子の測定を行い,次式を用いて算出 した｡

(a) 孔 隙 量
loo

ー LT ＼TÙ 'lL/'''V-Vク+VR

V‥ ‥円筒の体積

Ⅴβ ‥ ‥絶乾細土の体積

V.q ...石碑の体積

VR . .‥生根の体積

(b) 自然状態の容積重

p -tV-(Vg+VLq+VR)㌻Xrir
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No. :Sampling
place

t l 喝屈匪

1

2 上 欄

r
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第 2 表 白 然 状 態 の 理 学 性

Table2.Physicalpropertiesinnaturalcondition

土 壌 型 :採 取 層

Typeofsoi l Horizon

BB型定積土

BA塾崩積土

99杯班 iB111塾前審土

4 146林班 BT)型崩積土 弓

深 度 ･孔隙量 鳩警護

I

Depth～porosity.Ⅴ山 ne
も積 量

I/m LIL･

Al～AB 02～ EJ

最 大 容 水 量
W aterholding

capacity

∴.J∴ ､言

最小
客気竜Air
capaclty

Ll.

105･82㌔ 22･85

i

1

~
~
..Fl

l~
~

.-~

~~

ゝ
279.32

210.63

1q2.45

e)8.8と)

2.5上1;

1

4.12.

8.e'9;

0.23i

1

l B 15～31: 82.89 38.89･ 75.67;194,77; 7.22

50以下 81.71 45.65i 74.23

201.2日! 1｡.43

1t,2.78! 7.48

暑 xlOO

Gs . .諸邑乾土壌全重量

Ⅴ " ‥細土の占める体積

但 し V" -Ⅴ-(Vu+VR)

(C) 最大容水量
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及 び 機 械 的 組 成

andmechanicalcompositionsofsoils･

㌔.｣∴ ∴ .. ･

V表lfu:;eeshwiSeOiiS-i?Elt層 #C:oa憲 弄FS-innBdeQ 讐ilti" '! aotgi ･ "claf i:!:ofsqi濯

紬 土

% O,; O,fJ % % % 7/F' % % %

--61-

備 考

Note

1

78･88i.27･2:3 36162!26･00!23･50

i L
L,.04 1 21,.55 日 ｡.27日 9.,2i23.6,

7].29

65.2rr_i

58.47

58.98

1

238.52 ㌦ .29=･24.0古 3,8q

l

174,rJC.･ 4..5,i29J,9] 14.86

151.55

62.02

7.13!.32.46123｡31

54.Li1 200.57 17.2g 23.05 16.21

O

uu

q/

1U

つ′一

∩)

0

(
/

一

4

-1■/h)

1

73.34ilOL1.00Lする天然生杯

65･29】10〇･00 1 ァ ヵマ ツの天

181631 11･785

三;二≡d,i 64…:…工 (4,:; ; I58三二;三):≡:I.I,jJ;

･5･71[ 53.も5日 910と十 2.71

18.8亡) 58.12 24.59 82.71 loo.00

スギ成育良好

スギ概 して成

育良好

57･18 184:175 ユ3･84 28･98 14･16 19106 62･20 23･96 86･16 100･00･スギ成育不良

57.36 147.64 15.45 26.t)8 31.56

4b.98 197.25 24.25. 21｡66 ㌦ l.33

51.99 14L.53 13.17 20,26 22.05

53.93 135.76 19.13 21.38 17.40

1

53.48 112.52 8.58 17.46.;37.29

r i

14･57 53･35 27･52 8L.187;100･00rスギ成育良好

l.

(a) Wmax 1-(Gw-Gヮ+Gs+GJfl)̂'V-

(b ) W m ax2= 旦竺二昼 +-与旦ゴ二卑 生 x 100

Gs

G 一一′ ‥‥飽水時全重量

G9 ...疎の絶乾重量

Gli1 . ..生根重量

19_0 _
(vg+Vzz)
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(a) 最小客気量

Amin-p-Wmaxl

(e) 採取暗合有水分量

(a) W"1-tGn--(Gク+Gs+GRl)lxV-

Gs
G,i.... ._.採取時全重量

100

( Ⅴ ク + V R )

.容 積 %

,重量 %

(B) 機械的組成調査

土壌の機械的組成を分析する方法には種々あるが,本調査に於ては国際土壌学会規定A法 を

採用 した｡

B 調 査 成 績

1. 土壌の分至莫及び説明

本経営区の土壌を,林業試験場 :土壌型の説明,に従って,攻のように分類 したo

BA型土壌 乾性褐色森林土 (傾斜地型)

B】i型土壌 乾性褐色森林土 (傾斜地型)

Bc型土壌 弱車引生褐色森林土

B工)型土壌 遭潤性褐色森林土

BE型土壌 弱湿性褐色森林土

BF型土壌 湿性褐色森林土

G 型土壌 グライ

なお,ポ ドゾル,赤色土及び黒色土は本経営区内には認められないが,本谷事業所の裏に当

る鉢窪山のみが,火山衣を母材料 とする黒色土で蔽われ,現在スギ及び ヒノキが植栽 されて患

i),ヒノキの生育は概 して良好である0

2･ 各土壌型の分布状況

土壌型分布の大綱はブ条付 した土壌図の通 りであるが, 天城山系の北牛に 位置する本経営区

は,南年部賀茂経営区とは種 趣々を異にしている｡即ち,地形の開析作用 も進んでをら+,概

して綬斜地形で土壌侵蝕 も少い｡又,全体として北斜面であるため蒸発量の少い事が考 えられ

るが,土壌型の分布 もそれと平行 して湿潤型土壌が比較的多 くなっている｡各流域別に本土壊

型の分布の概況を説明すると二大の通 りであるD

持越川流域は沢に沿って一部に急峻地があるが,全般的には超傾斜地形が多 く,沢沿いは岩

局,又は裸の多い土壌骨の了柴い湿潤の土壌となり,中腹の張出 した尾根は土壌暦の薄い乾性の

土子喪が見られるo中腹上部 より山頂に至る地域は俊斜地形で,火山茨を母材料 とする湿潤の土

壌型が分布するo孜の入口附近 より 1,2,3,7,8,9林班等の沢筋に拾 う斜面は棟を含む崩
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積土で,一般に土壌暦 も深く,土壌型として BE-Bl,型が細 く線状に分布 しているol林班入

口より中腹にかけては岩石が露呈し,この附近は土壌骨の薄い BI3型土壌が見られるO特に念

斜地や張出した尾根等は土壌は薄く,火山砂疎骨の存在する乾性土壌で 不良林分となってい

る｡4,5,6,10,ll,12林班等の綻科地上には火山衆を母材料 とするや 湿ゝ潤な土塊型が見

られる05林批上部尾根線,29林雄一一帯,特に宇久須峠,風早峯周辺は季節風(北西風)の風筒

地帯で Bo型土壌が広 く分布するo この地域は林木の成育が阻害 され,多くは藤木状である0

13,15,16,17,18,19,20,21林班等の沢に滑った絞斜地は土壌暦 も深 く湿潤なBE-Bl'型

土壌が分布 しているが局卵 勺に土壌管の薄い所が介在 しているO この様な薄い土壌管下には多

く火山砂嘆骨が出現 してを r),スギ林の生育は不良で,ヒノキ林の方が摩っている様であるD

又,張出 している尾根は土壌rlも轟 く乾性の BB型土壌が出現 しているo

猫越川流域は二支流に分れ,-支流 (洞川)は全般に倉科地形が多く,岩石地,岩層地が多

く,侵蝕作用 も大きく,斜面 も大きく凸出 している｡尾根は風衝地 となっている所が多く,戟

性の Bli型が分布しているO他の区域は多 く湿潤型の土壌となっているが,64,65,66,67,

82林班は殊に急斜地が多 く, 基岩の露出 した所 も多 く見受けられるO この洞川流域では工ヅ

l)-川の枝沢が一番良好地である0本谷,猫越界附近は風衝地多く,乾性の BB塑土壌が細 く

尾根に滑って分布 している0本沢沿い,桑の木沢拾い,アシ沢上流は土壌骨の深い BE-BI,型

土壌が分布 しているoただ張出した尾根は土壌 も一般に薄く,火山砂疎暦のある Bf卜BA型｣二

壕が分布 しているが,図上に表示できない小範囲である場合が多いo河津管内界附近は火山衣

を母材料 とする定積土が多く,丈,風簡地 も多い0

本谷の流域は経営区の主流である狩野川の流域で,本荘営区中林木成長の良好な所であるO

適湿性の土壌の分布が広 く,多くは B上:-Bl)型土壌となっている｡特に桐山沢拾いの一帯が土

壁管の深い月鍬 な BE型土壌が分布 しているが,93,94林柾谷筋一帯は念斜地形で岩石地で

ある｡中腹 より上部では傾斜 も多少緩 く沢沿いには Bl)塑土壌が分布 している｡張出した尾根

は土壌菅も捲く,火山砂棟fg-のある BB-BA型が分布 し,アカマツ,カシ類を主とした植生が

見られるQ100-109林班は本流に沿った急斜地形で,岩石の露呈 している所が多いが,桂沢で

は傾斜 も緩 く,土壌暦の深い崩積土で,大部分が BD型土壌となっているが一部に BE塑土壌

が見られるo張出した峯,又は風間 となっている所は乾性に傾いた土壌が分布 し,土壌骨 も薄

く,火山砂疎管があり,林木の成績 も不良で,特にスギの成績は不良である0110-130林班は

や ｣倉斜地形となり,わずかに土痕暦の深い BIJ型土壌が分布 しているが,他は全般に乾性の

土壌が分布 している0111rl12林班の張出 した尾根は土盤官の比較的薄い乾性の土壌が分布す

る｡又,112-113林班の尾根に拾 う平坦部では峯中湿度 も高 く火LLJ衣を母材料とする土壌暦の

深い定積土の Bl)型土壌が広 く分布 している0117林班の谷筋沿いは岩層地及び岩石地の多い

地帯であり,中腹より尾根に進むにつれて土壌暦 も薄 く,火山砂棟啓のある乾性の土壌が分布
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する0122-125木棚 は急斜地形で,土塊は掛 ,が,谷筋沿いには土壌管の深い適潤な｣儀 が分

布 している｡122-123奇相虻の一部谷沿いの綻斜面は崩蹟土で,土壌暦深 く湿潤な土壌となって

いるO張出 した尾根は土塊暦 も薄 く火山砂雑居が出現 し,乾性の土壌型が分布する0125林班

は傾斜が念で岩石及び岩層地となっている｡一部分枝沢に沿 う中腹では土壌皆 も深 く湿潤な土

壌が分布 している｡張出 した尾根及び凸地上では乾性の土壌型が分布 している｡ 126,127林

班は共に岩層地が多く,叉,急斜地形で基岩の露呈した桝 も多い｡谷に滑っては BD型土壌が

分布 しているが,土壌暦薄 く,造林地 としては不良である｡小馴 引こ沿っては乾性の土壌型が

している｡130--134林班等では谷に沿 う一部分は土壌暦の深い湿潤な土壌が見られるが,地形

に応 じ土壌暦の薄い所 もあり,そこでは Bt卜BA型土壌とな/㌻7:いる｡ こし7jFftj近一帯の尾根は

林木の生育が悪いO135-145林班は地形が標高によって区別 されるD(lF]腹以下,中腹以上に)

中腹以下は念斜地形で,下田街道沿い及び枝沢に滑っては湿潤な土壌皆の探し･土壌が分布 して

いる｡た ゞ ,各小尾根に1菅った所では土壌骨 も薄 く,火LLJ砂脚 啓のある乾性の土壌が分布 して

いる｡中腹以上の平坦地は火山矢を母材料とする土壌暦r,D深い BD-BJI型の定積土が分布 して

いるD142,139,135林班の各林班界附近は林木の成育不良地であるが,気象的因子 も多分に

影響 しているのではないかと考えられる｡

高所の八丁池,班,水天井附近一帯は火山衣を母材料 とする湿潤の定積土でBJ]BI)型土壌が広

く分布 している｡現在ブナを主とした天然生林で,一部に造林 されたスギは成績不良である｡

165林棟は谷筋に滑って B】]-BD塑土壌が分布 して,仝舟加勺には BLl型土壌が多いO張出した

尾根に漕つては二E二鹿骨 も薄 く,乾性の土壌が分布 している0198林班は全般に土壌闘 主く,塞

岩 も浅 く,Bp･型土壌の分布が多い｡

大引尾峯は土壌骨 も薄 く,火山磯 を多 く含む章乞性の｣二境が分布 している｡与-･坂川流域は綬

斜地形で, 169,170,174,175林fILEは土鹿骨 も深 く,通湿の BJIBD型崩粘土が分布 してい

る｡ 尾根は共に土壌督掻 く, 火山砂疎管がす ぐ見られる｡ 171｢173林甥の峯一帯は風簡1-ia多

く,乾性の土壌が分布 し,163,172,182林班及び 159,158林班上部にかけては地形 も綬斜

で火山女を母材料とする土壌暦の洗い湿潤なBE-BD塑定積土が広 く分布 しているが,林木の

成績は不良である｡

長野JFr流域は念斜地で岩石地が多い｡た ゞ183,184,185林班の谷筋に沿っての緩斜地,叉

は凹地では疎を含む土壁暦の洗い湿潤なBJI-BI)塑土鹿が分布 しているD 全般に岩石地が多

く,地形 も念斜である, 189,201林班の尾根は按斜地で火山衆を母材料 とする土壁管の深い

湿潤なB工)塑土塊が分布 し, 山頂峯筋に滑っての河津川附近は BB型土壌が分布 している0

196,197,199林瑚二一帯は風簡地で Bc型土壌が多 く,林木の成育は阻害 され,他はBf3-BA塾
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土壌拍ミ分布 している0 198-200林班等は綬斜で Bl)型土壌が分布 している0 198林班は風衝

地 となっている｡

筏場川と茶畑川とにはさまれた広い洋右地帯があるo ここはモ ミに広葉樹を混えた天然林で

あるが伐揮すれば基岩が露出 して人工造林は困難 となるD土壌唇 も発達 していないので,土壌

の分矧 ま行わなかった｡この地帯の取扱いは今後の問題である0 202,203林班の谷に泊って

は佐蝕作用 も多 く,基岩が出ているが,一部分は土塊腎の深い湿潤な土壌が分布 しているO~

部の平坦地は土壌暦 も深 くBE塑土壌が出現 している｡張出した宅梶の風衝地には,BB-Bc型

土塊が見られる｡た 中ゞ腹以上峯に拾 う手 札 又は探斜地形上では B],塑定積土が分布 してい

るO2041212林班等の筏場川流域に面する小部は急峻で岩層地 となっている0枚斜地では土壌

Tg-の深い B工'型が分布 している0214,215林班一帯及び下井屋経路沿いは土壌腎の探し1BE塾

土壁が分布 している｡雨林班共尾根には土壌骨の蕗い Bl3型が細 く分布 している0240-249林

班は谷筋沿い及び枝沢に沿って BI)型崩積土が分布 している0247-249林班の一部に Bc型土

壌が分布 し,夫 々張tl与した尾根は乾性で土壌暦の薄い火山砂疎管のある Bl招竺土壌が分布 して

い-7､｡特に滝の平峯一帯は土壌管の薄い火山砂棟のある BI3-BA型土壌が分布 し風衛地 も多

い｡251林班に火山友を母材料 とする厚い BE型定積土が分布 しているが造林は不可能地であ

る｡地裁堂川流域 252-259林刑一帯は地形が急峻で岩石の露呈が多いが,沢沿い及び凹状地は

良好な林地である｡図上では BD型になっているが BR型が介在 している｡カラ沢附近中腹以

上は千句li地で土壌啓の深い B上)塑定積土である0266,267林班のタテ沢,ヨコオ ノ沢附近一

帯は土壌啓 も洗 く,BI)型土壌が分布 している｡張出 した尾根,特にカラ沢の峯,舟石の峯に

‡呪界尾根は土塊T膏も薄 く BB型土壌が分布 している0 274--275林班界の谷筋は土壌腎深 く,

Bf)型土壌が分布 している｡275,276,277林班は急斜地で岩石及び岩層地の出現する所が多

い｡白小屋の峯,ショウジ沢の峯一帯の尾根は土壌瞥薄 く,火山砂煙官の出現する BBIBA型

土壌の分布が見 られるO特に7カマツの侵入が多い0282,285,286,287林難に拾 う一帯は岩

石の露呈多く,念料地であるが, た ゞ282,285林班の谷筋では石疎 を含む土壌暦の深い BI)

型土壌が分布 している0284林班内下台 ノ沢中腹では火山友を母材料 とする BE型崩積土が分

布 している0 290-292,302林堆等は地形的にも平坦で,火山衣 を母材料 とする多湿の定積土

が広 く分布 している｡ この地帯は高山のため気候的の悪影響が考えられ造林地 としては不適地

である｡河津鼎に至る尾根は風衛 も多く,叉,土塊の侯蝕作用 も激 しく,必然的に土壌暦 も掻

く,BB型土壌が分布 している｡ ドミキノ沢一帯 296-299林〕FLEは急斜地形で岩石の露出が多く

林木の生育は不良である｡

遠笠経路一帯は平坦であるが高地であるため土壌は深いが林木の生育不良である0

303林班は火山磯岩層で,風衛 も強 く,乾性土壌となってお り造林には不適当であるQ
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この国有地は小土肥洞川を本流に,支流が二つに分れているO境洞谷筋沿い及び枝沢に沿っ

て右横を含む土壌管の深い適湿の土壌が分布する0305林班附近は特に良好な林分を形成 して

いる｡ 尾根一帯は火山衣を含む土壌骨の薄い火山砂硬骨のある BB-BA型土壌が分布 してい

るD土肥経路一帯の沢に沿っては土壌瞥深 く,Bl)型土壌が分布 しているQ309,310林班の尾

根下端には Be型土塊が分布 し,帆柱峯は BA型土塊が分布 し,アカマツの侵入が多い｡311

林班は急斜で岩層地及び岩石地が多 く,造林地には不適である｡312林班筋に滑って中腹以下

は,土塊骨 も深 くBEIBD型土壌が分布 している所がある｡上部の尾根に近づ くにつれて土壌

も浅 く,スギに不通地となっている｡本洞谷筋及び枝沢に滑って B工卜BE型土壌が分布するO

東斜面は全般に乾性で,特に 314,313林班上部ではヒノキ造林地内に天然にアカマツの侵入

が見られる｡又 ,西側では風衝地多く,Bc型土壌が分布 しているO尾根に沿っては火山夜を

含む乾性の土壌が分布 している｡

以上述べた土壌型の分布割合を計算 して見ると二大のようになる｡
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3･ 主な土壌暦断面の説明

設定 した主要な土壌の代表的な土壌暦一断面について詮明すると攻の通 りである｡

ProfileNo･1･BB型.土壌 (定積土)

72林班内, 傾斜 :200 万位 :S, 海技高 :510m, 母岩 :輝石安山岩

Profileの説明

L Icm 主としてカシ類落葉o

H 殆んど認められす｡

A1 5cm 腐植に富む,石磯に乏 し,細砂質薮土,堅巣状構造,や千軟, 潤 ,菌糸

を認む｡

A2 19cm 腐植を含む,石疎を含む,砂貨車土,堅巣状構造,やや軟,潤,根系の
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発達良｡

B 以下 腐植に乏 し,石棟に富む (浮石を含む),砂質壌土,梢 々堅,潤｡

各官位の推移状態は判然としている｡根系は A2>Al>Bの順であるo 尾根筋に近 く幾分風

Fig.1. ProfileN0.1.

BBISoil.

衝の影響が考えられる｡カシ林内の土壌で,暦断面全

体の明るい単調な態様は一見 Bc型 と思われるが,詳

細な都築では, BB型と判定される｡上部表土近 くに

は菌糸が見られる｡

B暦には浮石及び砂磯を含む o

主な植物は三次の通 りであるo

I カシ (f)

且 ツルシキ ミ (0), イヌガヤ (0), ヒヒラギ

(r), シキミ (f), ヤブニッケイ (r)

皿 ヒサカキ (o),イヌツゲ (r)

註 1は喬木階,Ⅰは従喬木階,廿は潅木階,Ⅳ

は草木階を意味する｡

ProfileN0.2. BA型土壌

93林沌内 ,

傾斜 : 200,

万位 : S45ウ

W, 海抜高 :

400m, 母岩 :

輝石安山岩 20

Profileの説明

し 約 1cm アカマツ等の落葉｡ 30

H-A1 5-10cm 腐植に頼る富む,石碑を含ます

細砂質壌土,髪,乾｡

A2 10115cm 腐植に富む,石疎に乏 し,細砂

質痩土,精々紫,乾o

B 以下 腐植を含む,石棟に富む,砂貰

壌土,敬,乾｡

根系は HIAl>A3>B の順に多く, H-Al腎には

太い根が多い｡全般に亘って菌糸が発達しているが,

#壷

､

J

IJ

J

_
J

Fig.2. ProfileN0.2.
BA-soil.

特に H-Aユ暦には顕著で,斑状の M骨が認められる｡推移状態は判然としている｡尾筋に近
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い中腹斜面のアカマツ,カシ林内の土壌で,BA型に属 しているが崩積土の様相を持っているO

土壌即 寺にB酎 ま相当深 く,アカマツの成育は至極良好であるo M 眉-の存在による A3瞥以

下の乾燥･は甚だ しい｡

主な植物は次の通 りである｡

Ⅰ アカマツ (a),モ ミ (o),サクラ (r),シラカシ (0)

Ⅰ シヒ (f)

Ⅷ ヒサカキ (f), ヒメシャラ (o)

ProtileNo.3.BE型土壌 (崩領土)

99林班札 傾斜 :10 0, 方位‥N20oE, 母岩 :輝石安山岩,傾斜面下部の綬斜地

Profileの説明

F(L) 1cm スギ落葉｡

A.. 10cm 黒褐色,腐植に頗る富む,石嫌

を含 真幸,埴質 壌土,粗髪 ,

湿｡

A2 22cm 芸酎局色,腐植に富む,石棟に乏

し,細砂質土褒士 ,軟,湿o

A3 18cm 褐色,腐植 を含む, 石疎を含

む,細砂質填｣二,堅,湿o

B IOcm 黄鴇色,腐植 を含 ます,石軟に

頗る富む,砂質壌土,堅,湿｡

根系は AtL二ヽAl>A3 の順であるO 間伐試験地内の

スギ優良林分下士唾であるO威熟 した崩積土で腐植含

量 も多 く,良 く蕗透 し,推移状態は Al,A2 は漸変的 50

である｡下唇部に浮石骨が多少認められ,或いは根系

の伸長 を妨げているのではないかと思われる｡地床植

物には湿性の ものが多い｡

附近の主な植生は二大の通 りであるo

I スギ 60年生,生育良好

Ⅰ 一一一

Ⅱ ムラサキシキブ (r),アブラチャン (f), ミ

ソバウツギ (o), ヒサカキ (0), アオキ

(o),コミネカ-ヂ (o), ㌣マザクラ (o),

ヤマグワ (r), サワアジサイ (f)

;I
,)
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落
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Fig.3.ProfileN0.3.
BEーSOil.
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Ⅳ チゴユリ (f),アケビ(r),ヤブコウジ (r), ドクダ ミ (o),ヤマブ ドウ rr)

ProtileNo･4･BD型土壌 (崩横土)

146林軌 傾斜 ･･50, 万位:N40oW, 振放高 :480m, 母岩 :輝石安山岩,平坦地

Profileの説明

F(L) 1cm スギ落葉｡

Al 12cm 腐植に 頼る富む, 石磯 を含 ま

す ,埴質乃至亜種質壌土｡

A2 10cm 腐植に富む,石碑 を含 ます ,細

砂質壌土,精 々軟,湿,根系多

し｡

B 14cm 腐植に乏 し,石磯に乏 し,砂貫

壌土,壁 ,湿｡

C 以下 頗る堅,下部は洋右瞥(,

株系は Aコ>Al>Bの順に多く,C履一に 5cm 内外

の洋右暦があるO各暦の推移状態は判然としている｡

特に B,C 骨間は明らかである｡

60年生のスギ造林地で成育は祝 して良好であるが,

樹冠の観察上既に成長が停止 しているのではないかと

見 られる｡ これは洋右昏により根系の伸長が阻害 され

ているように見 られるO

主なる植生は次のようである｡

Fig.4.Pr.fil｡N..4. t スギ,60年生,成育状況概 して良好 (a)

Bl'-soil･ 丑 - 一

斑 ムラサキシキブ (o),アブラチャン (f), ミツバウツギ (i), ヒサカキ (o), ミネカ

ニデ (r), ヤマザクラ (ど), ヤマグワ (o)

Ⅳ サル トリイバ ラ (r)

ProffleNo･5lBB型土壌 (定積土)

153本樟勘 傾斜 ‥150, 方位 =N60oW, 海抜高 :540m, 母岩 ‥輝石安山岩 , 中腹小峰

部,産科地
●

Profileの説明

F-H 1cm スギ落葉少々｡

A1 5cm 鷹栖に頗る富む, 石磯に乏 し, 細砂質壌土,や 1軌 .潤, granular

structure.
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A2 10cm 腐植に富む′石碑 を含む,細砂

質壌土,や 1堅,潤, blocky

strucLure.

B 16cm 鷹栖を含む,石碑 こ富む,砂質

壌土,精 々堅,潤｡

租系は A｡>Al>Bの順に発達 し,各官位の推移状

態 (特に B,C骨間)は判然としている｡山腹斜面の

スギ不良林分の土壌であるO林内にはカシ類等の紫茸

が目立つO全般に土壌は粒状を呈するO屠梅の侵入は

少ない｡根の発達は A3昏附近が一番多いoC骨は,'揮

石像となっているO理学性は一見不良であるD

骨断面附近の主な植生は二欠の通 りであるO

r スギ,

C 成績不

良 (a)

丑 -- 10

Ⅳ ヤマザ

クラ

(o),

Fig.5.ProfileN0.5. ヒサカ
B工トSOii.

キ(f),

アオガシ (0),ヤブムラサキ (r),イヌツゲ

(r), クロモジ (r), ヒヒラギ (f),サワシ

･{カエデ (o),ホホ (r),ブナ (o),ヤ7-

ンノキ (r)

ProfileNo･6･BD型土壌

47林班,傾斜 :350,君方位 :S20 oE,海抜高 :500 60

m,母岩 :輝緑:扮岩,中腹倉科地

Profileの説明

F-H 2､3cm スギ落葉を含む｡

Al lOr20cm 腐植に頗る富む,石動 こ乏 し,

細砂質壌土,怒,潤｡

AB 10-20cm 腐植に富む,右横を含む,細砂

.

.

..
｣
･..Tq
LLk
･JL,.T.;;..･
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･
､
[
･

.
･.
I
.

Fig.6. ProfileN0.6.

B工)-Soil.
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質壌土,梢 軟々,潤｡

B1 20cm 腐植に乏 し,石磯に富む,砂質壌土 梢 々堅,潤o

BB 洋右が点在する｡腐植を含 ま丸 石磯 を含む,輯貫壌土 堅,臥

根系は A2>Al>Bの順に発達 しているo各駅 】の推移状態はやや判然としているが Bl,

B｡郡 馴こ於いては漸変的である｡ Bz暦には洋右を多く認めるO普通JjBn塑土壌で,TF･常

な威昏状態を示 しているOスギの成育は良好 と認められるO

地床植物 としては漁性型のもの も見られるが,乾性の ものが過隼をrLTめているO

主なる植生は攻の通 りである｡

Ⅰ スギ,成育良好 (a)

D 1-I

Ⅶ クロモ ジ (i),アセビ (r),シキ ミ (f), イヌツゲ (r),ムラサキシキナ (o),シラ

カシ (0), イヌガヤ (0), -ナイカダ (r), アブラチャン (0), ミネカエデ (r),

ヒヒラギ (r),ツバキ (r), ヒサカキ (0), エゴノキ (0), イヌガシ (0), イヌツ

ゲ (r)

Ⅳ チ ゴ - 1) (o), ツ タ ウ ノしシ (r)

第 4 表 化 学 的 性 質

Table4. Chemicalpropertiesofsoils.
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4, 室内実験成績

3.に記載 した土壌瞥断面の物理的及び化学的実験成績は第 ?表及び第 4表の様になる｡この

実験結果の検討は分析点数が少いので今は行えないが,将来の資料 として托録 したo

Ⅱ 考 察

(1) BA型土壌

この土壌は乾性褐色森林土であり,本経営区内では風簡地 となっている所に多く見られる｡

この土壌に針葉横のスギ林を仕立てることは甚だ危険である0本経営区では薪炭林少く,その

需給にも事欠く現状であるから,天然更新によるや 1長伐期の落葉広葉樹薪炭林を仕立てて,

需給rr,調整をはかると共に,地力の保持増進に務むべきである｡

伐採に当っては大面積の皆伐によって林地を裸けけ ることを避け適宜保護構帯を保存するこ

と等細心の注意を行いつつ経営することが望ましい｡

(2) Bp.型土壌

この土壌は火山堆積及び張出 した尾棟の風簡又は37-lL'燥地に出現する二寸二境である｡針葉樹の人

工造林は困難であるO従って広葉横の薪炭林を仕立てる事が好 ましいO尤 も風衝関係の比較的

少い所ではアカマツ,モ ミ,ヒノキ等の人工造林 も広葉樹 との混交林 として育成すれば不可能

ではないと思われるo

(3) B(,型土壌

この土壌の生成と風衝との問には密接な関係があるようである｡火山友と樹木生理との関係

については,未だ定説を得るに至っていないようであるが,この地方J:,火山衣定積土のスギの

生育は良好でない｡ これに反 し,ヒノキはかな り良好な生育を示 している｡崩積土ではスギの

生育がやや良好のように認められるが,充分な成長を示すとは云い難い｡ ヒノキはやや良好で

ある｡ この土壌型は人工造林横位 としては,ヒノキの方が安全で効果的と認められる｡

(4) BD型土壌

この土壌は地域全面に亘って最 も広 く分布 しているO-椴にスギ,ヒノキ共に良好な生育を

途けているが,火山衣の定積土地帯ではスギは不良である｡火LLl友の Bl)型土唾には ヒノキの

人工造林がよいと思われるo 崩積土にはなるべ くスギを造林 して,良好な林分を仕立てるのが

好 ましい｡

(5) BE型土壌

木型土壌は一般に渓谷に画 した斜面下部の崩積地帯に現われる二土二壕で,理学性良好であるか

ら原則 として,スギの人工造林地帯 とする｡ B工)型崩積土壌 と共に天城スギの莫林を形成する

ものと推測される｡但 し雑木,雄革,殊に蔓茎植物等の繁茂 も旺盛であるか ら幼時の手人と除

伐,間伐等の保育に万全 を期すことが必要である｡
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tiE型土塊の うち,海抜高の高い台地の火山衣堆積｣二(定積土)地帯ではスギ,ヒノキの人工

遷林は不良である Oこの地帯には広葉柏を主とする天然生林を仕立てるのが最 も安全であるo

この地域Jlブナの天然美林は保有 し度レ､O然 し乍ら,択伐作業によって周到な注意の下に行え

ば風衝の甚 しくない所ではヒノキD人工造林に依って相当の成績 を牧め得るi=思われるO

(6) G 型 土 塊

既述のように この土壌は特殊なものであるか ら, 天然の林を保持することが必要と思われ

るO

(7) 軽 石 地 帯

蹄 して.洋右質流紋岩が地表一両に分布する地帯で,僅かな岩石の風化物並びに腐植よりなる

細土が岩塊の間隙を僅かに充しているにすぎない｡

この地帯は小起伏を伴 う絞斜地で,硯在 スギ,ヒノキの人工造林が行われ,相当の成績を収

めてLへる.即ち, 小起伏の凹雌 は可成 りよく生育 しているが,凸地は成績 不良で,落葉広葉樹

林に変っている箇所 も多い｡これは前者は後者に比較 して,細土の生成並に堆積の条件が良い

のは勿論であるが,この他に岩石の節理と伏流水の関係があるものと推察されるD

この地域の先業は党づ以て専 ら細土の保存造成に努力しなければならなしJIoよって広葉樹の

天然生林を仕立てるのが 班想的であるO 現在U)成績を勘案すれば, 凹地にはヒノキ林を造威

し,凸地は広葉樹又はキ ミ,ツガ,カヤの混交 した天然生林を仕立て,針広混交林とするのが望

ましい｡

第 5表 土巌型による更新徳地区分面積表

Table5. Managementplanbasedonclassifiedsoilt-,.
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作業方津は択伐作業 を取 り,天面積の忠僕作業は厳に慎 しむべきであろうロ

以上の考えか らこじ壌型による更新適地区分を行えば,第 5表の如 くなる｡

Ⅳ 摘 要

本調査は伊豆牛島,脊梁山脈北側斜面一一帯に亘る天城営林署管内田方経営区の土壌の葉閉り並

びにその分布を調査 し,土壌型に立脚 した森林崖営方針を確立するため,国有林野土壌調査要

綱に塞いて実施 した ものであるO

(1) 地形は脊梁山脈の陵線を甫眼 とした一般に北面の傾斜で,東西に長 くその間塵多の渓

谷によって区切 られた輪廻の進んだ火山地形である｡

地質は中央本谷の渓谷 を境 として,西部は輝緑扮岩,東部は輝石安山岩,玄武岩,戟瑞賢流

紋岩等である｡

(2) 当経営区の気候は年平均気温 16.5度,年降水量 2,919mm,降霜 日数 27日,降雪

日数 11 日の海洋性温暖多雨な気候である｡

(3) 土壌型は褐色森林土壌に入るもJlであるが,夏にこれを6程の土壌型に分類 したD即

ち BA型土壌 (乾性禍色森林土),BB型土壌 (乾性褐色森林土),Bc型｣二壊 (窮乾性褐 色森

林二f二),Br,型土壌 (適潤性褐色森林土),B｣∃型土壌 (猫湿性褐色森林土),G 塑土壌 (地下

水土 glei)であるD

(4) 土壌型 とそれに対する経営方針に就いては,BA型土壌は広葉樹天然生林 を,Bp.哩

土壁は広葉樹薪炭林を主とし,ヒノ千 ,アカマツ,モ ミの人工林を,Bc型土壌には ヒノキ林

及び広葉樹天然生林 を期待すべきであろうoBT'塑土垂の定石臼二に対 しては,広葉樹の天然生

林叉は ヒノキ造林地 とし,ある一部に対 してはスギの造林 も良いと思われるO崩積土ではスギ

林 を,BL.型崩積土は原則 として,スギの人工林を,そJl上部台地の定積土上は現在ブナを主

としている天然生林 を,一部に ヒノキの人工林 を造成する様に したい｡
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R6sum6

1.Theclassification offorestsoilsandthedistributionoftheclassified

soilsatTagatanationalforestwhichissituated on thenorthern sideofthe

AmagimountainrangeonIzupeninsulaarereported･
ThissurveyisaimedtoglVeaconcretebasementtotheforestmanagement

ofthisdistrict.
2.Bed rocksoftheareasurveyed arediabase-porphyriteinthewestern

halfandpyroxene-andesite,basaltandrhyoliteintheeastern half･ Climatic
factorsare asfollows:Mean annualprecipitation:2919mm･,A-ualmean

temperature:16.5oC･
3.Thesoilsofthisareawhichbelongtothebrownforestsoilgroupare

claESifiedintothe6soil-fam iliesaccordingtotheOhmasa'ssystemづ÷:BA-,BJ3-,

Bc-,Bl'-,BE-andG-soils･Thedistributionofthesec一assifiedsoilsisshown
intheattachedsoilmap.

4.ThemorphologlCalfeaturesofthetypicalprofilesofeach family are
described_. Somechemicalandmechanicalanalysisoftheabt)VeSOilsarealso
done.

5.Itisobservedthatthegrowthoftreesandfloralcompositionareclosely

related to themorphologicalfeaturesofsoils.Thenumericaldataconcerning
thisrelationship,however,arenotobtained.

6.Accordingtotheresultsofthissurvey,thefollowingwillbeconcluded:
The area oftheBA-Soilshould be一eftasnaturalforestsforthepurposeof

erosioncontrolandsoilconservation.TheareaoftheBI卜SOilmay principally

beutilizedasHinoki(Chamaeciparisoblusa)orMomi(Abiesfirma)plantation
and partly asforestsforfuelwoods. The area of BcI-soilmay Hinoki

plantation.,Thearea oftheBD-soilmay be planted withHinokiandSugi
(Criplomertajaponica). The area of BEISOilisbestfitted forthe Sugi
plantation,

Animportantthing,however,mustbementionedhere. Theresidualsoils
originated from volcanicash-JY-L:i-arewidely distributedinthisarea,andthese
soilsarealmostalwaysunfitforSugiplantationevenin thecaseOftheB】]r

soil.Andthecompactlayerofpumicesometimesappearsintheprofile.When
thislayerexistsnearthesurfaceofthesoilthegrowthofconiferoustreesis
greatlyhampered.

itOhmasa,M.:1951,Studiesonbeechforestsoils,ForestsoilsofJapan,Report1,
ForestExperimentStation,Japan.

xl*TheseareshownontheInaPbyreddotts
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l 経 管 区 の 概 況

A 地 況

1. 位 置

静岡県伊豆牛島の中央部 を,ほぼ東西に走る連山の総称が,所謂天城連峰で,そJ-)大部分が

国有林である｡賀茂経営区は,その うちの南牛部 を占め,北草部のHj方経営区とは,天城連峰

の主脈を境に,恰 も腹背の関係にある｡

その広が りは賀茂郡仁科 .EFlJH･上河津 ･城東のLTilケ村に跨っている｡総面積は7,651A5ha

であるO(位退園 貢参照)

2. 地 形

経営区の山容は,幼年期末から壮年期に移 りつ ｣あるもので,未だ幼年期の形状 を示すE｢j方

蓬営区に比較 して,開析作用が進み,地形は造かに急峻複雑になっている｡

経営区は,三階滝 ･仁科本谷 ･F'-1川 ･地代 ･天鍋 ･萩 ノ入 ･河津本谷 ･奥原 ･佐賀野 ･白田

･片瀬 ･奈良本等の各団地に分･かれる｡細部の地形は区々であるが,相対的に見れば,三階沌

･地代 ･片瀬の団地は綬斜地形 となっているが,他の団地は,一般に急峻た地形で,:ヒ境の侵

蝕作用が旺盛であるo 椅盗営区rf)西側の団地,三階滝 ･仁科木谷 ･白川は,ほぼ四面 している

が,他J)団地即ち経営区の大勢は,ほぼ~南面 していると見てよい0

3. 地 質

を.チ(めている.従つで大部分が噴出岩及び火山掲出物から成っているo

経営区LTl西判′ま,猫越 火山(1)(5)の区域に属 し,変朽安山岩 ･石英安山岩 ･輝石安山岩類及び

集塊岩などからなっている｡ 経営区の乗車の地域は, 天城 火山(1)(5)に属 している｡ 天城 火山

は,伊豆牛島の数多の火山Jjうち,そJj生成が比較的新 しい二重火山であるo 又寄生火山が沢

山あ り,経営区の登尾山 もその-一つであるOこの区域では,輝石安山岩類が普通に見られるo

総 じて,経営区の火山岩は,安山岩が多いけれ ども,そればか りではなく,寄生火山には,

玄武岩 (萱尾山の西側斜面等)或いは浮石 ･黒曜石 (白Fr-)･片瀬の山頂附近寄)を掘出 した も

のがあるO

侍 りこLl]活動の産物 として,経営区の表面全域に 多少の差はあれ, 火山衣砂が 分布 している

が,これは母材料として土壌を特徴づけている｡

B 気 候

供 三牛島を大観すれば,棄 ･酉 ･南の三方が海洋に面 し,叉北方は,富士 ･足柄 ･箱根の連

LUに囲標 されているので,気候は海洋性様式を示 しているということが刑来る｡
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又天城LLJ系O,)南斜面をlh-める本経営区は北面を占める相方経営区(5)よりは一骨温暖の要素に

富んでいるo

Lか し経営区は,標高約 300-1,400m の間に介在 しているため.低折の平地 とは多分に典

って,所謂山岳気侭の仲仕を帯び,降水量の増加 冬期気温の著 しい低下,季節乱 tlj谷風の

現象を見て も,気候は可成 り苛酷になっているようである｡観察上では,巧守に駿河湾に面 した

西側の斜面上部は,冬期の北西風を直接受け,著 しい風徳地となっている｡ 叉 800m 前後の

所に所謂雲の懸 る銀があ りそれを境に峯中湿度に大きな変化が窺われる｡

環境因子として気候を考える場合には,地形の変化に基 く微気候が重要な意味をもつ もので

あり,これは局所的に相当臭ったものであろうと想像 される｡たた大気僕の参考 として,経営

区内の二観測地′たづ仁(脚註参照)の測候値を示せば=A:表の通 りである｡測f捌凱i昭和 14年から

23年までの 10 ヶ年聞平均値であるO

第 1 表 気 象 潮 測 表

Table1. C]imatologicalData.
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試みに上表からラング係数を算出してみると,萩 ノ人では 126(結霜期の 12-3月間を除

く),白r刊では 141(結霜期の 11-3月間を除 く)となる｡

固主風は,経営区の西側では,冬から春にかけて,北西-西風が,夏から秋にかけては,南

西 一南東風が卓越 し.東側では,冬から春にかけては.天体西風が.夏から秋にかけては,南

-滴東風が卓越するようであるD

甘註 観測地点｡

萩ノ入｡ 205林班内, 標高;273m, 北緯 ;34048′, 碩経;138oE5′

白田C 283林fiEE内, 標高;670m, 北緯 ;34050㌧ 東経;ユ38059′
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C 植 生 及 び 林 況

現在経営区の大部分は,スギを主とし,ヒノキを混 じた人工林 となっているが,断片的に見

られ る天然林相には,暖帯から況帯に亘る多 くの樹種が見られる｡多分往時低部では,シイ ･

カシ類,その他の常緑広葉樹 を主とし,標高の増加 とともに,漸≠こウラジロガシ ･アカガシ ･

モ ミ･ツガ ･ケヤ千等 を混 じた植相として分布 していた ものと思われるD

高所では,ブナを主 とし,これにカエデ類 ･ヒメシャラ等が混交 したiJnEgl帯性の落葉広葉樹林

が分布 している｡

甘 調査方法及び調査成績

A 調 査 方 法

調査の方法は原則 として,林業試験場述 ;森林土壌一調調方法書によったOその要領は攻の通

りである｡

1. 標準土壌暦断面調査及び試料採市方法

調査用断面は,位鼠 地形,植生及び母質物の概ね一様な地域毎に設定 し,設定に当っては

佃徴地形及び栢生等に留意 しっ ｣,数ヶ所に′ト断面を試掘 し,最 も正常な威骨状態をなす箇所

を掘乱 し,土壌型毎に調べ,必要事項 を記載 した｡

断面調査における主な記載事項 としては,各暦位の記載,各官位の推移状態,土壌の色,土

軽の麿権,土壌中の石疎及び結塊,土性,土壌の構造,土さ変の孔隙,土壌の堅密度,土壌の水

湿状態,根系の分布,その他特に観察 された事項等 と,附帯調査として,断面設定箇所を中心

に約 10m 匹1万の区域内の,喬木階 (I),従喬木階 (耳),港木階 (孤),草本 ･地表階 (Ⅳ).

その他の種名,出現頻度及び喬木 ,従喬木の平均直径,樹高を測定 した｡ 頻度はノ稀 (r),

少 (o),中庸 (f),多 (a),極多 (va)に分け,区域内に存在 しないが自然に存在すると考え

られるものには (+)の記号をつけ,又群生するものには (L)の記号をつけた｡

以上の調査終了後各替佐毎に,窒内実験用の供試土壌として,土壌採取円筒を用いて自然状

態の土壌の一定容積 を搾取 し,叉別に土壌袋に も採取 した｡

2. 土壌型分布図の作成

野外の土壌塑分布調査は,地形,植生,母質物等 を単位 として,土塊暦断面調査を行い,そ

の形態的特徴 を把握 し, 調査単位区内で数ヶ所試掘 したITg-断面がどの土壌型に属するかを判定

し,山G.'･,河 川,派,経路,境界等の固定標識及び気圧計により,地形図上の等高根 と関連 さ

天城山の野性木本植物については,倉EEl,陪氏(3)那,詳細調査を行われたので参照せられたいb

倍経営区の杯況につい-L'は,昭和 24年度第6次編成の経営案(,4)を参照されたい.
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せて位置を決め,土壌型の分布範囲を略銀により2万分 ノ1地形図上に図示 し,土壌型分布図

(土塊図)を作製 した｡

更に土壌型分布図上には,林木の威林或いは成長上郡 重な関係にあると見られる母質物,土

塊の堆積様式 (崩積土 ･定積土の相異)土性,岩層軌 岩石軌 基岩,風御 地,受蝕軌 その.

他必要事項を,併せて図示 した｡

3. 室内実験方法

(i) 物理的性質

土壌の物理的性質については,攻の事項について実験 した｡

(a) 自然状態の理学性

孔隊量,自然状態の容積重,最大容水量(容積及び重量),最小客気量,搾取暗合有水分量-

(ら) 土痕の棟械的組成

国際土壌学会規定A法 (ピペッ ト法)によった｡

(ii) 化学的性質

土壌の化学的性質については,攻の事項について実験 した｡

(a) pH 鈴木式 pH比色器を用いた｡

(b) 置換酸度 大工原法によったO

(C) 炭素 Tiurin法によったD

(d) 窒素 Kjel(bhl法によったO

B 調 査 成 績

1. 土壌の分類及び説明

造営区は全域が褐色森林土に属 してお り,B▲1,Bf3,B.二, Bl),BJ二,Bll.等の土塊型が見ら-

れ,局部的に黒色土系の土壌が出現 している｡又はっきりと′斬 胃ポ ドゾル化作用を受けた土壌-

は見当らないようである｡

なはこの経営区に現わALる土壌型の特徴の うち,標準の土痕型(2)とや し異る点 も認められ,

又 BD型土壌は主要造林樹種の生育と扱妙な関係にあ り,且つ形態学的な特徴にも差異が認め

られるのでこれを BI)′(や 1乾性に傾いた通潤性褐色森林土),BD(や 湿ゝ性に傾いた通潤性鴇

色森林土)の2亜型に分けることにしたので以下多少の説明を加えることにするo

BA型土壌 (乾性褐色森林土一傾斜地型)

標準の もの(a)に比較 して,有機物軌 ま余 り厚 くないが,F骨は常によく発達 しているoH瞥

(若 しくは F-H暦-)は,骨断面に現われる場合 と,現われぬ場合 とがある｡A層-は黒色を呈

し,この官とB管との境界は明瞭であるoB骨は可成 りの深部 まで,粗彰な粒状構造が発達 し

ている.時にAITLE-に接触する部分に,堅:県状構造が認められる場合があるO
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A瞥及びB暦には,外生菌根が分布 し,孔を掘る時に,特有な菌糸臭を甘 い,屡 々A骨及び

B暦には菌糸網替 (M督)が認められる｡

他の乾燥土塊で もそうであるように,この土壌で も亦喬木や並木の太い根が深 く土中に伸び

ている｡

この種の土盛は,凡んど峯筋や傾斜f辞廿に西南向傾斜面上部の風衛地に現われているo この

ような所は,又二上二壊暦の薄い謂わぼ基岩地状林地 となっている場合がある｡

BA型土壌に成育する植物は,乾燥地性植物と考えられるものが多い｡ シヤクナゲ科の植物

やコシダ等が粗 こ目立つo(Profile.1参照)

BB型土壌 (乾性褐色森林土一段斜地型)

B1,,型土壌は,おおむね梗準の もの(a)と同様な形態であるo

この土塵は媛傾斜地の山背,台地等の粕 ′こ西乃至南西面に現われ,多 くの場合 火山双の定積

土として認められるO (Profile2及び Profile2′参照)

Bc型土壌 (弱乾性褐色森林土)

Bu型土壌には,槙準の もJl(2)とこれJj未熟土的な もDと考えられるもJjとがある｡ 未熟士

的な ものは考碧準的な ものと同様な位置,地FF,;の所でそれ よりも地表面が 不安五三な所に分布す

る.土壌管断面の形態的な牛JJ-一徹としては一歳封こ髄質で士官の浅い場/合が多 く, Ao暦の発達が

貧弱で時には欠 くこともある.又官位の分化 も不充分で,腐植の含有量 も少 く又,浸透 も斑状

に認められることが多 く,そJjような部分に堅果状構造が認められる.土壌分布図にはこの両

者を一括図示 したが,Profile3は榎準の ものを Profile3′は未熟土的なものを例示 した も

のである｡ (p.99及び p.100参照)

BLl型土痕の分布は広 く, 傾斜面の三拝に風衝の影響を受けているような地形上に発達 してい

る｡

B工)'型土壌

恵準的な BIj型土壌(コ)よりや 1乾性に観察されるもので,H 督又は fLA 暦が比較的明瞭

に発達するoA暦は暗色を呈 してはし･lるが,や 1槌色 したような色調 として見られるoA暦･上

部には粒状構造が, A暦下部及び B暦･には塊状構造が発達する｡A暦及び B暦の境界はや

や判然としているものが多い｡菌根,菌糸は認められない｡

この種土壌は比較的安定 した地形上に火LIJ友の定積土とし,叉は B工)塑土塵に連続 してその

上部斜面に現われる｡

この土壇に成立するスギの成長は余 り良好 とは言えない｡(Profile4参照)

BI)壁.土壌

標準的な BD型土壌(2)の中でや 1湿性 と思われるものであるo F管及びIT暦の発達は僅少

で,A層･及び B骨の形態は,普通の BI)塑土壌 と同様で,両暦の推移状態は潮変的であるo
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幸として傾斜面の中腹以下に崩積土として現われる場合が多いが,往 々高所 (雲の懸る粗以

上)に火山衣の厚い定積土としても現われるO 定積土の場合暦断面は B】)'型土壌とほぼ相似

の形態を示すが,A暦は造かに探 く,crumb状IJl#造を示 し,より暗色に見られるO崩積二I･.上

のスギの成長は良好である｡Profile5は BI)型崩積土であるo

BE型土壌 (弱湿性鴇色森林土)

BF,型土壌は槙準の もの(B)に比較 してH暦の発達が貧弱であるO 腐植に富んだ粒状構造のA

暦が発達 し.又各骨位の推移状態は非常に漸変的なものが多い｡

この二1二境は傾斜面下部に崩積土 (Profile7参照) として現われる場合が多いが,時に高肝

(雲の懸る娩以上) 或いは森林に蔽われた台地状の内部に, 火山衣の定積土として≡呪われる場

合 もあるO(Profile6参照)

ヲシダ,ジフモンジシダ等が,当地域では BJ∃型土壌の指標的植物である｡

BF型土壌 (湿性褐色森林土)

BF型土壌はお金むね標準の もの(2)と同様 であるが, H暦よりもA暦のよく発達 した もの

が分布する｡ 渓流沿いの産科平坦地に極めて局所的に見 られるo

Bl型土壌 (黒色土)

経営区で見られる Bl型土塊は火山友 を母材料とした もので,視色土との中間的な形態をも

った ものであるが,一応 Bl型土痕として別に分類 したo 局部的に按斜面上に分布 しているC

(Profile8参照)

2. 土壌型の分布

経営区の各種土壌型分布 の大様は,添付の土壌図の通 りである｡

この土壌図は,天城脊梁山脈の北牛田方経営区とはや i趣 を異にし,その南牛 を古め,より

侵蝕作用の進んだ地形は,必然的に土壌分布に相異を示 し,宜視的には乾性土壌の分布が多く

且つ複雑なものとなっている｡

各種土壌型が出現する梗式的な一般地形については,前項で夫々述べた通 りであるD

経営区は三方海洋に囲まれた孤立山系であるため季節風 と,史に又直接海洋に画 した急峻地

形は山谷風の影響 を多分に受け,土壌生成に際 し(2),樹冠上 を吹き渡る風が乾燥の要素と考え

られる Bo型土壌が可成 りの広範囲を占めて分布 し,造林地にこのような土壌が見 られる場合

は,例外なく不成績林分 となっているO更に風の直接当る所では (経営区の西海岸 に両 した斜

面上部に多い)BA型土壌が多く分布 し,たまたま造林地となっている場合は,林木の成立す

ら危ぶまれる程の不成績地となっているDBB型土壌の分布は限られている｡BT)'型土壌,BI)

型土塊は全域に広 く分布するが,BE塑土壌の分布は広 くない｡B工)型土壌,Bl]型土壌LIJ-1発

達する地形的性状から崩積土が多く,又経営区におけるスギ,ヒノ牛の優良造林地は,殆んど
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これ ら土壁型上に限られているO叉雲の,懸る線 より上部の高所は,相当湿潤な地帯となってい

るが,こ1によく B工,型土嵐 B｣]型土壌の火山衣を相当量含んだ定積土が分布する｡往々こ

の ような定積士上がスギ,ヒノキの造林地となっている場合は,直径成長に比 し樹高威長が劣

り同型の崩積土上で見たような旺盛に成育 してる林分は見当らなしへ｡特にこ 1ではスギの壮齢

樹は樹冠が淋 しく,又 ヒノキの徳利病が注意を惹 く｡

その他二,三の土壌型が極めて局所的に分布 している｡

各種土塊塑分布の大網は土壁図に譲ることにし,簡単に経営区を流域別に分けて,分布の概

要を説明すれば三大の通 りであるO

三階滝流域は大滝川の入口附近の一部 を除いては,全般に揖 斗地形で火山衣の堆積とも相保

って土壌管は深 く,他の流域に比 しやや湿性に傾いた土壁の分布が広 くなっているが,崩横土

の占める面積は割合少 くなっている｡ しか し4林班内には典型的な BE型及び BJ)型崩積土が

且られ,板 ケ沢その他の沢筋にも,土壌図に表現できない程D小範囲ではあるが,BE型及び

BJ)型崩積･iL-士分布 している0 1,2,3,9,10,14,15,21林班等の沢筋斜面には 岩石地が

多 く,これらの急斜面では土壌暦の浅いB｡型土壌の分布が広い｡8林班を中心とした 6,7,

ll,12林班等の一部には,前項の所謂Bl型土壌が分布 している｡上部の 22,24木村旺周辺は

風徳地とな り,暦断面qlに堅い火山砂 ･硬骨を挟んだ乾性土[変が分布 し,林木の成育は大いに

_阻害 されている012,13林班鼎で酎 背いJj空牡状草生地には,EF型土壌が分布 している｡

仁科木谷川流域は,全般に倉科地形て岩石地J-)'hl布が多 く,特に28-30林班及び44-47林

1牡沢筋, 49-52林班は甚 しい｡ 又地形上から受蝕地 も見 られ,46,49,50林班には牛かこ多

く観察 され,i-.観官の薄い BA塑土壌及び 臥 型土壁の分布が広 く,それらは未熟土的な形態

をとるものが多い｡高所 を占める25,26,31,57林班及び猿山附近 とこの問に介在する58,

59林班等比較的安定 した嬢斜地形上には, Bl)型及び BE型火山安定技士が分布 している｡

蘭 58,59林班のブナ林下には,梗式的な Bc型火山衣定積土 も見られる｡BD型及び BE型

崩積士は, 48,49林粗大ガ沢筋に広 く分布 し,その他 34-36林班の木谷川筋及び湧水面附

進 にも見 られるが,分布は広 くないo

張 り出 した尾根 或いは 高所の北西面は風街地 となり, 尾筋にほぼ帯状に BA型土壌が分布

し,林木は辛 うじて成立 している程度である｡

白川流域は仁科木谷川流域 と地形が類似 してお り,同様な意味で岩石地及び乾性土壌の分布

が広いoBA型土壁とEL,型土壌の分布は,流域面積の約牛ばを占めている｡82,84,85林班

の赤沢筋及び 95,97,98林批等は岩石地が多く,その尾柱筋,斜面上部には広 くBA型土壌

が分布 しているO粕 こ中尾根では典型的な BA型土壌が見 られる｡標式的なものではたいが ,

念斜面上に 130型土壌が可成 りの面積に分布 しているが,BJ'型及び BB型土壌の分布は遥か

に少 くなっている｡火山衣定積土は､69林弧 上部に,崩積土及び崩積的岩石地は沢筋特に 62
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林批下部,本沢,滝 ノ沢,ノゲノ沢等に分布 している｡この流域 も風両地が多 く,西北面の峯

部特に萩 ノ入部内との境界附近は甚 しい｡

池代川流域は全般には出 汁で,BJ3型及び BT,′型 リlLLJ衣定積土の分布が比較的広 くなってい

るO-部硫黄川筋の 117, 118,121,122,130林耽等は急峻で,岩石地が多い｡BD′型火LLJ

衣定積土は,Bc型土壌についで広 く分布 し,こ ｣ではヒノキが成長,形質とも良好な威林状

態 を見せている所が多いO (120,124,125林班内等)長九郎,三方平,天網界周辺のブナを

主とした天然生林内及びスギ林内には,梗式的な Bc型の火山衆定積土が見られる｡典型的な

Bt)型土壌は殆んど崩積土 として現われるが,火山衣の影響 も顕著であるo BE型崩積土の分

布は狭 く,別当沢,硫黄川径路,カンス川筋及び 109林班内部等に分布 しているが′図に表現

できない程度である｡BJ;型 火山衣定積土は,116林班内部等に極めて僅かに見 られるのみで

ある｡

大綱川流域は経営区で も最 も急峻で,斜面には旺盛な土壌侵蝕が予想され,土壌暦の落し､乾

性Jiリ_土壌 (殊に未熟二1泊勺な Bc型土壌)の分布が広い0142,148,158木村虻の斜面下郡,ゴウ

ヤギ匡路筋等には,BI)塑及び Bl]型崩積土が分布 しているD極めて局所的ではあるが,139

林班折筋等崩積地形の個所に,岩層の堆積 した所謂崩稜的岩石地が見 られる｡ こ 1では伏流現

象のため屡 々倖艮なスギ林分の成立を見ることがある｡火山友の厚 く堆積 した湿性型土壌は殆

んど見られたいOゴウヤギ峠を仁帆 ､とした峯筋は風衝地となり,この周辺には BA型土壌が分

布 しているD

萩乗川流域では,斜面J:,は BrJ型土壌の分布が広 く,流域面積の約 1/3を占めている｡特に

166-170市部E, 190-194林班等の急斜地では,侵蝕作用による風化土壌の流亡のため岩石

地が多 く,未熟土的な形態をとる Bぐ型土壌が広 く,峯筋では BA型土壌が比較的広く分布 し

ている｡ 珪石衛門峯, 天峯等の峯郡の草j=iRJ也は, 土壌骨は厚いが乾性の火山未定棋士となっ

ているD 白川径路筋粗 こ172林現周辺′ 諸坪沢筋,184,185林班料簡 下部,マシバ沢筋に

は B工,型及び Bl]型崩積土が分布 し′同型のりこ山女定積土で 170林班内部,1CO,191林班の

上部,金山沢径路周辺に見られるものは土壌′軌 ま厚いが, 諸坪沢頭部 180林班,猿山周辺の

181,187,188林班上部で見られるものは前者より厚 くないようであるD

田方経営区界,他流域鼎 ,その他の峯筋に風衝地が見られるが,.西海岸斜面程ではない｡

河津本谷川流域は,Bl)型及びBl∃型崩穣土の分布が他の流域に較べ広 く,223,225,226林

･班斜面下部に見 られるものはその典型的の ものである｡251林班内林道沿いのスギ美林下土壌

ち,岩層 を多 く含んだ P,i;型崩積土である｡寒天 234,241-246林班の下牛等は同様 B】)塗

及び Bl]型崩積土ではあるが,-一般に崩積の度が減 じ火山衆の影響が多 くなっている0 211,

217林班界沢筋,アシバ沢筋,218,219,222林班界沢筋, 中開葉の沢筋,河西本谷径路潤い

は,崩積土と言 うより崩鏡的な岩石地とな り,伏流現象とともにスギの成長は良好である｡一
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方小滝 ノ沢,相 ノiF(, 231,232林粒界の沢,大杉沢等に望む斜面は, 急峻で岩石地が広 くな

っている07シバ沢,小坂谷,寺の沢等の頭部の 214,220,227林班,238-240林班,登 り

尾岳 257林和の竣斜面上には,火山友が厚 く堆稼 した湿性の定積土が分布 している｡Bl/型土

壌は 234-245林班等の稔斜面上に火山衣定積土として分布 し,Bc型土軽は 228-233,246

-249林取上牛等の急斜面に模式的なものではないが,不安定な盾断面として分布するものが

多い｡257林班内に局部的に Bl型土壌が見られる｡

奥原川流域は南面 し,嬢斜地の背筋 (261,262林 班等)にに比較的広 くBD型土壌が分布 し

ているD断面に明瞭な火山砂 ･磯FFが認められる安定 した火山友定積土となっているものが多

いoBl)′型土壁の分布は董:も広 く,断面には矢張 り明瞭な火山砂棟暦の認められる火山衣の定

積土の形態をとるものが多い｡落 シLU,265林班峯部等には,BA型土塊が見られる｡265林班

及び 258-260林班の一部では,岩石地の多い急斜面上に土壌管の薄い Bcl型土壌が分布 し,

梗式的な Bc型土壌は266林班の南東斜面に少 しく分布している｡Br)型及び BE型崩横土の

分布は狭く,特に BE型土塊は僅かに 218,260,261林iJJE沢筋に見られる程度である｡叉登 り

吊岳 266林弧J溝口の較斜面には厚い火山衣定積土が見られるO

佐賀野川流域の272,275林朋等には,湿性型の火山衆定積二L二が,同型の崩積土はシタノ沢,

木沢筋等に見られ,その分布は広 くないが,268林班斜面下部には典型的なBE型崩積土が見

られる｡又269林班の斜面下郡は,崩積的岩石地となっている｡全般的に急峻で,岩石地が多

くと睦に 270,271林叩=等は原著である｡このような斜面では,土壌暦の浅い未熟土的な Bc型

土壌の分布が広 く,その尾筋には BA塑土塊が分布 している｡

白田Jll流域の 305-307,310,31ユ林班等の西南斜面は,急峻で軟式的な ものではないが,

土壌暦の薄い BA型或いは Bc型土壌の分布が広い｡又 286-290林二帆の中腹上部及び 298,

299,301-304林班の中腹上部 も,同様な乾性土壌の分布が広い｡ 290,293林班中腹上部斜

軌 こは,比較的模式的な Bc型土壌が分布 している｡ これ らの急斜面では,彩 しい土壌侵蝕が

行われている｡B工)′型土壌はほぼ B()塑土壌の下端に三重続 して帯状に分布 しているoBI)塑及

び BE型崩積土は,和佃沢,槍沢筋 313-316林批斜面下部では多 くの岩層を含んで見られ,

288林ヨ粧,290-293林班界周辺,297,308-310林班等の林内凹状地では,火山.矢の多量を含

んで見られる｡一般に本流域の沢筋崩積地形の所は,岩石砲となっている場合が多い｡

片瀬部内の 324-326林班の大部分,318-323林班の一部分は殆んど平坦状の校斜地で,火

山衣 を多 く含んだ B工,′型及び Bi)型土暁が広 く分布 している｡一応崩棋士と見られるものが~

多いが,安定 した地形のため断面の性質は寧ろ定積･土と考えた方がよしへQ これら地域の上郡即

ち 318-321林班の上部や 327林班は急峻で,所謂土壌の供給源であり,全般に乾性に傾いて

いる｡ 一大峯の北牛はや 1安定 した Bl)′型或いは B工;型火山衣定積土が見られるが,商学には_

BA型土壌が多 く分布 している｡
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奈良本部内の 338林班は急峻で,受蝕地 も見られ殆んど全域が土壌暦の蕗いBc型及びBA塑

土壌となっているO又333林〕粧及び 334-337林班の奈良本川斜面 も急峻で岩石地が多 く,同

様土壌暦の薄い Bc型土壌の分布が広い｡これら土壌は叉未熟土的な傾向をとるものが多い｡

参考林内は BI)'型及び B工)型崩積土の分布が広 く,斜面上部に硬式的なBc型土壌を見る｡

以上 をとりまとめて各土塊型の一般的な分布傾向を見ると,BA型土壌は峯筋,西南向斜面

等に梗式的なものは安定 した定積土として現われるがその範囲は少 く,寧ろ極端な風衝地或い

は土壌の侵蝕流亡の烈 しい急斜面上に,土壌暦の薄い謂わぼ基岩地状となって現われる場合が

多Lへ｡BIi型土壌は斜面の眉,或いは峯筋,産科面等,地形の安定 した師に例外なく分布 して

いるO火LLJ布火を多く含んだ定積土が多いが,本型土壌の分布は限られているD Bc型土壌は,

高所の比較的綬斜面上に安定 した定積土として毒碧式的なものが見られるが,そのL!-iめる面積は

狭いo土壌の移動 し易い急斜地或いは屡 渓々谷に望む斜面等,一般的に風衝の影響を受けると

思われる地形上にBo型土壌の特徴をもった土壌の分布が極めて広 く,屡 未々熟土的な形態を

とる場合があるo B工)'型土喪は,これらBc型土壁orF方に連続 して比較的安定 した地形上に

定積土の型で分布するものが多く,時に この形態J)土壌は高所に 火山衣定積土として分布す

るO 又歴 々この型の 土壌は急峻な接触 地形の桝にタ 不安定な未熟土的昏断面を呈 して現われ

る｡ BT)′型土壌の分布は最 も広い｡BD型土壌は殆んど崩横土として, 沢筋, 傾斜面下部,

湧水而周辺等に分布 し,BD′型土壌に比 L小範囲ではあるが,火山衣の厚い定積土として,柿

内凹地或いは高所の車齢-1･地に分布 しているo BJ;型土壌の分布は,BJ)型土壌とほぼ同様な傾

向にあるが,その分布は少い｡その他 BF型土壌, Bl型土痕が前述のように局PJ1-朋 に分布 し

ている｡

攻に経営区に現われる各種土壌型の分布両横 を,プラニメーターにより林班別に概算 々LtJlす

れば二欠表の通 りである｡
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第2表 各過当区別流域別土壌型分布面積

Table2.Areasoftherespectivetypeofsoilineachmanagingunit.

担当区 流 域 別 麻叫 面 積
1 ha

仁 科 三 隅 滝 ･ 1 21･93

2 27.77

3 22.90
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5 21.63

11

11 23.35

13; 31･40
14; ll.91

ト

1

20 27.40

f221 5.32
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1

小 計 510.75
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面 積

林野土歩調査報告 第 3号

土 壌 型
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(面ha積 .i
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27.01

三65:;≡i

林野土≠惑調査報告 第 3号

BA

げ

｡
･
2｡

-･5｡｡
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50

土

訂
Bc r

0.10 1.60

1.00 5.90

1
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l

備考 ()内は歩合犀｡

3. 土壌層断面の記載及び室内実験成穂

設定 した各種土壌型の槙式的な督断面について･説 10

明すると攻の通 りであるO侍]昏断面の設定個所は,土

塊図上にも示 したので参照 されたい｡
20

ProiileN0.1l BA型土壌 (定積土)

81林班内,傾斜 :320,万位 :S20oW,槙高二約

500m. 母岩 :変朽安山岩, 地形 :南南西に画 した

急斜面の上部｡

土壌唇断面

L-F 約 2cm アカマツ,カシ薪の新鮮な落葉

及び腐葉暦｡

H 約 5cm 黒鳶色の屠植替｡髭O乾｡菌糸

を認む｡ この下部に HIA暦を

00

3

4

50

60

僅かに見る｡

Bl 約 17cm 黄褐色｡ 右横に乏 し｡ 砂質填 70

土 ｡上部に nuttystructure.

軟｡乾｡

B_, 約 25cm 黄褐色o石碑き(角)に富む0秒質

圏

月

山

｢

J

ハ

u

~

-

~

-

弟

∴
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Fig.1.ProfileN0.1.
BA-SOil.
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壌土O弱度の loosegranularstructure･堅｡潤｡

C 石傑土｡堅｡

各官位の推移は一般に判然としているが, Bl-BBは漸変的であるO根は Bl暦に多 く,太

い根が見られるoH,B2,C暦にも僅かながら認められるO急斜面上部に現われ･る乾性土壌の

極端なもので,H暦がよく発達 しA啓は殆んど認められす,H-A管として僅かに認められるo

附近の主な植物

Ⅰ 天然性アカマツの大径木 (o)

皿 イ ク ジ ヒ (o), コジ ヒ (o), ウバ メガ シ (0), ナナ カマ ド (r), イ ヌマ キ (r),ア セ

ビ (f), ア カガ シ (0), タイ ミンクチ,{ナ (r), サ カキ (o), ネ ジキ (0), ヤ マモ

モ (r)

皿 ア セ ビ (f), ヒサ カキ (f), シ ヒ (o), ウル シ (0), シヤ クナ ゲ (o), コメッ ツ ジ

(o), タイ ミン グチ ノヾナ (o), ヒ ヒラギ (o), サ カキ (o), ネ ジキ (o), イ ヌマ キ~

(o), イヌツ ゲ (o), シキ ミ (0), モ ツ コ ク (o), ヤマ ザ クラ (r), ウ リカ-ヂ (r),

ア カガ シ (0), ツル シキ ミ (r), シ ラカ シ

(r), ヒ メシャ ラ (o), ツバ キ (0), ク ロモ

ジ (o), ナ ナ カマ ド (o)

Ⅳ ヤ ブカ ウ ジ (o), ウ ラジ ロ (0), タチ ッボ ス 10

ミレ (0), キ イチ ゴ (r), イ ヌツゲ (o), イ

ヌマ キ (o), サ}L,ト1)イバ ラ (r), ツ ル l)ン 20

ダ ウ (r), リンダ ウ (r)

ProfileN0.2.BB型土壌 (火山灰定積土)

261林班rXl,傾斜 :200,方位 :S40oE,標高:約

700m, 母岩 :輝石安山岩, 地形 ‥ほぼ簡東に伸び 40

る峯の背部

土壌層一断面

F(L) 約 2cm スギの新鮮な落葉及び腐菓管o

H 約 1cm 黒璃色の腐植唇｡

Al 約 4cm 暗褐色, 腐植に富む, 壌土,

A2

granularstructure, 粗馨 ,

乾,割目,孔院を認む｡菌糸が 70

僅かに発達 しているし

約 4cm 暗褐色,衛楢 を含む,細砂質壌

土｡ blockystructure,戟 ,

撃

三

脚
l:::%

.

.
1.～;:
.:.令

Fig.2.ProfileN0.2.
BfトSOil.
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潤｡

Bl 約 20cm 暗黄褐色,砂質壌土,nutty～blockystructure,敬,潤｡

Bコ 約 10cm 明黄褐色,洋右 を含む,砂質壌土,loosegranularstructure,敬,潤o

B3 約 13cm 黄褐色,洋右に富む｡砂質壌土D

Bi 以下 明黄褐色,堅密な輝石安山岩風化土,massive,湿D

根は Alに最 も多 く,A2これにつぎ,B⊥, Bコには僅かに分布するD各官位の推移は A⊥十

Aコは漸, A_q-Blは判, 以下漸変的である｡比較的緩い小峯部のスギ林下に現われている草乞

性土壌であるOスギの成長は不良で,樹冠が著 しく疎開 し,日射は直接地表に達する状態であ

る｡ この骨断面は さして 有機物啓の発達は原著ではないが, 構造は BTj型の特徴をもってい

るDB2,,B.3 盾は火山砂 ･磯 (洋右)の骨であるD

附近の主な植物

I スギ (a)(昭和 2年植栽,平均胸高直径約 8cm,平均視高約 5cm,成長不良)

Ⅱ コナラ (r),タラ (r),ネムノキ (r),モ ミ (r)

m サカキ (r),ツノヾキ (o), ヤブムラサキ (o),

クロモジ (f),シバグl) (r),ヌルデ (o),

ヤマ グ- (r), アヤビ (o), アブラチャン

(r), クマシヂ (r), ケヤキ (o), ヤマ-ギ

(o), イヌツゲ (o), グ ミ (f), ヒサカキ

(o),サンセウ (r), 7オガシ (r), ウツギ 20

(o),エゴノキ (r)

Ⅳ ヤブカウジ (f),ヤマブダウ (o),ツタウル

シ (0),ヤマギク (f), ノイバラ (o),ヌス

ビ ト-辛 (o), ミツノヾア ケ ビ (o), タチッボ

ス ミレ (0),センブリ (o),イタ ドリ (r),

カヤ (1.va)

ProfileN0.2/.BB塾土壌

231林班内,傾斜 :120,万位 :S42oW,標高 :約

800m, 母岩 :安山岩, 地形 :大 きな尾筋に近い南

西向緩斜面｡

土壌J替断面の説明

F 約 3cm 殆んど新鮮なブナD落葉｡

H 約 2cm 黒褐色の粗腐植 暦 ,菌糸 を散見

する｡

Fig.3.Pr()fileNo.2′
B】〕-s°i1.



賀茂経営区の土壌 (子幡 ･木崎 ･渡辺) - 99-

A】 約 7cm 暗褐色,腐植に頗る富む,壌土,granularstructure,影,孔隙あり,

乾｡

A2 約 18cm 暗黄褐色,腐植 を含む,細砂質壌土,nuttystructure,敬-堅,乾一潤｡

Bl 約 9cm 黄褐色,洋右少数,砂質壌土,blockystructure,軟一里,潤｡

B2 約 24cm 明黄褐色,火LLJ砂土,堅,潤o

B3 (以下) 耶黄褐色,亜粒質壌土(風化土壌),massive,湿｡

大 きな山頂部に近いモ ミ,ブナ林下士暁である,各官位の推移は Al→Aっは判然としている

が,他は漸変的であるo粗博相の堆積,暦棺の湊透,構造の点等から B工も型土壌と見られる｡

梶は Alに多数分布 し,A9,Bl暦に僅かに認められるO

附近の主な植物

t ブナ (o),モ ミ (r)

Ⅰ ウl)ノ､グカニヂ (o), シキ ミ (o), ブナ (o), ヤマザクラ (o),ツタモ ミジ (o),

アカシデ (o), 1)ヨウブ (r)

Fig.4.ProfileN0.3.
Bc-soil.

Ⅲ ミツバツ､ジ (f), クロモジ (o), アセt=r

(o)′ ヒサカキ (o), l)ヨウブ (o), ヒメシ

ャラ (r),ヤマザクラ (r)

TV ススグケ (lva), ミヤマカンスゲ (a),イヌ

ツ ゲ (r)

ProfileN0.3.Bc型土壌 (火山灰定積土)

112林班内, 傾斜 :120, 万位 :S52oW, 海抜

高 :約 980m, 母岩 .･変朽安山岩,地形 :西請西に

面 した大きな峯近 くの斜面｡

土壌瞥断面

F 約 3cm ブナその他広葉樹の落某藩校o

B fI 僅かに認め得る程度,FとHの

問に菌糸が認められる｡

Al 約 13cm 黒禍乃至暗褐色,腐植に頗る富

む,granularstructure,影 ,

淫,菌糸,菌根を多数認む｡

c A2 約 27cm 暗二郎 局色,荷椎 を含む,砧植賢

壌土,blocky-nuttystructure.

堅, 湿,菌糸,菌根を僅かに認

める｡
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B 約 30cm 暗黄褐色,石疎を含む,砂質壌土,massive,壁,湿｡

C 以下 石磯土,頗る墜O

根は Alに最 も多く草本 も見られ率 A2,B,C暦へと順次少くなっているo各官位の推移

揺,A1-AHま軌 A2-Bは札 B-C は明となっている｡標高の高いブナを主とした広葉

樹林下である｡ この附近は茎中湿度が高 く,又風衝地で もあるo地表は湿潤に感ぜられるが,

土壌の形態は案外乾性である｡

附近の主な植物o

I ブナ (f)

E ヒメシャラ (o), .)ヤウブ (o),ネジキ (r),ヤマザクラ (r),アセビ (f),ヤマモ

ミヂ (o)

Ⅱ アセビ (o),.)ヤウブ (o),クロモジ (r), アブラチャン (0), シキ ミ (0), コア

ヂサヰ (r),シヤクナゲ (o),イヌツゲ (o)

Ⅳ カンスゲ (va),ツルシキ ミ (a),ツタウルシ (r),マップサ (r)

profileNo_3′.Bc型土壌

100林班内, 傾斜 :300, 方位 :N44oW, 標高 :

約 820m, 母岩 :変朽安山岩, 地形 :北西に延びる

や 1FJ形の念斜面上｡

土壌管暦戸面

F 約 1cm スギ,ヒノキの新鮮な落莫｡

F-H 約 2cm 相当腐朽分解が進み,や 1粗蘭 20

楢に近いものが骨状に堆積,菌

糸 も僅かに散見される0 30

A 約 8cm 暗視色,腐植に頗る富む,亜埴

質壌土,granularstructure,
40

軟,湿o

Bl 約 9cm 暗黄褐色,腐植 を含む,亜埴質

壌土,nuttystructure,堅,潤o

B3 約 25cm 暗黄硯色,石棟 を含む,割目あ

り,細砂質壌土..部分･的に loose

granular structure 他は

blockystructure, 堅, 所 々

に軟い部分あり,潤o

B3 (以下) 明黄鴇色,石塵に富む,埴質壌

鮒

､

Fig.5.ProfileN0.3′.



賀茂経営区の土盛 (子幡 ･木崎 ･渡辺) - 1｢)1-

土,massive,堅,潤-湿｡

スギ,ヒノキ林分下の 急斜面上で見られる乾性土壌である｡ 両者の成長は極めて不良であ

る｡穣地形は急斜面の凸状地で,冬季 a々'li風が強 く当るものと見られるDA層-は浅 く,明るい

断面である｡ これは急斜による土壌侵蝕,傾斜流等が強 く作用 しているためと考えられる｡や

i探部の Bl暦が堅 く,判然とした nuttystructureの認められる点,腐植の状態等 よりBc型

土壌と考えられる｡各層位の推移は,A-Blは判然としているが,他は漸変的であるO梶はA

軌 こ最 も多 く,Bl,B2 暦に夫々その年分位分布 している｡ 急斜面で多少とも風簡となってい

るような所には, この種土壌の分布が広い｡ 伺一般に 更に傾斜の強い斜面では,未熟土的な

Bc型土壌が広 く分布 している｡

このような所では,スギの成長は不良であり, ヒノキも又良好 とはいえない｡

附近の主な植物｡

l ヒノキ (a),スギ (i)(両者とも大正3年植栽,平均胸高直径約 10cm1,平均樹高約

7m)

Ⅷ =Lアヂサイ (f),クロモジ (o), アブラチャン (0), コメツ､ジ (o), ヤブムラサ

...1

一
∃

111
'-

∃

千 (o), サクラ (r), サンセウ (r), ウ

グイスカブラ (r)

Ⅳ コメツ ､ジ (fJ, カシ類 (r), キイチゴ

Al (r), ノイバラ (r),サル トリイバラ (r),

ツタウルシ (r)O佃地床には苔類が群生 し

C1

(Vs-Vl)

ている｡

ProiileNo･4lBD′型土壌 (火山灰定積土)

263林班内, 傾斜 :100, 方位 :S12oE,槙高 :

約 800m, 母岩 :輝石安山岩, 地形 :東南東に延

びる緩い平坦状の斜面 ,上方は急斜 面となる｡

土壌替断面

F ▲約 1cm スギ,ヒノキの落葉藩校｡

rI 約 3cm 黒褐色腐植臥 粗彩 ,湿,細

根多数交錯 している｡

Al 約 11cm 黒褐色,腐植に富む,細砂貫

壌土,granularstructure,

軟,洞｡

AB 約 17cm 暗黄褐色,腐植 を含む,砂質

壌土,戟,潤｡
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Cl(Vs)約 10cm 明黄褐色,火山砂督,堅o

C2(Vs-Vl) 約 10cm 黄褐色乃至明黄褐色,火山砂,棟管.

C3(Vl) (以下) 火山鞭骨O

根は Alに多く,A,jこれにつぎ,火山砂 ･疎暦には殆んど認められないO

各層位の推移は Aユ→Aコは潮,A2→Clは明,Cl-C2 は判,°in,→C3 は潮であるo比較的

地形の安定 した所に現われている BIつ型土壁の乾性の ものである｡たまたま厚いしか も堅蜜な

火山砂 ･硬骨が暦中に認められる｡謂わば A-C土壌でこの火山砂 ･磯管のため根の生活圏が

制限されているものと考えられる｡ ヒノキの壮齢樹は安定 した成長威林状態を示 している｡

附近の主な植物｡

Ⅰ ヒノキ (a)(明治 31年植栽,平均胸高直径約 25cnl,平均横高約 14m)

皿 一

Ⅷ クロモジ (f), アブラチャン (f), ミヅキ (r), ゴンゼツ (r), サンセウ (r), エ

ゴノキ (r), コアデ 軒ヰ (o), アオガシ (r),アヤビ (o), ヤブムラサキ (r), ヤ

マグワ (r),ヤマザタラ (r), ネヂキ (r),ウツギ (r), ドウダンツツジ (r), ミネ

カ-デ (r),シキ ミ (r)ノイヌツゲ (o),ノイバラ (o)

Ⅳ ツタウルシ (0), ゴトウヅル (o), ミツバ

アケビ (r),フタl)シヅカ (r), クチッボス

ミレ (f),タウゲンバ (o)

ProfileNo･5･BLl型土壌 (崩積土)

308林鞘内,傾斜 :90,万位:N,捜高 :約 8001Tl,

母岩 :輝石安山岩,地形 :緩い傾斜をもって続いてい

る台地の内部,台地の上方は急斜 面であり又下方 も急

斜面をもって渓谷に望んでいるo

土壌管断面

L 約 5cm 比較的新鮮なスギの落葉落枝｡

H 約 1cm 黒褐色腐植臥 菌糸を散見,細

根が多い｡

A 約 25cm 腐植に頗る富む,砂質 壌土,

crumbstructure, 敬,潤｡

Vs 約 13cm 晴着褐色｡火山秒 ･横臥 腐植

を含ますo

B′ 30cm+ 暗黄褐色,腐植に乏 しい,砂質

20

30

40

50

60

70

Fig｡7.ProfileN0.5-

BIトSOil.
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壌土,敬,潤｡

根はA骨に多 く,Vsには認められない｡B′には多少分布 している｡各暦位の推移は可成 り

判然としている｡台地の内部に見られる崩積土で,スギは良好な威林状態を示 している｡火山

砂 ･磯FFは薄 く,堅い盤骨と云う程で もなく,根はこの骨を通 し更に B′に も伸びているOこ

の点余 り Vsは,威長上に悪影響は与えていないと思われるO母材料 として多量の火山衣 を含

んでいる｡標式的なBD型崩積土ではないが,経営区では壮齢のスギ林下によくこのような土

壌が見られるので記載 した｡

附近の主な植物o

I スギ (a)(明治33年植栽,平均胸高直径約 30cln,平均樹高約 19m)

山 一---

Ⅱ ア ブ ラチャ ン (a), アマ ギ ア マ チ ャ (f), ク

ロモ ジ (o), ヒ ヒラギ (r)

Ⅳ マ ツ カセ サ ウ (o), モ ミヂ ガサ (o), チ ゴユ

リ (o), テ イ カカ ヅ ラ (r)

Pro丘leNo.6.BF,型土壌 (火山灰定積土)

170林班内,傾斜 :220,万位 :N40oE,標高 :約

760m,母岩 :輝石安山岩, 地形 :東北東に画 した峯

近 くの斜面,この下方は非常に急な傾斜 をもって渓谷

に望んでいるo

土壌瞥断面

F(FrFB) 約 3cm スギのや i衡朽 した落葉o

Al 約 13cm 黒褐色,衝梅に頗る富む,石磯 50

に乏 しい,虚埴質壌土,crtmb

structure,影,湿o

A2 約 37cm 暗黄褐色,腐植に富む,石碑に

乏 しいO 細砂質壌土, 毅度の

crumbstructure, 軟,湿｡

Bl 約 19cm 暗黄褐色,浮石に頗る富む,珍

質壌土｡massive,壁,湿｡

Bコ (以下) 曙黄褐色, 風化土 痕 , 砂質壌

土,massive,壁,湿｡

根は Azに多く,ついで Al,Blに分布 しているO

0

0

8

9

Fig.8.ProfileN0.6.
BE-SOil.

E]

B

B
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各替位の推移は漸変的である｡高所の林内に現われる火山友 を多量に含んだ湿性定積上の一例

であるoBlは火山砂 ･磯 を多 く含んでいるが,明瞭なfg-はな していない｡42年生のスギ林分

下で, 20--30年生位までは,大体普通の成長状態を示 していたようであるが,以後は極めて

濃慢 となったようで,特に樹高成長にその傾向が窺われ,樹型は所謂 ｢ウラゴケ｣となり,檎

冠は淋 しくなっている｡経営区の高所で湿性の火山友定積土上に成立するスギの林相は,殆ん

どこのようであるb佃 ヒノキはこのような所では,東に成長不良で形質不良木或いは病木 とな

る傾向が強い｡

附近の主な植物｡

Ⅰ スギ (a)(大iE2年植栽, -平均胸高直径約 15cm,平均樹高約 12m)

∬ ケヤキ (r), ヒメシャラ (r)

Ⅱ イヌガシ (0),ヤマザクラ (r),ケヤキ (r),アブラチャン (f),クロモジ (o),ネ

ジキ (r),ヤブムラサキ (o), ウグヒスカグラ (o), アマギアマチャ (r), イボタ

(o),サ-アジサヰ (r),イヌツゲ (r),コア

カソ (o), ツルシキ ミ (r), 二ワ トコ(r),

サンセウ (r), シキ ミ (r)

TV テンナンシャウ (r)′マツカゼサウ (f),モ

ミヂガサ (o), チヂ ミザサ (f), ツタウル

シ (f), トコロイモ(0),ノアザ ミ (o), ヌ

スビト-ギ (o), スギゴケ (f), ミヅゴケ

(a),テイカカヅラ (o),ノイチゴ (o)

Profi王eNo.7･BE型土壌 (崩積土)

226林班内,傾斜 :250,万位 :S30oE,槙高 二約

500m,母岩 :輝石安山岩, 地形 :渓谷近 くのほぼ南

東に面 した凹状斜面｡

土壌唇断面

F 約 3cm スギの腐朽 した落葉落枚｡

Al 約 13cm 黒褐色,腐植に醸る富む,石磯

に富む, 埴質壌土, crum b

A2

B

structure,粗髭,湿O

約 65cm 暗黄褐色,腐植に富む,石棟に

富む, 砂質壌土, crumb

structure, 敬,湿｡

(以下) 軽質壌土,過 ,軟｡
Fig.9.ProfileN0.7.

BL:-soil.
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根は A｡骨に最 も多 く,ついで Al(草本が多い)Blに分布 しているO各管位の推移は漸変

酌 であるQ典型的な BJj型崩槙土であるOスギの成長は極めて良好で,スギに通 した土壌 と見

られる｡

附近の主な植物｡

Ⅰ･スギ (a)(明治 27年植栽,平均胸高直径約 28cm,平均樹高約 17m)

Ⅱ - -

丑 ク ロモ ジ (o), ケヤ キ (o), ア ブ ラチ ャ ン (a), ア マ ギア マ チャ (a)等 ｡

Ⅳ ナル コユ リ (o), ヲ シダ (o), ジ フモ ン ジ シダ (f)

profileN0.8.Bl型土壌 (黒色土)

8林班内,傾斜 :180, 万位 :S20oW,標高 :約 800m,母岩 :輝石安山岩, 地形 :両 々

.F西に画 した緩い平坦状斜面O

Fig.10.ProfileN0.8.

土塊骨断面

L 2-3cm スギの落葉落杜｡

A1 3-5cm clove brown と blackish

brown との中間色, 腐植に頗

る富む, 壁土,crlmb struC-

ttlre,孔隙に富む,洞o

A2 8--10cm clovebrwn,Al暦より漸変｡

腐植に煩る富む,壌土,massive.

B Sepia, A=とは判然と区別 さ

れる,壌土,massive, 堅,普

右 を含むo

Vs 約 12cm B とは判然と区別 される,石傑

結塊に頗る富む,頗る堅,潤｡

B′ Vsとは判然と区別 される,埴

質壌土,壁,潤｡

経営区内で見 られる,FJI-･謂黒色土である｡安山岩風化

残積土及び火山衣 よりなる｡スギの成長形質 ともに憩

い｡林内は霧に見舞われるため常に湿潤で,樹皮に蘇

BLsoil･ 苔が附着 している｡

附近の主な植物｡

Ⅰ スギ (a)(明治 31年植栽,平均高直径約 23cm,平均樹高約 14m)

Il -
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第 3 表

Table3.

自 然 状 態 の 理 学 性
Physicalpropertiesinnaturalcondition.

l
Sample!H.,iz.n Por.sity :volume

ll
1

i L i

l

16 B1

17 … B-～
18 ㌔ B4

≡壬lI…工 :8;.…三 …:4･:三日 …….三日 .…日 三･:…… 2……I.喜…

87･Ot･ 28･80 72･2: 250178 14･83 46･3C) ; 160･76

77･91 51･43 70128 136152 7･62 : 56｡11 108･99

81.90 ! 47.01 72_9⊂) 155.15 8.97 62.66 ･ 103.2(〕

｣

39 r A1 84･43 ∃ 35･98 71･75

ll

‡甘 ≡25.:…日 ≡‡…言 …

:;79:三子 十 三:三… L S…:冒; 工 34C:+:…三

223.30 . 18.89 51.61 172.20

1;…二…35 …:;: 上 冒二;… 工 芸 二三;

;≡;二;… 昌 :;; 昌 ≡:チ-章 子39:39;

:';二言三 ! 88…:39:7 工 -7,:?.':,

A1 83.33 40.10 76.72

B 8l.78 . 49_90 76.61

…日 AA∴ ;;:;≡ 工 三二:… ≡了:;;

≡

266.09 ･ 3.18 ･ 68.67 : 221.36

1 1



賀茂経営区の土壌 (子幡 ･木崎 .渡辺) - 107-

理 学 的 性 質

PhysicalProperties.

機 械 的 組
Mechanicalcompositions

EGraveT ≡ cr.Bas｡芝 ｡鳥 Tn｡sah:a : 徴 si.t砂 粘｡1ayi

% o/0 . % n･J ()･J

備 考

Note

【

冒…;…834 日 …;…… 膏 …

8.92 1 21.73

28.64 21.292
i

I.42 ) 10.32

13.89 ; 25.67

4.71 5.98

2.36 : 5.15

6.20 6.51

1と),89 28.35

1言;…… ‖ …三喜古 …;…圭
28.67 i,4.,8

38.17 25.80

1

12/30 29.50

11

22.73 4日.47

ProfileN0.1

BA塾土壊 (定積土)

白川 81林班

jBB型土襲 ｡絹 土)

ll

; 輿】京 261杯frif

ProfileN0.3

fk 型土壌 (定積土)

池代 112杯班

ProflleN0.4

l

ら.59 [ 5.6Lj

14.2〔｣

ProfileN0.5

BT･型土盛 (崩積土)

白田 30日林班

ProfileN0.6

日E型土壊 (定積土)

萩 ノ入 100林班

7.92 6.89

∩
)

0

∩)

5

∩)

1

7
J

/b

フ
一

〇

4

4

ProfileN0.7

BJI塾土壌 (崩環土)

宗太郎 226林班

ProfileN0.8

Bl塑】土壌 (琵琶土)

三隅 滝 8林班
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Ⅲ ア ブ ラチ ャ ン (0), クロモ ジ (o), カマ ツ カ (o), サ ンセ ウ (r), サ - ブキ (r),

ヒメ シャ ラ (r)

(註) 色調の説明は,農林省試験研究機関連絡会議編 :標準土色帳の文字に よった｡但 し Profile 8

の記載には,森林立地談話会編 :土壌調査用色名隈を用いたo

以上記載 した各土壌督断面から搾取 した試料の実験成績 を表示すれば,攻の一覧表の通 りで

ある｡

第 4 表 化 学 的 性 質

Table4.Chemicalproperties

試料番号
Sample

No.

フ
一

4

r
J

4

4

4

層 位

IIorizon
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Ⅱ 考 察

A 土壌型 と環境との関係

土壌は母岩に種 々の環境囚子が長期間作用して生成 された もので,土壌型 と環境諸因子とは

夫 不々可分的な関係にあることは勿論であるO こ 1では調査FT3の断flL的な勧寮に基いて,相互

関係を簡単に述べてみたO

一般に本経営区は漉和な気候条件下にあり,土壌型の生成に及ぼすその影響は,余 り顕著で

はない｡前述 した天気候の観測値からも,互視的な土壌型の発達を予想することはできるが,

こ 1で分類 したような小範囲で変化する土壌型の生成は,具体的には横気候の影響に困るもの

である｡

気象囚子中で 重要なものは雨量 ･湿度 ･濃度 ･風等である｡ 本経営区近辺は雨量 3000mm

前後の多雨地域であり,更にそれは高度と共に増加 しているo Lか し反面一般地形は南面 し,

蒸発量は多いものと考えられる｡ この両者の多寡が直接土壌中の水分の状態に影響 し,乾性な

或Lへは湿性な土壌型の発達を促 している｡経営区の高所は雨量の増加 とともに,樹幹の着生棺

物や気根の発生等を見て も,常に茎中湿度の高いことが考えられ , 実際 800m 前後の抑 こ所

謂 ｢雲の懸る根｣があ り,これ以上の地域では頻繁に霧の発生が見られ,ここでは比較的湿性

型土壌の現われる場合が多いO-股に斜面では乾性型土壌が広 く分布しているが,これは蒸発

量の影響が大きいためと考えられるO 蒸発量は斜面の方向,形, 度合 及び 在っている植生等

に,気象因子が作月]した結果と見られる｡局所的に発生する山谷風,史に西海岸斜面に当る北

西季節風によって,樹体からか或いは直接地表からか何れにせよ蒸発量が促進 されることは当

然で,特に本経営区のような孤立山系では一般的にも風衝の影響が強いことが考えられる｡実

際にこの影響を受けたと見られる乾性土壌の分布が広い｡即ち Bc型土壌の構造 を見れば,そ

の生成には構体を通 じて行われる蒸散が,又強い風衝地によく見られる BA型土壌の表面乾燥

を見れば,直接地表に当る風が,夫 々これ ら土痕型の発達を促 していることが明らかに窺われ

る｡倫急斜 地では,傾斜流が促進 されることが,乾性土塊発達の一因と考えられるO

気温は経営区内で も相当に開きがあるものと思われるが,直接気温の変化による特異な土壌

型は発達 していないようである｡ただ高所の峯筋等に往 厚々い酸性腐植が堆蹟 して,橿式的な

BA型土壌及びBB型土壌 よりや し厳暑なポ ドゾル化作用を受けた土壌が極めて局地的に見ら

れることは又,この所が可成 りの低塩地域であることを裏付けているD

又一方植生と土壌型は互に作月]し住用されつ 1ある一系列と見ることができるO経営区は大

部分がスギを主とした造林地であり,土壌型 と林木の成育との相ji:関係は極めて密接なことが

観察されたDよく欝閉 したスギ林下には Bl)型土壌及び BE型土壌の出現頻度が多 く,優良ス
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ギ林分は殆んどその崩粘土上に見られるが,林内凹地或いは高所絞料地によく現われる火山次

定積土では,スギの成育は良好 とはいえず,前述 したように直径に対比 し樹高成長の劣った析

謂 ｢ウラゴケ｣となっているのが普通であるO更にこれら林分 より直径 ｡樹高両成長 とも劣 り

著 しく負弱な林相を呈 した一般に不成績造林地と言われる所は,殆んど乾性型土壌が現われて

いる｡最 も悪い林分は BA型土壌の所に見られ,か ｣る地域が大低l武術地であること1相伐っ

て,スギの造林地であるのにか 1はらす詑木状の広葉樹林の中-スギが点在 しているといった

様相 を呈 している｡BB型土垣の分布は少く,叉それがスギ林下に見 られる場合は稀で,それ

らの相互関係の観察結果は少いが, BA 型土壌程ではないにしても成育不良で,天然生広葉樹

の侵入により被圧 された り,甚 しく樹冠の疎開 した林分等となっている｡斜面での不成績林分

紘,広 く分布 している Bc塑土壌の所に多 く, そこが 烈 しい風衝地とか 地形的条件によって

紘,往 々 B 型̂土壌型上で見たような林相を示すが,普通はそれ程趣端にはならない｡大体摘

高直径 10数 cm,横高 10数 mで成長を停止 したような状態になるのが普通で,針葉lj:黄味

が勝っている場合が多い｡本庄営区のスギ不成績林分はこのような形態をと?jものが多 く,棉

当広い面積に亘って見られる｡Bl)′型二上二宴のスギ林は相当な林分となるが,スギとして充分に

成長 した林分とは思わない｡このような結果からスギの好適地を BI)型及び BE型崩積土特に

BE型崩棋士と見て誤ないと思 う｡ 本経営区はスギについで ヒノキの造林地が多いが,観察上

スギ程に土壌型の相異による成長の差が見られない｡ 普通 BL,■塑土壌から Bl)型土型の崩積

土上で材蹟形質とも最 もL旺盛な成長が見られるので,こJlような所 をヒノキJj適地と考えてよ

いと思 う｡スギの最適地と目される BE塑土壌の所では,成長は良いがよく形質不良木叉は病

木が見られる｡叉スギの不良林分となる Be型土壌及び Bfi型土壌の所で も,地形,風衝 とか

他の条件が悪 くなければ,成長は劣るが安定 した威林状態を示 している｡畢克するにヒノキの

水分要求変はスギより少いものと考えられ,そJj適地は土壌型から見れば,-階段スギより乾

性に傾いているらしく,又乾性型土壌に対~する可塑性がスギより大きいと見られるo

地形は水の状態を支配する最 も重要な因子であるから,直接間接土巌型 と密接な関係にある

ことは言うまで もないO-椴に山岳地では,蒸散量の大きい南西面は北東両に比較 して,乾性

に傾いた土壊型が分布 し,又水の動 きより斜面上部は斜面下部 より普通乾性に傾いた土壌型の

分布が考えられ,土壌図もほぼ等高線的に (屈折の庭は更に大きい)湿性型土壌から乾性型土

壌へと分布 し,その一般傾向が窺われる｡ (但 し前述 したように ｢雲の懸る線｣以上では却っ

て高所に湿性塑土壌が分布 している)

大観すれば本経営区は∴木城連峯の北斜面に当る田方経営区より侵蝕作用が進み一般に地形

複雑とな り,急峻地が多いため,土壌侵蝕が頻繁に行われ,表骨I上の流亡,傾斜流Jl促進を来

している｡更に南面地形のため蒸散量の増加といった条件が作用 して,一般に土壌腎の薄い乾

性塑土壌の分布が多 くなっている｡湿性塑土壌D分布する斜面下部は,斜面上部からの風化岩
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屑,土壌の移動堆積により普通崩穣土叉は崩積的岩石地 を形成するが,その分布範囲は,下降

又は平衡斜面では広 く,上昇斜面では狭いO湧水面下部等の集水郷 Fjの所 も又崩積土を形威 し

易L,.｡ しか しながら谷の&･一飯営力の旺んな極端に発達 した上昇斜面では,土壌は流亡 し易く,

土壌暦の薄い乾性型土壌の分布が広 く,基岩の露呈を見る所 も多い｡

土壌の堆積様式の相異は,土壌型はじめ林木の成長に重要な意味をもつ もので,一般に崩積

土は理学性良好で林木の成長は旺んであり,叉岩石的崩横地 も伏流現象の伴 う時は,崩積土と

同様林木の成長は良い｡ これに反 し定穣土は理学性不良と考えられ,林木の成長は劣る｡土壌

型が同 じような範囲内にあっても,この堆積様式の相異で林木の成長には相当の優劣が見られ

る｡

二大に本経営区の特徴は,母材料として全般に火山衣を被っていることで,その堆積は一般に

高所の綬斜凹状地形程厚 くなっている｡火LLJ次雄横地の生産力は,風化土壌に此 し著しく劣っ

ている｡文士重層断面中の火LLJ砂 ･傑暦の存在は,その暦の介在する位置や厚さ等により程度

の差はあるが,林木の成長に良好な結果を与えていない｡歴 々この管は堅蜜な竪管とな り,梶

系Jj伸長 を妨げているo

B 森林施業に対する意見

本調査 を通 じての苑業に対する意見は,主として更新についての ものであるD

更新は自然環境に従って可能な範囲では極力適横の人工林を造威 し,その造成が不当な地域

では極力回避 し,天然生林の育成を図ることが望ましい｡

営林経営区の人工林造成に当って,スギ,ヒノキを最 も有利な造林構種 と見ることは,既往

の乗積から現在では異論のない所 と思われる｡ しか し両桂使臣を夫 々どのような地域に植栽すべ

きかは,実際にそれ らの不成績造林地を見れば再考する余地があるO

当局の経営方針として更新に関 しては,党づ立地条件Jj能 う限 りスギを植栽 し,攻に残余の

地域では ヒノキをできるだけ植栽 し,最後にアカマツ,その他樹種の植栽或いは天然生林の成

立を図るべきであると指示 しているOそれ故 この主旨に則って,前項で述べたスギ,ヒノキの

成育と土塊型 との相互関係を考えながら,更新に関する意見を述べてみる｡

スギの好適地と判定される BE型及び BI)塑崩積土の地域が,第一にスギの更新地と考えら

れ る｡叉 BJ;型定積土でのヒノキの成育特にその形質成長 を考慮すれば,当然スギの更新地と

すべきであるOただ この程定積土は高所に現われる頻度が多い｡ こ ｣で一般に自然環境 として

の適地を土壌型のみで律するには 多少の難点 も考えられる訳であるが,特に 本経営区の高所

は,風衝, 気湿の低下等林木の成長に強 く影響 している 因子があるので, 高所では土壌型 よ

り寧ろこれ らの因子を重視 し,その許容範囲内で栗に土壌型に準拠 して植栽機種の選定をすべ

きである｡ 試みに第六攻経営案では現在の人工林の成績 を勘案 して,植栽限鼎 を音寝技高によ
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り,西部で約 700m,中部で約 750m,東部で約 800m としているが,主として風筒を考慮

した ものと思われる｡ 次に最 も広 く分布する Bl)′塑土壌は,前項の通 り少 くともスギの適地

とは見られず,ほぼヒノキの適地 と見られるのであるが,経営方針 としてスギに強い要求があ

るので,更に造林技術の検討,成長量に塞 く伐期齢の検討等施葉上種 々考慮 した場合,或いは

ヒノキよりスギの方が有利である可能性 もあるので,この点林分の牧穫量を,主として肉眼的

な大量観察にお く本調査で結論的な断定をするのは早急である｡適潤かそれより多少乾性に傾

いていると見られるこの種土壌の樹種に対.する特性 として,スギの生長には敏感佐反映 し,ヒ

ノキのそれには鈍感に反映する左とも観察による牧穫量の判定を困難にし,又構体の水分生理

に影響すると見 られる雨量,湿度が多いこと等を考えれば更に本調査だけでの制定はむづか し

くなるo Lか し実用上スギ,ヒノキの植栽の界練を､どこにお くかは極めて必要なことであり,

本経営区の更新予定の中心をなす ものである｡ それ故 こ ｣ではこのような BJ)′型土壌に対す

る人工更新の予定 として考えられる三三つの試案的意見を述べ,今後更に前述 した軽々な見地か

らの検討を保って解決 したいo即ちその-は土壌型に主点をおいた適地の勧念からすれば,少

くともスギの適地ではないから Bl)′型土壌に対 してはヒノキを期待 したい｡ その二はスギに

対.する強い要求からして,種々な施薬上の方策によりヒノキよりスギの方が収穫量が多 くなる

ことが考えられるので, スギに期待 した方が有利であるOその三は広 く分布する Bl)′型土痕

に対 し凡ゆる角度から検討 した場合自らその範囲内で も叉スギ,ヒノキJj界紐が見出されるの

ではないか｡ この考え方に立った場合 この地域ではスギが半分,ヒノキが年分予定される可能

性が最 も多い｡

佃 BD′型土壌の地域で も, 高所の塞冷風衛地又は急峻な岩石地等は,人工林の造成が無理

なので天然生林に期待すべきである｡ しか し BD′型土壌の現われる所は,比較的地理条件が

良いので,天然生林は経済林として取扱 うのが望ましいo Lか しこのような所は面積的には少

い｡

次に Bc型,BB型,Bl型土壌等のスギ林分は明らかに成長の悪い不良林分となるので,

人工林としてはできるだけヒノキの植栽 を予定する地域である｡勿論土塊型以外の土地条件に

より全域が植栽可能地 となる訳ではない｡粕 ′こBc型土壌の分布 する地域は,急斜岩石地が多

く,地形条件に恵まれてL,､ないため,ヒノキの更新地は可成 り制限 されるものと思 う｡ この地

域では天然生林の育成に努めるのであるが,特に侵蝕作用の著 しい断又はそれが予想される所

では天然生林の取扱いも経済林としてではなく,林地の養護保全を主点に取扱 うべきであるD

Bli型,Bl型土壌の出現する地域は,地形が緩 く,林地 も安定 しているので,このような配麓

の必要はないが,この地域に良好なヒノキ林分を期待するのは無理で,この点造林技術上植栽

本数の増加 間伐の強さを加減するとかの立地に応 じた施葉上の考慮が望ましい｡高所,峯筋

等に現われる BB型土壌では,小部分が天然生林に期待する地域 となるo
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BA型土壌は土壌型からも又発達する地形条件からも, その分布地域に人工林の造成は考え

られす,天然生林 も保全的に取扱 う必要がある｡

BF型土壌の所は現在開生地のため樹種及びその成長との関係を帰納できないが, 一般にヒ

ノキは勿論 スギに落 してもや i過湿と考えられるので,スギLD人工林 とする場合は排水溝の設

定等の配慮が必要である｡佃サワグル ミ,ノ､ンノキ等の湿性広葉横の植栽 も考えられるO

各土壌型に対する更新予定 として,天然生林に期待する地域があり,更にその取扱いが,経

済林 としてより林地養護又は保全を目的にする場合 と′経済林の育成を目的とする場合がある

ことを述べたが,前者は土地条件の悪い所謂制限林地,除地 と見徹 される地域を対.1糾こ先づ植

生の安定を図 り, 更に林地の安定を図ろうとするものである｡ この地域は前に述べたように

BA型の全域,Bc型の広 く分布する念斜地の一部等が該当するのであるが,こ63対象となる

地域は,土壌型 と栗に従的に調査 し,土壌図に示 した受蝕地,岩石地,風簡地等を参照 して判

定できる｡

後者の経済林として天然生林を育成する場合は,倭良横種の積極的な保残成立を図るべきで

あるが,人工林に比較 して一瞥自然力の依存度が大きいため,生態的に天然における横位の競

合を把捉 し,優勢横のうちか ら優良樹種:を選定する必要がある｡ この在凱良から本経営区で考え

られる樹種にはモ ミ,ツガ,ブナがある｡土壌面から見ればモ ミ,ツガは大体同じように乾性

型土j墓によく成立 し,しか も岩石型林地又は堅密な火山砂 ･磯管を介在するような堅い定積土

には上で も神当た成長が期待 されるので,B71型,Bc型,或いは-一部 B工)′型等の人工更新予定

地外努めてその成立を図 りたいOブナはBl)′型,BL)型及び BFJ型土壌等によく成立 し成長 も

期待 されるので,一部高所の人工林予定地外のこれら土壌塑Jj地域で積極的な育成を図るべき

である｡その他天然に成立する桟種は多いが,立地に応じた有用樹種を積極的に育成すること

が望ましい｡勿論 これ ら有用樹種は用材林 として取扱 うべきである｡第六次経営案ではほこれ

に該当する地域に,ヒノキ,モミ,ツガ,ブナ,その他広葉樹の皆伐用材林作業級を設けてい

る｡

以上各土壌型に対.する更新予定に従って,土壌型の分布面積を基礎に本産営区の更新計画を

立案すれば第 5表の通 りである｡ 但 し BD'型土壌に対する更新予五三は,三つの場合を表示 し

た｡

この表の作成には多少の無理があっ長｡同一土壌型に好 し異った更新予定をする場合,土壌

型の面積は把握できても,更新予定を左右する因子即ち念斜地形に介均する受蝕地文はその可

能性のある地域,岩石塑D林地,塞冷風簡地,崩領土定積土等の両横が適確に把握できない｡

それ故 こDような国子の面積は,土壌図に示 したそれらの記号の拡 りと外業調査の印象によっ

て夫 按々分算出した｡

本経営区の更新計画上最 も重要なスギ,ヒノキの東新予定を, 土壌型からは Bl)′型土壌に
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〔註〕 BI)′塾土票の場合,括弧のない数値は人工植戟可能鞄にヒノキを予定したもの.

()の数値は人工植栽可能鞄にスギを予定したものD

対するスギ,ヒノキの取扱いを試案的意PtJにとどめたことを遺憾に思 うO

なは第六攻経営案では,スギ, ヒノキ,そD他広葉憾皆伐f朋オ林作業級面積約 58COhaに対

し,その 70% 約 4000haにスギを,残余Jl全域に ヒノキを将来JJl期待横位 としているが, こ

れは奇 しくも BT)′型土壇にスギを東新予定 した場合 と ほぼ同一D面接であることを附記 して

3'}上

Ⅳ 絵 括

1. 本調香は国有林野森林土壌調査要綱に基いて行った ものである｡

2. 本経営区は仲豆牛島天城連峯の庸 二牛に位置 し,幼年期末 より七二年期に移 りつ 1あるLLJ容

を呈し,末だ幼年期の形状を示す北隼 田方詳営区より全般に侵蝕作用が進み,地形は複雑で念

斜地が多 くなっている｡基岩は大体河津本谷 川を界に西半は変朽安山岩,東学は輝石安山岩で

占められている｡牛島の低所は温暖多雨の海洋性気候様式を示 しているが, 標高 大約 300-

1400m に介在する本荘営区では, 雨量の増加,気温の低下,季節風の卓越,LLl谷風等山岳的

な粋 性を帯び,気候は造かに苛酷になっている｡植生は暖帯性から漉帯性にに亘っているが,
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100 0/Oは横鰍こ対する値であるO

E23355..:日 計 芸 ;:三 .甘 さ三豊 :3',‖ :三三三

92.77

｢ ~~~ー~~~8J.訂 ~｢ ~三

l

?完 工 ;-i, 1,:;;:……

〔〕の数値は人工植枝可能地にスギとヒノキを半分つつ予定したもの｡

現在全面積の 80% 以上がスギを主とレ 一部にヒノキを加えた造林地であり,僅かに高所でブ

ナを主とした天然生林が見られ る ｡

3. 調査方法は総て森林｣二壌調査方法書を骨子として行った｡

4.大部分が禎色森林土に属 し,出現 してLlる土壌型は,Bli型,BE塾,Bc型,BD型

(亜型に分け BJ)壁,Bl)'型 として取扱った),BFJ型,BF型 ､Bl型,G型等である｡

5. 土壌型分布の大様は土壌図として表現図示 した｡開析 された複雑急峻な南面地形は,田

方経営区より乾性の土壌が多く,分布 も叉 複雑な様相を示 しているD 各土壌型の一般的な分

布傾向は,BA型土壌は峯筋西南向斜面上部等には定積土で,又極端な風衝地 とか土壌の侵蝕

流亡の烈 しい急斜面上には基岩地状として分布 しているのが普通であるDB13型土壌は斜面の

局,峯筋,緩斜面等比較的地形の安定 した所に火LLJ衣の定積土として見 られるが,その分布は

限 られているoBc塑土垂は高所のや 1風衛 となっている緩斜面等に安定 した定積土として見

られるが,土壌の移動 し易い急料地,或いは渓谷に望む斜面等一般に風衝の影響を受けると思

われる地域に も広 く分布 しているo BD'型土壌は Bcl型土壌の下方に連続 した比較的安定 した

地形上に分布するものが多 く,又高F:JTrで火山友定積土 として,或いは歴 念々斜面上に未熟土的
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な替断面をして分布 している｡ BD型及び BJ;型土壌は,大卒崩積土として沢筋,傾斜面下

部,湧水面周辺等に分布 し,定榛土としては林内凹地或いは高所の綬斜地等に火山IJjtを多 く令

んで見られるOその他 BF型,Bl塑土壁が局部的に分布 しているO分布面積は経営区面積に

対 し BT)'塑約 31%,Bc型約 28%,B工'型約 24%,BA型約 8%,BB型約 7%,BE塾

約 2% その他局所的に BF型,Bl型が出現 している｡

6. 各土壌型に対する代表的な暦断面を設定 し ､形態調査を行い更に供試土壌について,自

然状態の理学性,機械的組成分,pH,置換酸度,炭素及び窒素を.測定 した｡

7. 本経営区は-一般地形が南面 し急斜地が多く,蒸発量,傾斜流の多いことが考えられ,吏

J7:孤立L]｣系のため風が蒸発量を促進 し,広 く分布する乾性土壌発達の因となっているらしく,

実際に風D影響を受けたと考えられる乾性土壁の分布が広いO又一方高柳 こ湿性土塊がよく現

われるが,これは天体 800m 前後のノ折に,所謂雲の懸る線があり, 茎中湿度,雨量の増加等

が大いに影響 しているものと考えられる｡

土壌型と梯種成長量の｢制亡は,密接な関係が見られるOスギの優良林分は BL-型,Bl)型崩

蹟土で見 られ,不良林分･は乾性土壌の所,特に広 く分布する Bc型土壌の抑 こ多い｡ Bl)′型

土壁では,スギとしての成長は常態ではなく,少くともスギの適地とは云い難い｡スギの適地

は B工,壁,BE型崩積土で粕 こBE型崩積土が最適地と思われる｡ スギの成長は,土壌型が

乾性に向って変る場合特に鋭敏に反映するが,ヒノキはそれ程で もない｡BB型,Bc型土盤

で も,成長は劣るが安定 した威林状態を示 し,BT)′型,及び B⊥'塑土壌で成長旺盛た擾良林

分を見るoBE型土壌での成長は極めて旺盛であるが,例外なく形質不良木又は病木となって

いる｡所謂 ヒノキの好適地は Bl)′型土壌からや ⊥BlJ型土壌の附近と思われる｡勿論同じ土

壌型なら崩鎮土の方がよい｡

;欠に本経営区は多少の差はあれ母材料が火山友の影響を受けていることで,その生産力は崖

,験的に風化土壌に比較 して著しく劣っているO叉土壌督中Jl火山砂 ･磯7-i-の発達は,林木成長

8. 営林局の経営方針として立地条件の能 う限 り極力スギを,残余の地域には極力 ヒノキ

を,両横柾の植栽できない地域は他の更新を考えることを原則としているので,この見地から

｣二壊型に対する横位の成長とを勘案 して,土壌型を基準とした更新予定を示せば,

BA型土壌 : 林地養護又は保全を目的とした天然生林の育成｡(全域)

BJ-3型土壌 : (1) ヒノキ人工林の造成O(大部分)

(2) モ ミ,ツガその他 有用樹種を主とする経済林として天然生林を育成｡

(一部分･)

_BL,型土壌 : (1) ヒノキ人工林の造成O(年分以上)

(2) 天然生林の育成,(年分以下)
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(i) 林地養護保全 を目的として育成｡(一部分)

(ii) モミ,ツガその他有用樹種の経済林分の育成｡(大部分)

Bl)′型土壌 : (1) 人工林の造成O(大部分)

植栽予定樹種 として本調査結果に経営上の要求を加味 した場合三つの試

案的意見が考えられた｡

(i) 植栽樹種をヒノキとする｡

(ii) 植栽樹種をスギとする｡

(iii) ヒノ千を年分,スギを半分予定するO

(2) ブナ,モ ミ,ツガその他 有用樹種を主とする経済林分 として天然生林

を育成｡(一部分)

til)型土壌 : (1) スギ人工林の造成O(殆んど全域)

(2) ブナその他有用樹種を主とする経済林分として天然生林を育成｡

tiE型土さ変: (1),(2)とも BD型土壌に対 してと同じo

BF型土壌 : スギ人工林の造成｡(全域)

Bl型土壌 : ヒノキ人工林の造成｡(全域)

以上の観点に立って,土壌型分布面積を基礎に本経営区の更新計画を立てると,Bl)′型土壌

に対-する植栽樹種の考え方から三通 りとなった｡

(1) BIJ′型土壁にヒノ千を期待した場合｡

経営区総面積約 7650haに対 し,スギ植栽予定地約 25%, ヒノキ約 53%,経済

林 として育成する天然生林予定地約 22%,保全的に育成する天然生林予定地約 9

% となる｡

(2) Bl)′型土壌にスギを期待 した場合｡

同じくスギ植栽予定地約 53%,ヒノキ約 25%｡(以下 (1)に同じ)となるO

(3) Bl)′型土壌にスギを年分,ヒノキを半分期待 した場合｡

同じくスギ植栽予定地約 39%, ヒノキ約 39%｡(以下 (1)に同じ)となるO

第六妻欠経営案で指定 した将来のスギ, ヒノキの期待面積は, (2)の場合 とほぼ同一面積で

ある｡
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凍大卒業論文

外業調査期間 昭和 25年 7月 10日乃至 8月 30日

R6sum6

1).Resultsofthe forestsoilsurvey ofthe Kamo management unit

conducted underthe supervision oftheForestExi光rlmentStation and the
ForestryAgencyarereported.

2).The area surveyed issituated on thesouthern slope oftheAmagi

mountainrange,Izupeninsula. Thegradeofweatheringatthisareaishigher

and accordingly,topography ismorecomplicatedthanthatoftheareaofthe
Tagatamanagementunit'XIwhichisontheoppositesideofthemollntainrange.

Bedrocksarepropylitein the western halfandpyroxene-andesiteinthe
easternhalf.

Aselevationsvaryfrom300to1400m.from thesealevel,theclimatologlCal
factorsarenotuniform. Although climate ismild atthe lowerpartF,it
becomessevereandseasonalwindprevailsattheupperparts. Itisinteresting

thatfogsfrequentlysetonthemountainslopeshigherthan800-900m.alt.
Theeightypercentofthearea surveyed are artificialforestsprlnCipally

ofSugi (Crypiomeriajaponica),andthenaturalforestofFaguscrenalacan
beseenatthehighaltitude.

3).Soilsin thisareabelongto thebrown forestsoilgroup,whichis
classified intotheBA-,Bpr,Bc-,BIノ-,BE,BF-andBl)I-soilsaccordingtothe

subtyi光 OftheBl)-soil,and thissoilhasgranularstructureintheupperpart
andblockystructureinthelowerpartoftheA-horizon,andhasH-horizon.

4).ThedistributionoftheseClassified soilswhich ismore complicated
thanthatoftheTagataareaisshownintheattachedsoilmap.

Thepercentageofthearea occupied by therespectivetypeofsoilisas
follows:Bl)'-soil:31%,BcISOil:28%,Bl)-soil:24%,Bji-soil:8%,BJj--soil:2%.

5). Somemorphologicalfeaturesof the typicalprofiles are described.
Somechemicalandmechanicalanalysisaredone.

6).ThenextthreeareconsideredtobeoutstandingpoiI止S:
a).Soilwhich isconsidered tohavebeeninfluencedbywindiswidely-
distributedinthisarea.

b).Wetsoilsaredistributed atplaceshigher than 800m.alt.where
fogsfrequentlyset.

C).Hardlayerofpumiceoccasionallyappearsin theprofile. When it

appearsnearthesurfacethegrowth of trees, especially Sugi, is
greatlyretarded.

d).Attheupperpartofthemountain,theresidualsoilofvolcanic
ashoriginoccurs. ThissoilisusuallyunfitforSugi plantation.

7).Closerelationship betweenthemorphologicalfeaturesofsoilsandthe

*seep.75.
粕 Ohmasa,M.:1951,Studiesonbeechforestsoils,ForestsoilsofJapan,Reporti,
ForestExperimentStation,Japan.
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growthoftreesisobserved.
Sugigrowswellon theBE-and BI)--soils,especially when the soilis

colluvial. TheBA-,BI卜andBc-SoilsareunfitforSugiplantation.Thegrowth

ofSugionBDLsoilandon theresidualsoilofvolcanic ash origin arealso
unfavorable.

Thegrowth ofHinoki(Chamaeciparisoblusa)OntheBEr andBcISOilsis
notsobadandisverygoodontheBD-andBl)′-SOils. Hinokion theBE-soil

growsvigorously,butitsqualityisbad.
8).Thefollowingmanagementplanwillberecommendedaccordingtothe

resultofthissurvey:
TheareaoftheBA-soilshouldbeleftasnatural forestforthepurposeof

erosioncontrolandsoilconservation. TheareaoftheBI卜SOilmayprlnCIPally
tn utiliZ;ed asHinokiplantaLLion,and partly aseconomic naturalforests.
A halfoftheareaoftheBc-soilmaybeutili2;edasHinokiplantation,andthe
greaterpartofthe otherhalfaseconomicnaturalforests,andtheremaining

asnaturalforestsasforerosion control. A greaterpartoftheareaofthe

Bz)'-soilmaybeutilized asSugiorHinokiplantation and theremaining asJ

naturalforests･ TheareaoftheBDISOilisprincipallyutilizedasSuglplaItta-
tion,and partly asnaturalforestsofFaguscrenaia.TheBE-andBFsoils
aretnstfitforSugiplantation. TheareaofBLsoilmaybeutilizedasHinoki
plantation.

Accordingtothisplanthestandsofthewholearea willbe classified as
follows:

a b

The area of Sugiplantation 39% 53%
〝 〟 〃 Hinoki 〃 39% 25%
〃 〟 〃 naturalforests 22%
ケ 〟 〟forestsforsoil

conservation 9%
When

a.SugiandHinokiareplantedinhalfandhalfontheBI)Lsoil.
b. SugialoneisplantedontheBDLsoil.
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